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新
島
　
襄
の
言
葉

新
島
の
遺
言
の
中
の
言
葉
で
あ
る
。
同
志
社
創
立
か
ら
足
か
け
一
五
年
、
す
で
に
そ
の
時

点
で
、
新
島
は
同
志
社
が
「
機
械
的
に
流
る
る
」
予
兆
を
感
じ
と
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
と
も
新
島
は
組
織
と
い
う
も
の
が
内
包
す
る
一
般
的
な
危
惧
を
述
べ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
創
立
一
五
〇
年
を
目
前
に
控
え
、
現
在
の
同
志
社
が
新
島
の
感
じ

た
「
恐
れ
」
を
今
一
度
真
摯
に
見
つ
め
る
必
要
を
感
じ
て
い
る
教
職
員
や
学
生
も
少
な
く
な

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
り
わ
け
こ
の
二
年
間
の
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
進

展
も
相
俟
っ
て
、
私
た
ち
は
、
文
字
通
り
「
機
械
的
」
の
中
に
ど
っ
ぷ
り
浸
か
り
こ
ん
で
し

ま
っ
た
感
じ
が
す
る
。
し
か
し
、
た
と
え
コ
ロ
ナ
禍
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
趨

勢
は
遅
か
れ
早
か
れ
避
け
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
ろ
う
。
問
題
は
「
機
械
的
」
に
浸
か
り
こ

ん
で
い
る
我
と
我
が
身
を
少
な
く
と
も
自
覚
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
自
ら
が

「
機
械
的
」
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
ず
、他
者
に
も
そ
れ
を
押
し
つ
け
て
い
る
こ
と
は
な
い
か
。

学
生
を
Ｉ
Ｄ
ナ
ン
バ
ー
で
識
別
す
る
現
実
の
中
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
作
業
が
常
態
と
な
る

中
で
、
た
と
え
ひ
と
り
ふ
た
り
で
も
多
く
、
直
接
無
媒
介
に
顔
と
顔
を
合
わ
す
こ
と
の
掛
け

替
え
の
な
さ
を
知
り
、
人
間
的
な
暖
か
み
の
あ
る
関
わ
り
を
取
り
戻
す
こ
と
の
貴
さ
を
覚
え
、

そ
れ
ら
に
こ
だ
わ
り
、
そ
し
て
共
有
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

以
上
、
自
戒
の
言
葉
で
あ
り
ま
す
。 越

川
　
弘
英
（
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
教
授
）

■�同志社は隆なるに従い、� 機械的に流るる

の恐れあり。切にこれを戒慎すべき事
�



大　学

『2021年度全学防災訓練の実施』
� 2021年10月29日
10月29日、今出川校地で全学防災訓練を実施した。新型コロナウイルス感染症の関
係で規模を縮小し、自衛消防組織の訓練を主としたが、対面授業教室では災害発生
時の初動訓練、全学レベルでは安否確認システムへの応答訓練も行った。
自衛消防組織の訓練では、上京消防署立ち会いの下、震度５強の地震が発生、良心
館で火災を発見する想定で本部隊と当該エリアの地区隊が連携し、消防署への通報、
初期消火活動等の訓練を行った。他の地区隊や自衛消防班では、各担当の防火設備
や消火設備、避難誘導灯や避難器具等の状況を確認した。

『同志社創立150周年記念ロゴマークが決定』
� 2021年11月29日

法　人

学校法人同志社は、2025年に創立150周年を迎
えます。150年の歴史と伝統、さらに200年の
大計を目指す同志社の姿を広く社会に発信す
るため、創立150周年記念のロゴマークを公募
しました。応募者337人、応募作品496件の中
から、厳正な審査の結果、同志社中学校２年
生の松井美野さんの作品が選ばれ、2021年11
月29日に開催された創立150周年記念イベント
Doshisha New Dayにおいて、ロゴマークの発
表と表彰を行いました。
このロゴマークを様々な記念事業の発信にご
活用ください。使用を希望される場合は、創
立150周年記念事業事務室までご連絡ください。
Eメール：ji-150th@mail.doshisha.ac.jp　

八田総長・理事長と
ロゴマーク最優秀賞（松井美野さん）

同志社創立150周年記念ロゴマーク



中学校・高等学校

『オンライン学園祭』『学年別体育祭』（中学校）
	 2021年10月14日～15日� 2021年11月10日～11日
コロナの影響により、ロームシアター京都での学園祭が今年も実施できない事が決定しま
した。しかし、生徒会が中心となり、検討、工夫を重ね、日程を変更し『オンライン学園祭』
を開催する事になりました。今までとは全く異なるスタイルの学園祭ですが、生徒会執行
委員による企画、運営により、大いに盛り上がりました。様々な社会情勢や環境の変化が
あっても、視点を切り替え創意工夫により乗り越えていく生徒達の姿に感動しました。
体育祭も『学年別体育祭』として実施しました。密を避ける工夫として、今までにない大縄
跳びなどの新種目も登場し、大いに盛り上がりました。

『白衣授与式（ホワイトコートセレモニー）』
� 2021年12月16日
2022年度薬学部実務実習の開始にあたり、薬学部医療薬学科の新５年次生を対象に
白衣授与式が執り行われました。式典は礼拝形式で行われ、学長の式辞のあと、薬
学部長より一人ひとりに白衣が手渡されました。その後、学生代表が、約５ヶ月に
及ぶ実習において、多様化している薬剤師の社会的需要に貢献できるよう、知識や
技能のみならず、命と健康を守る使命感、責任感、倫理観を身につけていくことを
誓い、参加した123名の学生は薬剤師の卵としての自覚を新たにしました。

女子大学



『2021年度体育祭・文化祭』� �
� 2021年10月1・5日、11月12日

女子中学校・高等学校

2021年度同志社女子中学校・高等学校の体育祭（10月５日）・文化祭（１日目　10月１
日・２日目　11月12日）が行われました。コロナ禍での実施ということで、若干の規
模縮小となったものの、
生徒会・体育祭企画委員・
文化祭企画委員が中心と
なって、創意工夫を凝ら
した素晴らしい学園祭と
なりました。

『「献米」運動』� 2021年11月25日

�

香里中学校・高等学校

2021年11月25日（木）、香里中高では恒例の「献
米」を大阪市西成区の釜ヶ崎に搬入しました。
本校では、失業者やホームレスにならざるを
得なかった方々の食事のために、全校でお米
を集めて寄付する「献米」運動を、毎年文化祭
の時期に行っています。
今年も段ボール６箱のいっぱいのお米、お米
券81枚、カップ麺12箱、ふりかけ100袋、敷布
団３枚を合わせて現地に直接持ち込みました。
生徒、ご家庭の皆様の善意がお一人お一人に
届くことを祈りつつ。

文化祭「マンドリンクラブ演奏」 文化祭「放送部企画」 文化祭「巨大絵画完成披露」

体育祭「クラス対抗リレー」体育祭「大玉転がし」



国際中学校・高等学校

『ハロウィン』
� 2021年11月15〜18日

クラス対抗で、ドッジボール、学年別マス
ゲーム、フライシートリレー、ブロック対
抗リレー、玉入れ、全員リレーを行いました。

ハロウィンを体験するため、一日中学校生
活を仮装で過ごし、昼休みには「ハロウィ
ンWithマスク」の撮影会を生徒会主催で、
コロナ禍のなか日程を分散して行いました。

（11月15日高校３年生、16日高校２年生、
17日高校１年生、18日中学生）

『�高校体育祭』
� 2021年10月29日

小学校

京都精華大学のウスビ・サコ学長をお招
きして、特別授業を実施しました。
サコさんの母国、マリ共和国のことを知
り、サコさんが日本に来て感じられた
様々なことを通して学びを深めました。

「平和というのはどういうものですか？」
との問いに、「みんなが笑い合えるなかで
生活できること」というサコさんのお答
えを胸に、あらためて平和について考え
る時間となりました。

『ウスビ・サコさんによる特別授業（ピースウィーク）』
� 2021年11月10日



『お楽しみ会』
� 『クリスマス礼拝・祝会』

�

幼稚園

例年夏に幼稚園でお泊り保育をしますが、コロナ禍のため
に実施できず、その替わりとして11月10日（水）、年長組
が幼稚園でお楽しみ会を行いました。保育終了後も園に残
り、園庭のかまどで焼いた焼き芋を食べたり、出し物大会
をしたり、クラスのみんなで夕方まで楽しい時間を過ごし
ました。また、お店屋さんごっこでは、当日までに子ども
たちが自分で作ってきた品物をお店に並べ、看板も立てて
店員さんとお客さんに分かれて遊びました。「いらっしゃ
いませ、こちらにどうぞ」「メロンソーダをください」など、
お互いにいろいろな言葉を交わしながら、なりきって楽し
んでいました。当日に向けて、友達と力を合わせて考えた
り、一緒に準備をしたり、子どもの世界の中で自分たちの
力で創意工夫して遊びを展開していく経験となりました。

12月8日(水)に、クリスマス礼拝・祝会を京都コンサー
トホールにて行いました。ソーシャルディスタンスを
十分に守り感染対策を取りながらも、大きなホールで
全園児が演技をし、異年齢間で思いやったり、力を合
わせて頑張る姿を保護者の方々に見ていただくことが
できました。また、年長組と年中組聖歌隊によるペー
ジェントを年少組が観覧し、イエス様のお誕生を保護
者の方々と共に、みんなでお祝いする貴重な機会とな
りました。いつもとは違う環境で感染対策を取りなが
ら行う中で難しさはありましたが、全園児が気持ちを
一つにしてクリスマスをお祝いする感動や充実感を味
わうことができた一日となりました。

国際学院

国際部：『The National Museum of Modern Art, Kyoto』
� 2021年11月4日

DISK Grade 6-11 students went to The National Museum of Modern Art, 
Kyoto on November 4th with Ms. March. The students were focusing on the 
art  by Mary Cassatt. It was a retrospective exhibition that enabled the 
students to discuss and appreciate how the arts innovate and communicate 
across time and culture. Cassatt’ s work combined the light color palette and 
loose brushwork of Impressionism with compositions influenced by Japanese 
art as well as by European Old Masters, and she worked in a variety of media 
throughout her career. This versatility helped to establish her professional 
success at a time when very few women were regarded as serious artists.

５年生のUOI（探究の単元）のテーマ “Sharing 
the Planet” では、SDGｓの14番目 “LIFE BELOW 
WATER（（海の豊かさを守ろう））” についてグ
ループで協力し合いながら「海洋プラスチッ
ク問題」「河川の汚染問題」などのテーマを決
めて探究を進め、その成果としてプレゼンテ
ーションを行いました。６年生の冬学期には、
探究の集大成となるエキシビションを開催し
ます。それに向けてより良い発表となるよう、
今から少しずつ意識して取り組んでいます。

初等部：『５年生の探究学習』
� 2021年11月



私 の 志
（本文4〜7頁）イ ン タ ビ ュ ー の 2 人

地元・金沢に近い能登で地域振興事業に携わっています。地
域の良さを無理のない形で未来に残していく仕事をして、周
囲の人々が幸せになってくれたら嬉しいです。

父から突然受け継いだ酒造り。地元である三輪
の深掘りを続けていたら、そこに凄い歴史があ
り、文化があった。だから、うちの酒造りのコ
ンセプトは「三輪を飲む」です。

今
西
将
之
さ
ん

同
志
社
大
学
商
学
部
卒
。現 

株
式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト
入
社
。中
小
～
一
部
上
場
大
手
企
業
ま
で

幅
広
く
採
用
戦
略
立
案
／
支
援
に
携
わ
る
。二
〇
〇
〇
名
の
営
業
マ
ン
が
い
る
中
、
Ｔ
Ｏ
Ｐ
セ

ー
ル
ス
と
し
て
Ｍ
Ｖ
Ｐ
賞
は
じ
め
多
数
の
賞
を
受
賞
。先
代
の
急
逝
に
伴
い
、
二
〇
一
一
年
十

一
月
よ
り
家
業
に
戻
り
、酒
の
神
が
鎮
ま
る
地「
奈
良
・
三
輪
」で
一
六
六
〇
年
創
業
の
造
り
酒

屋　

み
む
ろ
杉
醸
造
元
今
西
酒
造
株
式
会
社　

十
四
代
目
蔵
主　

代
表
取
締
役
に
就
任
。就
任

後
は
多
角
経
営
を
し
て
経
営
不
振
で
あ
っ
た
家
業
の
立
て
直
し
を
図
り
、酒
造
業
以
外
の
事
業

は
全
て
売
却
し
、本
業
に
集
中
。社
員
総
入
れ
替
え
・
積
極
的
な
設
備
投
資
・
自
ら
が
酒
造
り
を

担
う
等
々
の
抜
本
的
改
革
を
行
い
、酒
質
向
上
を
実
現
さ
せ
る
。結
果
、全
国
新
酒
鑑
評
会
五
年

連
続
金
賞
受
賞
、仙
台
日
本
酒
サ
ミ
ッ
ト
一
位
、関
西
酒
質
向
上
委
員
会
一
位
等
、数
々
の
コ
ン

ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
表
彰
を
さ
れ
、
直
近
五
年
で
製
造
量
を
六
倍
に
伸
ば
す
。酒
造
り
の
コ
ン
セ

プ
ト
は「
三
輪
を
飲
む
」。酒
の
神
が
鎮
ま
る
地
・
三
輪
だ
か
ら
こ
そ
表
現
出
来
る
酒
造
り
を
行

う
。

沼
田
祥
衣
さ
ん

一
九
九
四
年
石
川
県
生
ま
れ
。
二
〇
一
六
年
、
同
志
社
女
子
大
学
現
代
社
会
学
部
社
会
シ
ス
テ
ム
学

科
京
都
学
・
観
光
学
コ
ー
ス
卒
業
。
金
沢
市
の
金
箔
メ
ー
カ
ー
に
就
職
し
、
商
品
企
画
・
新
店
舗

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
な
ど
に
従
事
。
二
〇
二
〇
年
、
七
尾
市
南
大
呑
地
区
に
て
地
域
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

生
か
し
た
一
棟
貸
し
施
設
「
遊
心
庵
」
お
よ
び
地
域
ブ
ラ
ン
ド
「onom

inna

」
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
。

二
〇
二
一
年
、
七
尾
市
の
株
式
会
社
お
や
ゆ
び
カ
ン
パ
ニ
ー
に
入
社
し
、
現
在
に
至
る
。
趣
味
は
温

泉
巡
り
。
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本
酒
界
を
賑
わ
せ
る
14
代
目
蔵
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今
西
将
之
さ
ん

　
　
　
「
正
し
い
酒
造
り
」を
通
じ
て
酒
の
ふ
る
さ
と
三
輪
を
表
現
す
る 	
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地
域
の
魅
力
を
発
信　

沼
田
祥
衣
さ
ん

　
　
　

若
い
感
覚
で
付
加
価
値
を
つ
け
て
能
登
の
魅
力
を
広
め
た
い
。 	
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4

ま
ず
学
ん
だ
の
は
酒
よ
り
人
。

家
業
継
承
は
突
然
に
。

─
─
酒
造
り
と
同
志
社
大
学
へ
の
進
学
と
は
関

係
が
あ
っ
た
の
で
す
か
。

今
西　
僕
は
酒
造
り
や
地
元
の
三
輪
に
対
す
る

父
の
情
熱
に
幼
い
頃
か
ら
触
れ
て
い
た
の
で
、

自
然
な
流
れ
で
跡
継
ぎ
を
意
識
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
酒
蔵
の
跡
取
り
は
東
京
農
業
大
学

で
醸
造
を
学
び
、
卸
会
社
や
酒
造
会
社
に
三
年

く
ら
い
勤
め
て
か
ら
家
業
に
戻
る
と
い
う
の
が

大
ま
か
な
パ
タ
ー
ン
で
す
。
僕
の
父
も
東
京
農

大
出
身
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
僕
が
高
校
生
の
頃
、

周
囲
で
同
じ
よ
う
な
経
歴
の
方
の
酒
蔵
が
潰
れ

て
い
っ
た
ん
で
す
ね
。
高
校
生
に
と
っ
て
は
衝

撃
で
し
た
。
た
と
え
良
質
な
酒
蔵
で
も
、
世
の

中
が
激
変
し
た
と
き
に
手
を
打
て
な
く
な
る
の

で
は
と
い
う
危
機
感
を
持
ち
、
大
学
へ
は
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
を
勉
強
し
に
い
こ
う
と
考
え
た
ん

で
す
。

─
─
就
職
さ
れ
た
大
手
人
材
企
業
で
は
、
何
を

学
ぼ
う
と
さ
れ
た
の
で
す
か
。

今
西　
当
時
は
僕
が
三
〇
歳
ぐ
ら
い
で
家
に
戻

り
、
約
一
〇
年
か
け
て
父
か
ら
仕
事
を
引
き
継

ぐ
予
定
で
し
た
。
僕
は
そ
れ
ま
で
の
期
間
、
ス

ピ
ー
ド
感
の
あ
る
企
業
に
身
を
置
き
、
ビ
ジ
ネ

ス
を
マ
ク
ロ
に
捉
え
て
戦
略
を
講
じ
ら
れ
る
力

を
つ
け
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
も
う
一
つ
、
酒

造
り
や
経
営
に
と
っ
て
は
人
が
重
要
だ
と
父
か

ら
よ
く
聞
い
て
い
た
の
で
、
人
材
と
い
う
、
経

営
者
の
課
題
に
一
番
寄
り
添
う
仕
事
を
し
た
か

っ
た
。
そ
の
両
方
の
目
的
に
最
適
の
企
業
で
し

た
。
そ
こ
で
努
力
と
挫
折
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

全
社
で
一
位
の
営
業
成
績
を
あ
げ
る
ま
で
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

─
─
そ
の
よ
う
な
中
、
二
八
歳
の
時
に
お
父
様

が
急
逝
さ
れ
、
酒
蔵
を
継
が
れ
ま
し
た
。

今
西　
父
か
ら「
余
命
宣
告
を
さ
れ
た
」と
連
絡

が
あ
り
、
実
家
に
戻
っ
て
一
週
間
で
亡
く
な
り

ま
し
た
。
引
き
継
ぎ
も
何
も
で
き
な
い
ま
ま
僕

が
社
長
に
な
る
と
、
飲
食
店
や
宿
泊
業
な
ど
父

の
展
開
し
て
い
た
事
業
が
大
赤
字
だ
と
分
か
っ

た
。
ま
た
、
当
時
の
酒
蔵
は
設
備
投
資
を
し
て

い
な
か
っ
た
し
酒
造
り
へ
の
情
熱
も
感
じ
ら
れ

な
か
っ
た
か
ら
、
当
然
お
酒
の
質
も
良
く
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
覚
悟
を
決
め
て
事
業
を
整
理
し
、

酒
造
り
を
本
気
で
始
め
ま
し
た
。
二
年
間
は
迷

走
し
ま
し
た
。
ど
う
す
れ
ば
美
味
し
い
と
思
っ

て
も
ら
え
る
酒
が
造
れ
る
の
か
分
か
ら
ず
、
枝

ば
か
り
気
に
し
て
幹
を
見
て
い
な
か
っ
た
。
一

方
で
大
手
の
卸
会
社
へ
営
業
に
行
っ
て
も
、
値

引
き
の
話
ば
か
り
で
味
の
話
に
な
ら
な
い
状
況

を
虚
し
く
感
じ
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
に
訪
問
し

た
日
本
酒
の
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
、
う
ち
の

酒
の
味
が
酷
評
さ
れ
ま
し
た
。
で
も
、
僕
が
持

参
し
た
見
積
も
り
書
な
ど
見
も
せ
ず
、
ひ
た
す

日本酒界を賑わせる14代目蔵主

「正しい酒造り」を通じて
酒のふるさと三輪を 
表現する

今
い ま

 西
に し

 将
ま さ

 之
ゆ き

 さん
酒造会社経営

奈良県で酒蔵を営む父が急逝し、家業を継いで10年。
傾きかけた蔵を数年で立て直しただけでなく、日本
酒コンクールでも注目を浴び続ける若き蔵主です。

私 の 志
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ら
酒
の
味
わ
い
の
話
ば
か
り
。
酒
へ
の
愛
が
あ

ふ
れ
て
い
た
。
こ
ん
な
方
た
ち
と
一
緒
に
酒
造

り
を
し
た
い
と
思
い
、
原
点
に
戻
っ
た
の
が
三

年
目
で
し
た
。
自
分
が
ま
ず
本
気
で
美
味
し
い

と
思
え
る
酒
を
造
れ
ば
、
お
客
様
に
も
そ
れ
が

伝
わ
る
か
な
と
。

「
正
し
い
酒
造
り
」を
し
な
が
ら 

地
元
・
三
輪
を
表
現
し
た
い
。

─
─
変
革
の
様
子
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

今
西　
最
高
の
設
備
を
入
れ
、
若
く
て
酒
造
り

に
情
熱
の
あ
る
人
た
ち
を
採
用
し
ま
し
た
。
酒

造
り
は
チ
ー
ム
戦
。
一
人
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー

が
造
る
の
で
は
な
く
、
皆
で
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有

し
、
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
船
を
漕
い
で
ゆ
く
の

が
酒
造
り
で
す
。
う
ち
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
の

会
社
で
は
な
い
か
ら
、
社
長
で
あ
る
僕
が
し
っ

か
り
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、
そ
れ
に
対
し
て
皆
が

わ
く
わ
く
し
て
く
れ
る
か
ら
、
つ
い
て
き
て
く

れ
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
借
金
も

し
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
未
来
を
描
く
た
め
の
、

希
望
あ
る
借
金
。
突
然
社
長
に
な
っ
た
時
に
発

覚
し
た
、
絶
望
的
な
借
金
と
は
ま
っ
た
く
違
い

ま
し
た
。

─
─
目
指
す
酒
造
り
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

今
西　
「
清
く
、
正
し
い
、
酒
造
り
」で
す
。
美

味
し
い
か
ど
う
か
は
飲
む
人
が
決
め
る
こ
と
な

の
で
、
僕
た
ち
の
基
準
は
地
元
で
あ
る
三
輪
の

清
ら
か
さ
を
表
現
し
、
酒
造
り
に
お
い
て
正
し

い
仕
事
し
か
し
な
い
こ
と
。
同
業
者
か
ら
見
れ

ば
呆
れ
る
く
ら
い
非
効
率
的
で
、
手
の
込
ん
だ

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
レ
ン
ガ
を
一
ミ
リ
の
狂

い
も
な
く
積
み
上
げ
る
よ
う
な
作
業
を
八
カ
月

間
行
う
わ
け
で
す
か
ら
、
仕
事
の
意
図
を
理
解

し
て
い
な
い
と
飽
き
て
し
ま
う
。
例
え
ば
洗
米

に
し
て
も
、
う
ち
で
は
一
〇
キ
ロ
ず
つ
小
分
け

に
し
て
、
半
年
で
一
万
二
千
回
く
ら
い
行
い
ま

す
。
で
も
社
員
に
回
数
だ
け
を
指
示
す
る
の
と
、

理
由
を
示
し
て
、
だ
か
ら
職
務
を
全
う
し
て
く

れ
と
言
う
の
と
で
は
、
仕
事
の
結
果
は
全
然
違

い
ま
す
。
そ
こ
は
常
に
僕
が
語
り
、
手
本
を
見

せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
う
ち
は
、

ど
こ
の
酒
蔵
よ
り
も
凄
い
ス
ピ
ー
ド
で
変
化
し

て
い
ま
す
。
皆
で
積
み
上
げ
て
き
た
も
の
が
結

果
と
し
て
見
え
て
、
自
分
た
ち
の
成
長
を
皆
が

感
じ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

─
─
そ
こ
ま
で
今
西
さ
ん
を
突
き
動
か
す
源
は

何
で
す
か
。

今
西　
う
ち
の
酒
を
通
じ
て
、
地
元
の
三
輪
を

深
掘
り
し
た
い
と
い
う
思
い
で
す
。
三
輪
は
酒

造
り
発
祥
の
地
と
言
わ
れ
、
三
輪
山
を
ご
神
体

と
す
る
大お
お

神み
わ

神
社
は
酒
の
神
様
と
し
て
古
く
か

ら
信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。
う
ち
の
代
表
銘
柄

「
三
諸
杉
」「
み
む
ろ
杉
」は
、
そ
の
三
輪
山
の
古

称「
三み

諸む
ろ

山や
ま

」に
ち
な
む
も
の
で
す
。
酒
の
神
が

宿
る
こ
の
地
で
酒
を
造
る
唯
一
の
蔵
と
し
て
、

三
輪
に
敬
意
を
表
し
、
こ
の
土
地
を
表
現
し
た

い
。
三
輪
が
元
気
に
な
る
一
助
に
な
れ
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
酒
造
り
は
水
と
米
が
重
要
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
そ
こ
に
歴
史
と
文
化
を
掛
け
合
わ

せ
、
日
本
酒
に
新
し
い
価
値
を
創
造
し
た
い
と

も
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が「
み
む
ろ

杉 

木
桶
菩ぼ

提だ
い

酛も
と

」と
い
う
酒
で
す
。
室
町
時

代
に
奈
良
で
生
ま
れ
、
自
然
の
乳
酸
菌
を
活
用

し
て
清
酒
の
元
と
な
っ
た「
菩
提
酛
」と
い
う
技

法
を
復
活
さ
せ
、
自
社
田
で
育
て
た
米
と
三
輪

山
の
伏
流
水
を
使
い
、
吉
野
杉
の
樽
で
仕
込
み

ま
し
た
。
父
や
ご
先
祖
が
地
元
を
大
切
に
し
て

き
た
か
ら
、
十
四
代
目
の
僕
も
地
元
に
支
え
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
を
次
代
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、

僕
も
ま
た
地
元
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

─
─
今
春
、
社
会
に
羽
ば
た
く
卒
業
生
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
西　
自
分
で
課
題
を
感
じ
取
り
、
そ
の
た
め

に
い
ろ
ん
な
人
や
場
面
に
会
い
に
い
く
。
社
会

人
生
活
は
そ
の
連
続
で
す
。
自
ら
機
会
を
作
り

出
し
、
そ
の
機
会
か
ら
刺
激
を
得
て
自
ら
を
変

え
な
が
ら
、
人
と
し
て
の
器
を
広
げ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

�

（
二
〇
二
一
年
十
一
月
十
七
日
、�

桜
井
市
三
輪
町
に
て
）
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京
都
学
・
観
光
学
を
学
び�

金
沢
の
金
箔
メ
ー
カ
ー
へ

─
─
同
志
社
女
子
大
学
に
進
ま
れ
た
経
緯
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

沼
田　
地
元
の
金
沢
が
大
好
き
な
の
で
、
金
沢

を
盛
り
上
げ
る
よ
う
な
仕
事
に
就
き
た
い
と
高

校
時
代
か
ら
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
地
域

振
興
の
勉
強
が
で
き
る
大
学
を
探
し
て
、
社
会

シ
ス
テ
ム
学
科
の
京
都
学
・
観
光
学
コ
ー
ス
を

知
り
ま
し
た
。
ゼ
ミ
で
は
河
野
健
男
先
生
の
も

と
で
、
金
沢
の
希
少
伝
統
工
芸
で
あ
る「
加
賀

ゆ
び
ぬ
き
」を
テ
ー
マ
に
、
マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー

プ
な
ど
の
商
品
開
発
を
研
究
し
ま
し
た
。
手
工

業
品
は
生
産
量
が
限
ら
れ
、
売
上
金
額
に
上
限

が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
す
。
伝
統
デ
ザ
イ
ン
を

生
か
し
た
グ
ッ
ズ
生
産
な
ど
を
行
え
ば
、
伝
統

工
芸
の
普
及
や
後
継
者
育
成
事
業
に
さ
さ
や
か

な
が
ら
貢
献
で
き
る
の
で
は
と
い
う
趣
旨
で
し

た
。

─
─
卒
業
後
は
金
沢
に
戻
り
、
金
箔
メ
ー
カ
ー

に
就
職
さ
れ
ま
し
た
。

沼
田　
大
学
で
知
っ
た
地
域
振
興
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
と
い
う
仕
事
を
目
指
し
て
、
ま
ず
地
域
振

興
に
関
わ
る
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
た
い
と
考
え
ま

し
た
。
会
社
で
は
金
箔
を
使
っ
た
商
品
開
発
を

担
当
し
ま
し
た
。
入
社
二
年
目
で
新
店
舗
の
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
を
一
任
さ
れ
た
時
は
大
変
で
し
た

が
、
企
画
か
ら
販
売
、
売
り
場
ま
で
、
四
年
間

本
当
に
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。

─
─
新
し
い
発
想
で
、
ど
ん
な
商
品
を
生
み
出

さ
れ
た
の
で
す
か
。

沼
田　
食
品
か
ら
お
土
産
、
根
付
や
ガ
ラ
ス
な

ど
の
工
芸
品
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
金
箔
を

乗
せ
た
タ
コ
焼
き
や
か
き
氷
、
金
沢
の
郷
土
玩

具「
加
賀
八
幡
起
上
が
り
」と
招
き
猫
を
合
体
さ

せ
た
縁
起
物
な
ど
、
約
六
〇
ア
イ
テ
ム
を
世
に

送
り
出
し
ま
し
た
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
新
し
い

遊
び
を
考
え
る
の
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
創
造

的
な
仕
事
は
楽
し
か
っ
た
で
す
。

─
─
現
在
の
会
社
に
入
ら
れ
た
経
緯
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

沼
田　
金
箔
メ
ー
カ
ー
を
退
職
後
、
大
好
き
な

温
泉
か
ら
地
域
振
興
を
し
よ
う
と
考
え
て
、
能

登
半
島
の
温
泉
旅
館
が
行
っ
て
い
た
後
継
者
募

集
に
応
募
し
ま
し
た
。
事
業
継
承
は
条
件
的
に

難
し
く
断
念
。
そ
の
時
面
接
し
て
く
だ
さ
っ
た

の
が
、
当
時
、
後
継
者
の
い
な
い
企
業
の
事
業

承
継
に
携
わ
っ
て
い
た
、
今
の
会
社
の
社
長
で

し
た
。
そ
こ
で
七
尾
市
の
過
疎
集
落
に
、
地
域

の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
生
か
し
た
宿
泊
施
設
を
立

ち
上
げ
る
か
ら
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
来
な
い
か
と

誘
わ
れ
て
参
加
。
能
登
に
つ
い
て
学
ぶ
う
ち
に
、

能
登
の
魅
力
を
も
っ
と
素
敵
に
発
信
し
た
く
な

地域の魅力を発信

若い感覚で
付加価値をつけて
能登の魅力を広めたい。

沼
ぬ ま

 田
だ

 祥
さ ち

 衣
え

 さん
地域振興ディレクター

地元・金沢と温泉が大好きな、社会人６年生。学生
時代に地域振興プロデューサーを志し、能登の魅力
を形にする仕事に夢中な現在までをお聞きしました。

私 の 志



イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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り
、
二
〇
二
一
年
四
月
、
七
尾
市
で
地
域
振
興

事
業
を
行
う「
お
や
ゆ
び
カ
ン
パ
ニ
ー
」に
正
社

員
と
し
て
加
わ
り
ま
し
た
。

能
登
の
文
化
を
尊
重
し
な
が
ら 

魅
力
を
現
代
風
に
発
信
中

─
─
現
在
の
お
仕
事
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

沼
田　

地
域
の
良
い
も
の
に
光
を
当
て
て
磨
い

て
い
こ
う
と
い
う「
灯
台
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち

上
げ
、
第
一
弾
と
し
て
、
能
登
半
島
の
珠す

洲ず

に

四
〇
〇
年
以
上
伝
わ
る「
揚
げ
浜
塩
」に
着
目
し

ま
し
た
。
こ
の
塩
の
美
味
し
さ
を
も
っ
と
広
め

た
く
て
、「
て
し
お
じ
お
」と
い
う
エ
シ
カ
ル
ブ
ラ

ン
ド
を
開
発
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に

は
、
塩
作
り
の
全
責
任
を
負
う
浜は
ま

士じ

と
い
う
職

人
の
伝
統
衣
装
を
、
ポ
ッ
プ
な
イ
ラ
ス
ト
で
表
現
。

そ
の
箱
を
開
け
れ
ば
、
揚
げ
浜
塩
の
製
造
工
程

が
書
い
て
あ
る
と
い
う
仕
掛
け
で
す
。
お
土
産

と
い
う
の
は
、
買
う
人
は
そ
の
土
地
の
良
さ
を

知
っ
て
い
ま
す
が
、
も
ら
う
人
は
知
ら
な
い
わ

け
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
、
こ
こ
ま
で
き
ち
ん
と
フ

ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
で
、
お
土
産
を
も
ら
っ
た
人
に

も
能
登
の
良
さ
や
揚
げ
浜
塩
の
価
値
を
伝
え
た

い
と
考
え
ま
し
た
。
企
画
か
ら
発
売
ま
で
試
行

錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
、
一
〇
カ
月
ほ
ど
か
か
り

ま
し
た
。
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
の
第
二
弾
と
し
て
、
揚

げ
浜
塩
と
伊
豆
の
無
農
薬
レ
モ
ン
を
組
み
合
わ

せ
た「
揚
げ
浜
塩
レ
モ
ン
」シ
リ
ー
ズ
も
十
一
月
に

リ
リ
ー
ス
。
飴
や
コ
ン
フ
ィ
チ
ュ
ー
ル
を
販
売
し

て
い
ま
す
。
現
在
は
揚
げ
浜
塩
と
、
能
登
の
食

文
化
の
一
つ
で
あ
る
海
藻
を
使
っ
た
ス
ー
プ
を
開

発
中
で
す
。

─
─
他
県
の
特
産
品
と
の
コ
ラ
ボ
土
産
と
は
異

色
で
す
ね
。

沼
田　
あ
く
ま
で
も
揚
げ
浜
塩
に
見
合
う
美
味

し
い
も
の
を
作
る
こ
と
が
テ
ー
マ
な
の
で
、
コ
ラ

ボ
す
る
事
業
者
さ
ん
探
し
は
、
自
然
と
全
国
が

対
象
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
地
域

の
新
し
い
可
能
性
を
発
掘
で
き
ま
す
し
、
県
を

ま
た
い
だ
コ
ラ
ボ
商
品
は
販
売
チ
ャ
ネ
ル
の
可

能
性
が
広
が
り
ま
す
。
情
報
発
信
の
リ
ソ
ー
ス

も
重
複
し
ま
せ
ん
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
も
塩
レ
モ
ン
飴
を
先
行
販
売
し
た
と
こ
ろ
、
目

標
額
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
六
〇
〇
％
以
上
を

達
成
で
き
ま
し
た
。

─
─
能
登
な
ら
で
は
の
仕
事
の
や
り
方
は
あ
り

ま
す
か
。

沼
田　

能
登
の
方
た
ち
は
、
自
分
の
畑
で
採
れ

た
作
物
を
人
に
あ
げ
、
人
か
ら
も
い
た
だ
く
と

い
う
、
自
然
の
恵
み
を
分
け
合
う
生
活
様
式
が

根
付
い
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
先
ほ
ど
の
塩
に
二

〇
グ
ラ
ム
五
五
〇
円
と
い
う
価
格
を
つ
け
た
時

は
、
地
元
で「
高
す
ぎ
る
」と
違
和
感
を
示
さ
れ

ま
し
た
。
で
も
原
価
を
考
え
れ
ば
む
し
ろ
安
い

で
す
し
、
本
当
に
良
い
物
に
は
そ
れ
に
見
合
う

値
段
を
つ
け
な
け
れ
ば
利
益
は
生
ま
れ
な
い
で

す
し
、
後
世
に
も
残
っ
て
い
き
ま
せ
ん
。
そ
こ

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
と
こ
ろ
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
で
す
。
た
だ
、
地
元
の
方
々
の
意
思
も
尊
重

し
た
い
。
能
登
は「
能
登
の
里
山
里
海
」と
し
て

日
本
で
初
め
て
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
農
業
遺
産
に

認
定
さ
れ
た
ほ
ど
、
農
業
を
基
盤
と
し
た
生
活

文
化
が
根
付
い
て
い
る
地
域
で
す
。
生
活
自
体

が
世
界
遺
産
な
の
で
、
金
沢
な
ど
の
都
市
と
は

生
活
様
式
や
考
え
方
が
大
き
く
違
い
ま
す
。
こ

ち
ら
も
そ
れ
を
理
解
し
な
が
ら
、
能
登
の
発
展

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
。

─
─
今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

沼
田　

今
は
石
川
県
内
の
商
品
開
発
を
し
て
い

ま
す
が
、
い
ず
れ
全
国
の
他
地
域
で
も
同
様
の

仕
事
を
し
て
み
た
い
で
す
。
そ
し
て
あ
わ
よ
く
ば
、

現
地
の
温
泉
に
も
た
く
さ
ん
入
り
た
い
で
す

（
笑
）。

─
─
新
し
い
卒
業
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い

し
ま
す
。

沼
田　
い
た
だ
い
た
ご
縁
に
感
謝
し
て
取
り
組

む
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
頑
張

っ
て
も
や
っ
ぱ
り
辛
い
と
き
は
逃
げ
る
こ
と
も

大
切
で
す
！

�

（
二
〇
二
一
年
十
二
月
二
日
、
金
沢
市
に
て
）
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創
立
一
五
〇
年
へ
の
道
を
照
ら
す

両
大
学
の
ビ
ジ
ョ
ン

中
島
●
本
日
は
小
﨑
眞
先
生
の
同
志
社
女
子
大

学
第
一
五
代
学
長
ご
就
任
に
あ
た
り
ま
し
て
、

小
﨑
先
生
と
植
木
朝
子
学
長
と
の
対
談
を
実
施

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

植
木
●
小
﨑
先
生
、
こ
の
度
は
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
先
生
と
は
い
つ
も
理
事
会
で

ご
一
緒
し
、
美
し
い
お
祈
り
を
い
た
だ
い
て
い

ま
し
た
。

小
﨑
●
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

中
島
●
同
志
社
大
学
は
二
〇
二
五
年
、
同
志
社

女
子
大
学
は
二
〇
二
六
年
に
、
創
立
一
五
〇
周

年
を
迎
え
ま
す
。
そ
れ
に
向
け
た
両
大
学
の
ビ

ジ
ョ
ン
と
進
捗
に
つ
い
て
、
ま
た
こ
れ
か
ら
の

女
子
教
育
や
両
大
学
の
連
携
に
つ
い
て
お
伺
い

い
た
し
ま
す
。
ま
ず
植
木
学
長
か
ら
、
同
志
社

大
学
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

植
木
●
本
学
で
は
創
立
一
五
〇
周
年
に
向
け
、

本
学
の
あ
る
べ
き
姿
を
示
し
た
中
長
期
行
動
計

画
「V

ISIO
N
2025

」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

教
育
・
学
生
支
援
・
研
究
・
入
試
・
国
際
化
・

広
報
と
い
う
六
つ
の
柱
で
構
成
し
て
お
り
、
そ

れ
ぞ
れ
「
学
び
の
か
た
ち
の
新
展
開
」「
キ
ャ

ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
質
的
向
上
」「
創
造
と
共
同

小
こ

﨑
ざ き

 眞
まこと

氏　（同志社女子大学第15代学長、女子大学生活科学部人間生活学科 教授）

植
う え

木
き

 朝
と も

子
こ

氏　（同志社大学第34代学長、大学文学部国文学科 教授）

中
な か

島
じ ま

 めぐみ氏　（�関西テレビ放送株式会社アナウンス部、同志社女子大学 
学芸学部情報メディア学科（現・メディア創造学科）2010年卒）

小﨑眞 同志社女子大学長・植木朝子 同志社大学長 特別対談

同志社時報１５３号特別企画
第15代同志社女子大学長就任にあたって



特
別
対
談 

同
志
社
時
報
153
号
特
別
企
画 

第
15
代
同
志
社
女
子
大
学
長
就
任
に
あ
た
っ
て

特別対談

9

に
よ
る
研
究
力
の
向
上
」「『
志
』
あ
る
人
物
の

受
入
れ
」「『
国
際
主
義
』
の
更
な
る
深
化
」「
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
の
展
開
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま

す
。

中
島
●
六
つ
の
テ
ー
マ
を
つ
な
ぐ
キ
ー
ワ
ー
ド

は
あ
り
ま
す
か
。

植
木
●
「
多
様
性
」
が
一
つ
の
重
要
な
課
題
で

す
。
一
四
学
部
一
六
研
究
科
を
擁
す
る
総
合
大

学
で
す
の
で
、
学
生
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
、
多
様
な
学
生
、
多
様
な
学
び
を
支
援
し
て

い
く
。
研
究
者
た
ち
も
互
い
の
研
究
を
理
解
し

合
い
、
影
響
を
与
え
合
い
、
高
め
合
う
と
い
う

相
互
作
用
を
得
ら
れ
る
点
で
も
、
多
様
性
は
キ

ー
ワ
ー
ド
に
な
る
で
し
ょ
う
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化

も
世
界
の
人
々
が
集
ま
っ
て
学
ぶ
と
い
う
点
で
、

多
様
性
の
最
た
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

中
島
●
小
﨑
先
生
、
同
志
社
女
子
大
学
創
立
一

五
〇
周
年
に
向
け
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

小
﨑
●
本
学
で
は
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
時
代
の

変
容
に
対
応
し
て
学
部
学
科
の
改
組
、
新
た
な

学
問
エ
リ
ア
の
開
発
な
ど
、
か
な
り
大
き
な
変
化

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
将
来
構
想
に
向
け

た
方
針・方
策
の
議
論
を
続
け
、「V

ISIO
N
150

」

を
策
定
し
ま
し
た
。
二
〇
一
七
年
度
か
ら
の
一
〇

年
間
の
活
動
方
針
を
明
示
す
る
も
の
で
、
四
つ
の

大
き
な
柱
、す
な
わ
ち
「
幹
」「
枝
」「
根
」「
葉
」

か
ら
な
る
、
大
き
な
一
本
の
ツ
リ
ー
で
概
念
を
表

現
し
て
い
ま
す
。

「
21
世
紀
社
会
を
女
性
の
視
点
で
『
改
良
』
で

き
る
人
物
の
育
成
」
と
い
う
幹
の
部
分
を
達
成

す
る
た
め
、
枝
の
部
分
に
は
「
創
造
性
を
育
む

教
育
の
推
進
」「
自
分
自
身
を
生
涯
に
わ
た
り

デ
ザ
イ
ン
で
き
る
女
性
の
育
成
」、
そ
し
て
多

様
性
も
含
め
た「『
学
修
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』

の
構
築
」
と
い
う
教
育
の
形
を
表
現
し
、
そ
れ

を
支
え
る
組
織
・
財
政
・
広
報
・
キ
ャ
ン
パ
ス

整
備
に
つ
い
て
「
迅
速
か
つ
戦
略
的
な
意
思
決

定
を
可
能
に
す
る
経
営
力
の
強
化
」
が
根
と
な

り
、
土
台
を
強
化
し
な
が
ら
、
全
教
職
員
が
大

学
運
営
に
携
わ
っ
て
い
く
決
意
と
と
も
に
、
全

体
の
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

同
志
社
大
学
は

「
特
化
」
の
ス
テ
ー
ジ
か
ら

「
広
が
り
」
の
ス
テ
ー
ジ
へ

中
島
●
進
捗
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

植
木
●
ビ
ジ
ョ
ン
が
二
〇
一
六
年
に
策
定
さ
れ

て
以
来
、
前
学
長
時
代
に
は
主
な
取
り
組
み
と

し
て
、ド
イ
ツ
・
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
に
「
Ｅ

Ｕ
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
設
置
し
、
全
学
挙
げ
て
の

初
の
募
金
活
動
「A

LL D
O
SH
ISH
A

募
金
」

を
開
始
し
ま
し
た
。
各
学
部
が
特
徴
的
な
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
、
全
学
に
波
及
さ
せ
て
い

く
「A

LL D
O
SH
ISH
A

教
育
推
進
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
や
、
リ
ー
ダ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
新

島
塾
」
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
本
ビ

ジ
ョ
ン
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
で
す
。
学
習

意
欲
の
高
い
学
生
た
ち
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な

る
人
物
を
養
成
し
、
一
般
学
生
へ
の
波
及
効
果

に
よ
っ
て
大
学
内
が
活
性
化
す
る
循
環
を
目
指

す
取
り
組
み
で
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
定
の
人

物
養
成
を
成
し
遂
げ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

中
島
●
そ
し
て
植
木
先
生
が
二
〇
二
〇
年
四
月
、

学
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
次
の
段
階
は
い
か

が
で
す
か
。
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に
改
革
さ
れ
た
英
語
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
習
熟
度
別
ク
ラ
ス
の
編
成
を
さ
ら
に

き
め
細
か
く
拡
充
し
、
学
部
の
専
門
科
目
や
留

学
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
ま
で
つ
な
げ
る
体
系
的

な
内
容
で
す
。
同
様
に
、
全
学
生
を
対
象
に
し

た
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
の

新
科
目
や
、
次
世
代
研
究
者
挑
戦
的
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
始
ま
り
ま
す
。
二
〇
二
三
年
以
降

は
今
出
川
校
地
に
新
育
真
館
、
新
図
書
館
、
京

田
辺
校
地
に
ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の

建
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

中
島
●
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
計
画
の
実
行
に
支

障
が
出
た
り
、
あ
る
い
は
新
た
な
計
画
が
生
ま

れ
た
り
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

植
木
●
も
と
も
と
構
想
に
あ
っ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
が
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
図
ら
ず
も
一
気
に
進

み
、
働
き
方
改
革
に
よ
る
Ｄ
Ｘ
へ
の
対
応
も
含

進
を
牽
引
す
る
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
委
員

会
」、
大
学
院
生
の
研
究
環
境
向
上
施
策
「
フ

ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」、
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
課
題

解
決
を
行
う
「A

ll D
oshisha R

esearch 
M
odel

」
を
始
動
し
ま
し
た
。
カ
ー
ボ
ン
リ
サ

イ
ク
ル
に
つ
い
て
は
理
工
学
部
の
後
藤
琢
也
教

授
を
中
心
に
、
二
酸
化
炭
素
を
分
解
し
て
得
ら

れ
る
炭
素
を
活
用
す
る
と
い
う
、
画
期
的
な
研

究
を
し
て
い
ま
す
。
継
志
寮
は
日
本
人
学
生
と

留
学
生
が
混
住
し
て
多
様
な
課
題
に
向
き
合
う

教
育
寮
で
す
。
現
在
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
留
学

生
の
来
日
が
難
し
い
状
況
で
す
が
、
寮
生
活
を

学
修
の
場
と
し
て
発
展
さ
せ
る
取
り
組
み
で
す
。

中
島
●
ま
さ
に
多
様
性
で
す
ね
。

植
木
●
そ
の
通
り
で
す
。
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推

進
の
第
一
弾
と
し
て
二
〇
二
一
年
四
月
に
、「
ス

チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
ア
ク
セ
シ

ビ
リ
テ
ィ
支
援
室
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
従
来

の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
特
別
支
援
オ

フ
ィ
ス
と
障
が
い
学
生
支
援
室
の
機
能
を
統
合

し
た
部
署
で
す
。
障
が
い
の
別
に
関
係
な
く
支

援
を
行
い
、
ま
た
性
的
少
数
者
へ
の
理
解
に
つ

い
て
も
啓
発
・
支
援
活
動
を
行
い
ま
す
。
ビ
ジ

ョ
ン
の
二
つ
の
ス
テ
ー
ジ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

て
「
特
化
」
と
「
広
が
り
」
と
言
い
ま
し
た
が
、

二
〇
二
二
年
度
に
は
い
よ
い
よ
、
三
〇
年
ぶ
り

植
木
●
学
長
就
任
と
同
時
に
、
新
中
期
行
動
計

画
を
始
動
さ
せ
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
の
セ
カ
ン

ド
ス
テ
ー
ジ
は
、
す
べ
て
の
学
生
に
直
接
、
知

的
な
刺
激
を
与
え
て
い
く
段
階
で
す
。
フ
ァ
ー

ス
ト
ス
テ
ー
ジ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
「
特
化
」
に
対

し
、
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
で
は
「
広
が
り
」
が

キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。
重
要
な
の
は
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
と
、
多
様
な
も
の
を
ま
と
め
て
い
く
イ
ン

ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
と
い
う
考
え
方
で
す
。
多
様
な

教
育
・
研
究
に
関
す
る
リ
ソ
ー
ス
一
つ
ひ
と
つ

を
輝
か
せ
、
組
み
合
わ
せ
て
、
ま
た
新
た
な
価

値
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
う
い
う
考
え
方
か
ら
、
全
学
に
ま

た
が
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
新
設
や
改
革
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
島
●
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
進
ん
で
い
ま
す
か
。

植
木
●
昨
年
度
か
ら
今
年
度
に
か
け
て
、
継
志
寮

に
お
け
る
「R

esidential Learning Program

」、

大
学
院
生
向
け
の
「C
om
m
5.0-A

I

・
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
い
っ
た

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
他
、組
織
や
制
度
と
し
て
は
、

産
学
連
携
を
新
展
開
さ
せ
る
「
同
志
社
―
ダ
イ

キ
ン
『
次
の
環
境
』
研
究
セ
ン
タ
ー
」、「
同
志

社
大
学
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
教
育
研
究
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」、
全
学
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推

植木朝子教授
同志社大学第34代学長、
大学文学部国文学科 教授
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と
と
も
に
、
専
門
的
な
知
識
・
技
能
を
修
得
し

て
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
。
女
性
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
の
養
成
、
キ
ャ
リ
ア
を
含
め
て
生
涯

学
び
続
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
地
域
社
会
と
つ
な

が
る
学
修
・
研
究
の
推
進
、
英
語
教
育
を
含
め

た
国
際
的
視
野
の
中
で
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

本
学
が
有
す
る
人
的
・
物
的
リ
ソ
ー
ス
の
検
証

と
効
果
的
な
活
用
、
そ
れ
ら
の
新
し
い
時
代
に

即
し
た
形
で
の
展
開
、
そ
し
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
強

化
と
い
う
八
つ
の
柱
で
す
。

中
島
●
「V

ISIO
N
150

」
は
、
二
〇
一
七
年

か
ら
二
〇
二
一
年
を
第
一
期
、
二
〇
二
二
年
か

ら
二
〇
二
六
年
を
第
二
期
と
区
分
し
て
い
ま
す
。

第
一
期
は
概
ね
充
実
し
て
い
た
の
で
す
ね
。

小
﨑
●
そ
う
で
す
ね
。
同
志
社
大
学
と
同
じ
よ

う
に
、
本
学
で
も
教
員
た
ち
が
コ
ロ
ナ
を
テ
ー

マ
に
学
際
的
な
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
素

晴
ら
し
い
取
り
組
み
で
す
し
、
今
後
も
模
索
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
生
と
の
対
話
、

授
業
形
態
と
い
う
点
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
経
験

を
通
じ
て
、
根
本
的
に
、
教
育
と
は
何
か
、
講

義
と
は
何
か
を
考
え
て
き
ま
し
た
。
私
自
身
に

も
反
省
が
あ
り
ま
す
。
当
初
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
を
短
め
に
し
て
課
題
に
か
け
る
時
間
を
長
く

配
分
し
て
い
ま
し
た
が
、
慣
れ
て
く
る
と
話
し

た
い
こ
と
の
多
さ
に
気
づ
き
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
用

ン
プ
ラ
ン
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
開
始
か
ら
四

年
が
経
過
す
る
中
で
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
、
つ
ま
り
計

画
立
案
、
実
施
に
向
け
た
環
境
整
備
、
事
業
の

実
施
と
完
了
、
事
業
の
評
価
と
改
善
の
達
成
度

に
つ
い
て
、
各
部
署
の
教
職
員
に
五
段
階
で
自

己
評
価
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、
全
体
の
平
均
が
三
・
二
と
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
以
前
の
二
〇
一
九
年
度
終
了
時
で
は
、

六
七
プ
ラ
ン
の
う
ち
九
四
％
の
六
三
案
件
が
事

業
の
実
施
の
段
階
に
至
っ
て
い
ま
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
八
八
％
止
ま
り
で
す
。
し

か
し
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
を
一
つ
の
契
機
と
考
え
、

次
の
五
年
間
を
見
据
え
、
中
間
の
取
り
ま
と
め

を
し
ま
し
た
。
六
七
の
プ
ラ
ン
が
、
良
い
意
味

で
細
か
す
ぎ
る
と
い
う
考
え
も
あ
れ
ば
、
具
体

性
が
あ
っ
て
良
い
と
い
う
見
方
も
あ
る
。
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
も
肯
定
的
な
評
価
は
あ
り
ま
す
が
、
一
方

で
手
段
が
目
的
化
す
る
と
い
う
逆
転
の
状
況
が

起
き
る
可
能
性
に
つ
い
て
も
議
論
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
後
半
の
五
年
間
は
も
う
少
し
大
ま
か
に

捉
え
、
特
に
学
習
者
の
視
点
か
ら
改
め
て
プ
ラ

ン
を
捉
え
直
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
現
場
の
ニ

ー
ズ
を
き
ち
ん
と
リ
サ
ー
チ
し
、
八
つ
の
中
期

目
標
を
立
て
て
取
り
組
む
方
針
に
、
次
年
度
か

ら
は
シ
フ
ト
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
教
育
の
推
進

め
て
、
今
ま
で
以
上
に
判
断
を
迫
ら
れ
る
状
況

に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対

応
の
中
で
、
対
面
授
業
の
重
要
性
も
改
め
て
認

識
さ
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ｄ
Ｘ

が
強
調
さ
れ
が
ち
な
現
代
で
は
あ
り
ま
す
が
、

大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
存
在
価
値
を
今
一
度
考
え

る
必
要
を
感
じ
て
い
ま
す
。

中
島
●
以
前
植
木
先
生
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、

大
学
生
活
に
慣
れ
て
い
な
い
一
年
生
に
は
対
面

授
業
を
増
や
し
、
二
・
三
年
生
に
は
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
を
取
り
入
れ
る
と
い
う
方
針
を
話
し
て

お
ら
れ
る
の
を
拝
見
し
ま
し
た
。
対
面
活
動
が

制
限
さ
れ
る
中
で
も
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
、

進
ん
だ
教
育
の
や
り
方
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

植
木
●
い
ろ
い
ろ
な
背
景
を
も
つ
学
生
が
い
ま

す
の
で
、
大
学
と
し
て
は
で
き
る
だ
け
選
択
肢

を
用
意
し
て
お
く
べ
き
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学
習
者
の
視
点
を
尊
重
し
な
が
ら

新
た
な
五
年
間
に
取
り
組
む

同
志
社
女
子
大
学

中
島
●
続
い
て
女
子
大
学
で
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
進

捗
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

小
﨑
●
四
つ
の
長
期
目
標
に
お
い
て
は
、
さ
ら

に
具
体
的
な
前
半
五
年
間
の
中
期
目
標
と
、
重

点
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
六
七
の
ア
ク
シ
ョ
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に
つ
い
て
丁
寧
に
取
り
組
む
こ
と
も
必
要
で
し

ょ
う
。「V

ISIO
N
150

」
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

「
21
世
紀
社
会
を
女
性
の
視
点
で
『
改
良
』
で

き
る
人
物
の
育
成
」
で
す
。
こ
れ
は
亡
く
な
る

直
前
の
新
島
襄
が
、
婦
人
運
動
組
織
で
あ
る
日

本
基
督
教
婦
人
矯

き
ょ
う

風ふ
う

会か
い

の
書
記
、
佐さ

さ々

城き

豊と
よ

壽じ
ゅ

に
寄
せ
た
「
世
の
革
命
者
と
成
ら
れ
よ
。
否

世
の
改
良
者
と
成
り
て
働
か
れ
た
し
」
と
い
う

言
葉
か
ら
取
っ
た
も
の
で
す
。「
改
革
」
と
「
改

良
」
と
い
う
言
葉
の
違
い
に
、
あ
え
て
こ
だ
わ

り
た
い
と
い
う
意
味
で
の
「
改
良
」
で
す
。
新

島
は
女
性
の
人
権
を
重
ん
じ
る
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
と
も
、
佐
々
城
に
伝
え
た
そ
う
で
す
。
ま

た
新
島
は
、
佐
々
城
に
対
し
て
「
慷こ

う

慨が
い

心し
ん

」
と

い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
ま
す
。
社
会
の
不
正
に

対
し
て
率
直
に
発
言
で
き
る
心
に
新
島
が
期
待

を
し
た
な
ら
ば
、
ま
さ
に
本
学
は
女
性
の
多
様

な
可
能
性
を
確
信
し
、
男
性
が
担
っ
て
い
た
役

割
を
た
だ
女
性
が
交
代
す
る
の
で
は
な
く
、
女

性
の
生
き
方
を
尊
重
し
、
多
様
な
生
き
方
を
模

索
す
る
大
学
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
島
●
私
は
妊
娠
出
産
を
経
験
し
ま
し
た
が
、

そ
こ
で
や
は
り
キ
ャ
リ
ア
が
ス
ト
ッ
プ
し
て
し

ま
う
こ
と
に
凄
く
戸
惑
い
を
感
じ
ま
し
た
。
そ

れ
は
き
っ
と
男
性
に
は
な
い
視
点
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
ん
な
時
、
同
じ
視
点
で
考
え
ら
れ
る
仲

か
。
学
生
の
中
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
や
オ
ン
デ
マ
ン

ド
授
業
に
よ
っ
て
、
む
し
ろ
学
び
が
継
続
し
た

人
も
い
ま
す
。
た
だ
現
状
は
、
学
生
た
ち
の
孤

独
感
と
孤
立
感
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。
そ
の

問
題
に
関
す
る
受
け
皿
の
必
要
性
も
感
じ
ま
す
。

中
島
●
学
ん
だ
時
間
に
対
す
る
お
ま
け
の
よ
う

な
時
間
や
先
生
と
の
雑
談
、
友
だ
ち
と
の
喫
茶

店
で
の
会
話
な
ど
が
、
実
は
私
た
ち
に
と
っ
て

は
凄
く
思
い
出
に
残
っ
て
い
た
り
、
学
び
を
深

め
て
く
れ
た
り
し
た
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
学
び

の
形
を
さ
ら
に
模
索
し
て
い
た
だ
き
、
学
生
た

ち
が
充
実
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
送
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

小
﨑
●
卒
業
生
も
含
め
て
皆
で
情
報
を
出
し
合

え
る
よ
う
な
、
応
援
・
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
あ
れ
ば
嬉
し
い
で
す
ね
。

世
を
「
改
良
」
す
る
女
性
と

多
様
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
育
成
を

中
島
●
こ
れ
か
ら
の
女
子
教
育
に
つ
い
て
、
抱

負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

小
﨑
●
多
様
性
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
今
後
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
へ
の
理
解
も
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
本
学
で
は
女
性
の
み
六
千
人
の
学

生
が
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
六
千
通
り
の
女
性
が

い
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
女
性
の
多
様
性

動
画
を
作
り
ま
し
た
。
最
初
は
二
〇
分
ぐ
ら
い

だ
っ
た
の
が
、
六
〇
分
、
九
〇
分
に
な
り
ま
し
た
。

動
画
に
は
繰
り
返
し
視
聴
で
き
る
利
点
が
あ
り

ま
す
が
、
内
容
が
本
当
に
学
生
た
ち
に
届
い
て

い
る
の
か
と
い
う
疑
問
も
出
て
き
ま
す
。
授
業

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
割
と
良
い
評
価
が
つ
く
の
で

す
が
、
学
生
の
レ
ポ
ー
ト
を
読
む
と
、
こ
ち
ら

が
期
待
し
た
学
び
が
で
き
て
い
な
い
現
実
が
あ

る
。
教
室
で
の
対
面
授
業
に
は
、
必
要
な
雑
談

の
時
間
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
な

け
れ
ば
、
実
は
学
習
効
果
は
そ
れ
ほ
ど
上
が
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
は
と
い
う
懸
念
を
持
っ
て
い

ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
大
学
の
講
義
に
つ

い
て
根
本
的
な
意
味
が
問
わ
れ
る
時
期
に
来
て

い
る
の
で
は
と
考
え
ま
す
。
全
学
で
こ
れ
を
精

査
し
て
い
き
、
よ
り
良
い
授
業
を
創
出
で
き
る

か
ど
う
か
が
、
大
学
に
と
っ
て
今
後
の
生
き
残

り
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

小﨑眞教授
同志社女子大学第15代学長、
女子大学生活科学部人間生
活学科 教授
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単
位
互
換
制
度
だ
け
で
な
く

両
大
学
の
研
究
者
間
の
交
流
に
も
期
待

中
島
●
植
木
先
生
の
お
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
非
常

に
よ
く
分
か
り
ま
す
。
私
も
学
生
時
代
に
は
ゼ

ミ
長
を
務
め
ま
し
た
が
、
も
し
男
性
が
い
た
ら
、

あ
の
時
私
に
役
が
回
っ
て
き
た
か
ど
う
か
は
分

か
り
ま
せ
ん
。
私
は
女
子
大
で
学
ん
だ
お
か
げ

で
、
た
く
ま
し
く
育
っ
た
か
な
と
思
い
ま
す
。

さ
て
現
在
、
両
大
学
間
に
は
単
位
互
換
制
度
が

あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
連
携
に
つ
い
て
の
展
望

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

植
木
●
女
子
大
学
の
先
生
方
に
本
学
の
研
究
セ

ン
タ
ー
で
共
同
研
究
を
進
め
て
い
た
だ
く
な
ど

の
連
携
は
既
に
行
っ
て
い
ま
す
。
女
子
大
学
の

学
生
さ
ん
に
対
し
て
も
、
多
く
の
科
目
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
二
〇
二
〇
年
か
ら
新
し
い
ス
キ

ー
ム
に
よ
る
研
究
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、

教
育
を
考
え
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
抱
き
が
ち

な
「
女
性
は
こ
う
だ
」
と
い
う
無
意
識
の
バ
イ

ア
ス
に
つ
い
て
、
教
職
員
は
自
覚
し
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
。
本
学
の
学
生
数
の
割
合
は
、
全
学

で
は
男
子
五
七
・
五
％
、
女
子
四
二
・
五
％
で

あ
る
の
に
対
し
、
理
系
学
部
で
は
男
子
八
三
・

九
％
、
女
子
一
六
・
一
％
と
、
非
常
に
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
な
状
態
で
す
。
や
は
り
家
庭
や
社
会
の

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ
イ
ア
ス
の
影
響
が
大
き
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
大
学
と
し
て
も
、

理
系
に
進
む
女
子
学
生
を
増
や
す
た
め
、
女
子

中
高
生
に
理
系
の
面
白
さ
を
伝
え
た
り
、
キ
ャ

リ
ア
形
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。
わ
た
く
し
個
人
と
し
て
は
女
子
大

学
で
教
育
を
受
け
ま
し
た
が
、
む
し
ろ
男
子
、

女
子
と
い
う
区
別
を
大
学
の
中
で
考
え
な
か
っ

た
の
が
良
か
っ
た
か
な
と
、
卒
業
し
て
か
ら
思

い
ま
す
。
学
園
祭
も
当
然
な
が
ら
女
子
だ
け
で

作
り
上
げ
て
き
ま
し
た
し
、
ゼ
ミ
長
も
女
子
学

生
が
務
め
ま
し
た
。
男
子
学
生
が
い
る
と
、
ど

う
し
て
も
男
子
が
ゼ
ミ
長
を
す
る
よ
う
な
雰
囲

気
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
ま
さ
に
バ
イ
ア
ス

で
す
。
本
当
は
社
会
全
体
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ

い
て
平
等
に
な
る
べ
き
と
は
思
い
ま
す
が
、
な

か
な
か
そ
れ
が
実
現
で
き
て
い
な
い
中
で
、
女

子
大
学
の
存
在
意
義
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

間
が
い
た
の
は
心
強
か
っ
た
で
す
。

小
﨑
●
そ
う
い
う
こ
と
を
吐
露
で
き
る
存
在
が

い
た
の
は
大
事
な
こ
と
で
す
ね
。
先
頭
に
立
っ

て
旗
を
振
り
、
引
っ
張
っ
て
い
く
リ
ー
ダ
ー
性

だ
け
で
は
な
く
、
受
け
止
め
、
支
え
る
リ
ー
ダ

ー
性
も
世
の
中
に
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
実
現
の
た
め
に
も
、
リ
ー
ダ
ー

と
い
う
言
葉
も
、
も
っ
と
多
様
な
言
葉
に
置
き

換
え
て
模
索
し
て
い
け
る
時
代
に
な
ら
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
例
え
ば
出
産
経
験
を
一
つ
の

キ
ャ
リ
ア
と
捉
え
て
社
会
が
動
け
ば
、
男
性
や
、

出
産
し
た
女
性
の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
考
え
方
も
変

わ
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

中
島
●
発
言
力
の
あ
る
人
だ
け
が
素
晴
ら
し
い

の
で
は
な
く
、 

人
と
人
と
の
間
を
取
り
持
っ
て

パ
イ
プ
役
に
な
れ
る
よ
う
な
人
た
ち
が
た
く
さ

ん
い
る
こ
と
を
、
私
も
大
学
で
学
ば
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

小
﨑
●
本
学
の
女
子
教
育
に
つ
い
て
は
、
実
際

に
女
子
大
学
で
教
育
を
受
け
て
こ
ら
れ
た
植
木

先
生
か
ら
も
、
本
学
へ
の
期
待
や
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

植
木
●
同
志
社
大
学
と
し
て
は
現
在
、
性
の
多

様
性
へ
の
理
解
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
な
の
で
、
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
人
ひ
と

り
の
個
性
や
特
性
を
生
か
す
と
い
う
視
点
か
ら

中島めぐみ氏
関西テレビ放送株式会社アナウンス部、
同志社女子大学学芸学部情報メディア
学科（現・メディア創造学科）2010年卒
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し
て
い
ま
す
。 

植
木
●
今
は
本
当
に
大
変
な
時
期
で
す
が
、
小

﨑
先
生
と
こ
う
し
て
ご
一
緒
に
や
っ
て
い
け
る

こ
と
を
、
個
人
的
に
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

小
﨑
●
植
木
先
生
は
優
し
く
て
、
さ
り
げ
な
い

振
る
舞
い
で
人
を
力
づ
け
る
資
質
を
お
持
ち
で

す
。
今
後
も
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

植
木
●
コ
ロ
ナ
禍
で
、
社
会
に
潜
ん
で
い
た
諸

問
題
が
顕
在
化
し
、
人
々
の
対
立
や
分
断
が
進

ん
で
い
ま
す
。
今
こ
そ
本
学
の
良
心
教
育
の
重

要
性
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で

キ
リ
ス
ト
教
を
ご
専
門
と
す
る
小
﨑
先
生
が
学

長
に
な
ら
れ
る
こ
と
に
は
、
非
常
に
大
き
な
意

味
が
あ
り
ま
す
。
先
ほ
ど
中
島
さ
ん
か
ら
学
生

時
代
に
他
大
学
と
の
交
流
を
楽
し
ま
れ
た
お
話

が
あ
り
ま
し
た
が
、
や
は
り
人
と
人
と
の
交
流

や
精
神
面
で
の
充
実
を
考
え
た
と
き
、
小
﨑
先

生
の
学
長
就
任
は
象
徴
的
な
出
来
事
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

中
島
●
本
日
お
話
を
う
か
が
っ
て
、
両
大
学
の

明
る
い
未
来
を
感
じ
ま
し
た
。
お
二
人
と
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
二
〇
二
二
年
一
月
十
二
日
、
同
志
社
女
子
大

学
ジ
ェ
ー
ム
ズ
館
に
て
）

分
に
活
用
し
て
い
ま
し
た
。
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い

て
学
び
た
か
っ
た
の
で
、
女
子
大
学
で
メ
デ
ィ

ア
関
連
科
目
を
ほ
と
ん
ど
履
修
し
た
後
は
、
同

志
社
大
学
、
龍
谷
大
学
、
立
命
館
大
学
へ
授
業

を
受
け
に
い
き
ま
し
た
。
大
学
な
ら
で
は
の
自

由
な
制
度
だ
と
思
い
ま
す
し
、
有
意
義
な
経
験

で
し
た
。

小
﨑
●
私
た
ち
は
も
っ
と
そ
う
い
う
声
を
聞
き
、

交
流
を
広
げ
て
い
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。

京
都
に
は
大
学
が
多
く
、
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
京
都
も
あ
り
ま
す
。
私
が
関
わ
る
宗
教
倫
理

学
会
に
は
仏
教
、
天
理
教
、
キ
リ
ス
ト
教
な
ど

の
研
究
者
が
集
ま
り
、
盛
ん
に
議
論
を
し
て
い

ま
す
。
京
都
は
ま
だ
、
そ
う
い
う
財
産
を
使
い

き
れ
て
い
な
い
と
感
じ
ま
す
。

中
島
●
交
流
と
い
う
意
味
で
は
、
単
に
学
び
を

深
め
る
だ
け
で
な
く
、
一
緒
に
同
じ
時
間
を
過

ご
し
、
同
じ
も
の
に
つ
い
て
考
え
る
時
間
が
、

後
か
ら
考
え
る
と
非
常
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。

学
内
で
ゼ
ミ
同
士
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し

た
時
も
と
て
も
楽
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
違
う

大
学
の
ゼ
ミ
と
交
流
す
れ
ば
、
き
っ
と
全
然
違

う
経
験
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
別
の
大
学
に
足

を
踏
み
入
れ
た
時
点
か
ら
、
そ
れ
は
一
つ
の
イ

ベ
ン
ト
に
な
り
ま
す
か
ら
。
両
大
学
の
さ
ら
な

る
連
携
に
、
か
つ
て
の
一
学
生
と
し
て
も
期
待

両
大
学
が
さ
ら
に
連
携
し
、
社
会
に
対
し
て
い

っ
そ
う
強
く
成
果
を
発
信
で
き
る
の
で
は
と
感

じ
て
い
ま
す
。

小
﨑
●
同
志
社
大
学
で
は
、
共
同
研
究
へ
の
意

識
や
文
化
は
、
ど
の
よ
う
に
育
ま
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
あ
る
い
は
大
学
か
ら
、
何
か
仕

掛
け
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

植
木
●
従
来
か
ら
学
部
の
垣
根
を
こ
え
た
研
究

セ
ン
タ
ー
設
置
な
ど
共
同
研
究
の
仕
組
み
は
あ

り
ま
し
た
が
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
研
究
の
よ
う
に
、

大
学
が
一
つ
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
全
学
に
研
究

募
集
し
た
の
は
、
初
の
試
み
で
す
。
た
だ
産
学

連
携
研
究
に
熱
心
な
理
工
学
部
の
話
を
聞
い
て

い
る
と
、
企
業
側
か
ら
見
る
同
志
社
大
学
は
学

科
間
や
研
究
室
間
の
垣
根
が
低
い
そ
う
で
す
。

本
学
の
長
い
歴
史
の
中
で
そ
う
い
う
雰
囲
気
が

醸
成
さ
れ
て
き
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

小
﨑
●
既
存
の
テ
ー
マ
で
共
同
研
究
を
し
よ
う

と
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
担
っ
て
き
た
分
野
が
あ

る
た
め
に
、
身
動
き
が
取
り
に
く
い
こ
と
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
コ
ロ
ナ
と
い
う

外
側
の
課
題
だ
と
ア
ク
セ
ス
し
や
す
く
、
い
ろ

い
ろ
な
取
り
組
み
が
し
や
す
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
単
位
互
換
だ
け
で
な
く
、
そ
の
よ

う
な
つ
な
が
り
も
広
が
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

中
島
●
私
は
学
生
時
代
、
単
位
互
換
制
度
を
存
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　「
リ
ア
ル
脱
出
ゲ
ー
ム
」
で
有
名
な
イ
ベ
ン

ト
企
業
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｐ
社
長
の
加
藤
隆
生
氏
（
一

九
九
八
年
・
文
卒
）
に
登
壇
い
た
だ
き
、
学
生

時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
現
在
の
仕
事
に
至
る

ま
で
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演
後
に

は
学
生
を
中
心
と
し
た
視
聴
者
と
の
間
で
、
熱

心
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

何
も
の
に
も
な
れ
な
か
っ
た 

学
生
・
会
社
員
時
代
に 

現
在
の
基
礎
が
築
か
れ
た

　
私
は
本
当
に
、
で
き
そ
こ
な
い
の
学
生
で
、

で
き
そ
こ
な
い
の
社
会
人
で
、
で
き
そ
こ
な
い

の
音
楽
家
で
し
た
。
そ
れ
で
も
最
終
的
に
、
割

と
ち
ゃ
ん
と
し
た
会
社
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き

た
の
で
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
振
り
返
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
大
学
で
は
文
学
部
文
化
学
科
心
理
学
専
攻

（
現
・
心
理
学
部
）
に
在
籍
し
て
い
ま
し
た
。

心
理
学
の
授
業
は
理
系
寄
り
の
内
容
で
難
し
く
、

英
語
の
授
業
も
難
度
が
高
か
っ
た
た
め
、
す
ぐ

授
業
に
つ
い
て
い
け
な
く
な
り
ま
し
た
。
新
歓

ラ
イ
ブ
で
聴
い
た
バ
ン
ド
に
憧
れ
て
軽
音
サ
ー

ク
ル
「
Ｓ
Ｍ
Ｍ
Ａ
」
に
入
り
、
そ
ち
ら
に
熱
中

す
る
日
々
で
し
た
。
バ
イ
ト
を
ク
ビ
に
な
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
四
年
間
を
通
じ
て
何
か

を
や
り
遂
げ
た
と
、
胸
を
張
っ
て
言
え
る
よ
う

な
記
憶
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
音
楽
だ
け

は
コ
ツ
コ
ツ
と
や
っ
て
き
ま
し
た
。
練
習
を
続

け
て
月
に
一
、
二
回
ラ
イ
ブ
を
行
い
、
同
志
社

Ｅ
Ｖ
Ｅ
で
も
特
別
の
思
い
を
も
っ
て
演
奏
し
ま

し
た
。
地
道
に
続
け
て
い
る
と
、
そ
れ
な
り
に

評
価
し
て
く
れ
る
人
た
ち
が
現
れ
た
り
、
自
分

レクチャー

同志社大学課外プログラム

「先輩に学ぼう！
Ｓ
ス ク ラ ッ プ
ＣＲＡＰ加藤隆生氏　
オンライン講演会」

加
か

藤
とう

隆
たか

生
お

氏　株式会社SCRAP　
　代表取締役　
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や
社
会
人
と
し
て
の
立
ち
居
振
る
舞
い
は
、
そ

の
後
の
大
き
な
財
産
に
な
り
ま
し
た
し
、
あ
の

会
社
の
持
つ
い
い
雰
囲
気
を
思
い
出
し
な
が
ら
、

自
分
の
会
社
を
作
り
ま
し
た
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

時
代
は
非
常
に
辛
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
僕
に
と

っ
て
重
要
な
時
期
で
し
た
。

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
と 

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
を
武
器
に 

バ
ン
ド
を
続
け
た
六
年
間

　
退
職
し
た
二
〇
〇
〇
年
か
ら
の
六
年
間
は

「
無
職
ド
タ
バ
タ
期
」
で
し
た
。
学
生
時
代
の

有
志
で
続
け
て
い
た
「
ハ
ラ
ッ
パ
＝
カ
ラ
ッ

パ
」
と
い
う
バ
ン
ド
で
生
計
が
立
て
ら
れ
る
よ

う
に
な
ら
な
い
か
と
考
え
な
が
ら
、
週
末
に
リ

ハ
ー
サ
ル
を
し
て
月
に
一
回
ラ
イ
ブ
を
行
う
生

活
を
続
け
ま
す
。
僕
以
外
は
か
な
り
大
き
な
会

社
に
就
職
が
決
ま
り
、
楽
し
そ
う
に
働
い
て
い

た
の
で
、
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
が
決
ま
っ
た
と

し
て
も
先
行
き
は
不
透
明
で
、
矛
盾
を
抱
え
た

バ
ン
ド
で
は
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
僕
は
二

年
ほ
ど
編
集
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
で
契
約
社
員
と

し
て
働
き
ま
し
た
。
ト
ッ
プ
は
問
題
の
多
い
方

で
し
た
が
、
自
分
が
後
年
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
の

会
社
を
経
営
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
方
を
反
面

で
実
家
か
ら
な
る
べ
く
近
い
会
社
を
調
べ
、
履

歴
書
を
送
る
と
、
物
好
き
な
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

っ
て
、
印
刷
会
社
に
就
職
で
き
ま
し
た
。「
自

分
は
本
当
は
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
な
の
だ
」
と
い

う
気
持
ち
を
我
慢
し
な
が
ら
、
そ
こ
で
営
業
マ

ン
と
し
て
働
き
、
大
人
と
し
て
の
振
る
舞
い
を

知
り
、
印
刷
の
知
識
を
得
ま
し
た
。
た
ぶ
ん
人

生
で
一
番
辛
い
時
期
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
、

コ
ロ
ナ
禍
で
自
分
の
会
社
が
ダ
メ
に
な
っ
た
と

し
て
も
、
そ
れ
は
自
分
の
意
思
と
能
力
で
頑
張

っ
た
末
の
結
果
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
と
思
え
る

ほ
ど
、
あ
の
頃
は
辛
か
っ
た
で
す
。

　
就
職
後
も
、
ラ
イ
ブ
は
月
に
一
回
ぐ
ら
い
の

頻
度
で
堅
調
に
続
け
て
い
ま
し
た
。
残
業
代
と

い
う
概
念
の
な
い
時
代
で
し
た
か
ら
、
深
夜
に

帰
宅
し
、
そ
れ
か
ら
で
も
ギ
タ
ー
を
弾
き
、
一

行
で
も
歌
詞
を
書
き
、
一
小
節
で
も
い
い
か
ら

メ
ロ
デ
ィ
ー
を
作
っ
て
就
寝
す
る
と
い
う
生
活

で
し
た
。
日
曜
に
ラ
イ
ブ
を
行
い
、
打
ち
上
げ

で
朝
六
時
ま
で
飲
ん
で
二
時
間
寝
て
出
社
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
し
ん
ど
く
な

っ
て
二
年
目
の
夏
に
退
職
し
ま
し
た
。
退
職
の

意
思
表
示
を
し
て
も
特
に
引
き
止
め
ら
れ
は
し

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
後
何
年
も
会
社
の

方
た
ち
は
、
僕
の
ラ
イ
ブ
を
観
に
き
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
の
一
年
四
カ
月
で
得
た
印
刷
の
知
識

で
も
良
い
曲
が
書
け
た
と
か
ギ
タ
ー
や
歌
が
上

達
し
た
と
思
い
始
め
た
り
し
て
、
プ
ロ
の
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
に
な
る
と
言
い
出
し
た
の
が
二
十

一
、
二
歳
の
頃
で
し
た
。

　
デ
モ
テ
ー
プ
を
い
ろ
い
ろ
な
レ
コ
ー
ド
会
社

に
送
り
ま
し
た
が
、
特
に
返
事
も
な
い
の
で
就

職
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
何
も
の
で

も
な
い
自
分
を
突
き
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
世
間

で
は
よ
く
「
個
性
を
持
て
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
個
性
を
言
語
化
し
て
く
だ
さ
い

と
言
わ
れ
て
も
、
そ
ん
な
に
軽
々
し
く
言
語
化

で
き
た
ら
個
性
で
は
な
い
の
で
は
と
思
う
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
結
局
、
ハ
キ
ハ
キ
と
賢
そ
う

に
し
ゃ
べ
る
と
か
、
ま
る
で
自
分
の
考
え
が
あ

る
か
の
よ
う
に
し
ゃ
べ
る
こ
と
で
一
つ
の
企
業

が
自
分
の
人
格
を
認
め
る
と
い
う
流
れ
に
、
も

う
ひ
と
つ
乗
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
周
囲
は
就
職

活
動
と
い
う
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
乗
り
、
一
斉
に

活
動
す
る
こ
と
が
当
然
で
義
務
で
あ
る
か
の
よ

う
な
、
教
育
の
延
長
線
上
に
就
職
活
動
が
あ
る

か
の
よ
う
な
気
風
が
あ
り
ま
し
た
が
、
僕
は
そ

こ
に
乗
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
で
も
乗
れ
な
い
こ
と
が
す
ご
く
辛
か
っ
た
し
、

す
ご
く
し
ん
ど
い
思
い
を
し
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
。
結
局
、
音
楽
活
動
を
継
続
す
る
た
め
に
、

就
職
支
援
会
社
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
分
厚
い
本
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の
を
投
票
で
決
め
る
「
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
理
数
ナ

イ
ト
」。
い
つ
も
百
人
く
ら
い
は
お
客
さ
ん
が

入
り
ま
し
た
。「
ボ
ロ
フ
ェ
ス
タ
」
は
千
人
の

お
客
さ
ん
の
前
で
ラ
イ
ブ
を
や
り
た
く
て
始
め

た
も
の
で
、
今
で
は
地
方
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

が
主
催
す
る
フ
ェ
ス
の
先
駆
け
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
後
に
は
騒
音
問
題
な
ど
多
く
の
反
省
点

が
あ
り
ま
し
た
が
、
百
人
以
上
の
ス
タ
ッ
フ
で

三
千
人
以
上
の
お
客
さ
ん
を
安
全
に
誘
導
す
る

こ
と
に
成
功
し
た
り
、
チ
ケ
ッ
ト
の
売
り
方
、

宣
伝
の
仕
方
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
接
し
方
、
心

地
よ
い
会
場
の
作
り
方
を
学
ん
だ
り
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
収
穫
が
あ
り
ま
し
た
。

「
リ
ア
ル
脱
出
ゲ
ー
ム
」
は 

な
ぜ
売
れ
た
の
か

　
活
動
の
甲
斐
あ
っ
て
、
ロ
ボ
ピ
ッ
チ
ャ
ー
は

二
〇
〇
四
年
に
ワ
ー
ナ
ー
・
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
か

ら
、「
消
え
た
３
ペ
ー
ジ
」
と
い
う
ア
ル
バ
ム

で
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｐ
、
ボ
ロ

フ
ェ
ス
タ
と
合
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
二

〇
〇
八
年
頃
ま
で
必
死
で
続
け
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
三
十
三
歳
頃
ま
で
の
平
均
年
収
は
百
万
円

程
度
で
し
た
。
ろ
く
で
も
な
い
毎
日
で
、
僕
は

ー
カ
ル
チ
ャ
ー
は
当
時
飽
和
状
態
で
、
広
告
を

取
っ
て
稼
ぐ
と
い
う
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
僕
た
ち
は
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
を
「
す
ご

く
豪
華
な
チ
ラ
シ
」
と
捉
え
、
特
集
記
事
を
作

り
、
そ
れ
に
ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
人

に
来
て
も
ら
う
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

　
な
ぜ
か
。
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
を
手
に
取
る
人

は
、
基
本
的
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
で
す
。
家
で
テ
レ

ビ
や
ウ
ェ
ブ
か
ら
情
報
を
得
る
の
で
は
な
く
、

街
に
出
て
カ
フ
ェ
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ラ
イ
ブ
ハ

ウ
ス
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
施
設
で
わ
ざ

わ
ざ
手
に
取
り
、
し
か
も
そ
れ
を
持
っ
て
帰
る

方
々
だ
っ
た
の
で
す
。
当
時
は
隔
月
発
行
で
約

一
万
部
を
刷
り
、
七
、
八
千
部
は
必
ず
捌
け
て

い
ま
し
た
。
街
に
出
か
け
る
こ
と
に
抵
抗
の
な

い
七
千
人
の
手
に
渡
っ
て
い
た
。
そ
の
人
た
ち

は
イ
ベ
ン
ト
に
行
く
こ
と
に
関
し
て
そ
も
そ
も

抵
抗
感
が
少
な
い
の
で
、
こ
の
七
千
人
を
、
僕

は
と
て
も
重
要
な
七
千
人
だ
と
考
え
て
い
ま
し

た
。

　
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｐ
で
は
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を

し
ま
し
た
。
参
加
者
が
乙
女
チ
ッ
ク
な
ポ
エ
ム

を
朗
読
す
る
「
乙
女
チ
ッ
ク
ポ
エ
ム
ナ
イ
ト
」、

単
語
を
並
べ
替
え
て
奇
跡
の
一
文
を
作
る
「
文

作
り
コ
ン
ク
ラ
ー
ベ
」、
理
数
の
定
理
を
分
か

り
や
す
く
説
明
し
て
一
番
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
も

教
師
に
し
ま
し
た
。
お
か
げ
で
起
業
後
の
一
年

間
は
、
ミ
ス
を
し
な
く
て
済
ん
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
ハ
ラ
ッ
パ
＝
カ
ラ
ッ
パ
は
二
〇
〇
二
年
に
解

散
し
、
も
っ
と
音
楽
で
生
計
を
立
て
る
ん
だ
と

い
う
強
い
意
志
を
持
っ
た
メ
ン
バ
ー
で
「
ロ
ボ

ピ
ッ
チ
ャ
ー
」
と
い
う
バ
ン
ド
を
結
成
し
ま
し

た
。
当
時
も
っ
と
素
晴
ら
し
い
バ
ン
ド
を
間
近

で
見
て
い
ま
し
た
が
、
良
い
も
の
を
作
る
だ
け

で
は
誰
も
見
つ
け
て
く
れ
な
い
。
良
い
も
の
を

作
り
、
届
け
る
と
こ
ろ
ま
で
が
プ
ロ
な
の
だ
と

い
う
こ
と
を
、
こ
れ
も
反
面
教
師
的
に
学
び
ま

し
た
。
だ
か
ら
ロ
ボ
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
作
っ
た
時

は
、
絶
対
に
売
れ
な
く
て
は
い
け
な
い
し
、
自

分
た
ち
の
力
で
売
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
と
考

え
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
ロ
ボ
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
売
る
た
め
、

「
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｐ
」
と
い
う
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
と
、

「
ボ
ロ
フ
ェ
ス
タ
」
と
い
う
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
三
つ
を
育
て
て
い
け

ば
う
ま
く
行
く
と
、
な
ぜ
か
強
く
信
じ
て
い
ま

し
た
。
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
「
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｐ
」
は

二
〇
〇
二
年
に
、
京
都
の
デ
ザ
イ
ン
会
社
と
一

緒
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
毎
号
特
集
記
事
を
考

え
、
特
集
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
を
行

う
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
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が
空
間
上
に
な
か
っ
た
。
大
人
の
遊
び
と
い
え

ば
ビ
リ
ヤ
ー
ド
、
卓
球
、
ダ
ー
ツ
、
カ
ラ
オ
ケ

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
が
生
ま
れ
て
二
、

三
十
年
経
つ
間
に
新
し
い
遊
び
が
発
明
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
謎
解
き
と
い
う
遊
び

は
、
実
は
ク
イ
ズ
番
組
な
ど
で
な
じ
み
が
あ
っ

た
。「
リ
ア
ル
脱
出
ゲ
ー
ム
」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
や
ビ
ジ
ュ
ア
ル
が
キ
ャ
ッ
チ
ー
だ
っ
た
。
分

か
り
や
す
く
な
け
れ
ば
人
は
集
ま
ら
な
い
こ
と

を
、
僕
た
ち
は
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｐ
の
イ
ベ
ン
ト
で
毎

月
実
験
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
役
立
ち
ま
し

た
。

　
何
も
の
で
も
な
か
っ
た
僕
が
、
な
ぜ
そ
れ
を

作
れ
た
の
か
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
結
局
の

と
こ
ろ
、
人
生
の
中
で
学
ん
だ
こ
と
が
、
た
ま

た
ま
全
部
は
ま
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ず
っ

と
音
楽
イ
ベ
ン
ト
を
作
っ
て
い
た
か
ら
イ
ベ
ン

ト
会
場
と
の
付
き
合
い
方
が
分
か
っ
て
い
た
、

イ
ベ
ン
ト
の
作
り
方
も
分
か
っ
て
い
た
、
チ
ケ

ッ
ト
の
売
り
方
も
、
ど
う
す
れ
ば
ス
タ
ッ
フ
が

気
持
ち
良
く
働
け
る
の
か
も
、
お
客
さ
ん
が
ど

う
い
う
と
き
に
笑
顔
に
な
る
の
か
も
、
僕
ら
は

こ
の
時
熟
知
し
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
謎
解
き

イ
ベ
ン
ト
を
や
ろ
う
と
し
た
時
、
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
か
が
手
に
取
る
よ
う
に
、
す
ぐ
に
分
か

っ
た
。
イ
ベ
ン
ト
を
作
る
た
め
の
「
筋
肉
」
が
、

自
分
の
中
に
つ
い
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

自
分
に
才
能
が
あ
っ
た
と
か
、
す
ご
い
後
天
性

の
能
力
が
あ
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
は
思
っ
て
い

ま
せ
ん
。
自
分
が
思
い
つ
い
た
こ
と
に
対
す
る

経
験
知
が
、
た
ま
た
ま
既
に
あ
っ
た
と
い
う
の

が
一
番
重
要
な
こ
と
だ
っ
た
と
は
思
い
ま
す
。

　
リ
ア
ル
脱
出
ゲ
ー
ム
を
思
い
つ
い
た
翌
年
、

Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｐ
を
法
人
化
し
ま
し
た
。
今
は
東
京

に
本
社
が
あ
り
、
社
員
が
約
一
六
〇
人
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
で
大
打
撃
を
受
け
、
も
う
お
し
ま
い
か

な
と
思
っ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
何
と
か

オ
ン
ラ
イ
ン
脱
出
ゲ
ー
ム
と
い
う
も
の
を
生
み

出
し
ま
し
た
。
集
客
は
ま
だ
全
盛
期
の
六
〇
％

で
す
が
、
苦
境
を
乗
り
切
り
な
が
ら
や
っ
て
い

ま
す
。
よ
か
っ
た
ら
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

売
っ
て
い
る
も
の
は
謎
解
き
で
は
な
く
、
物
語

体
験
で
す
。
物
語
の
中
に
入
れ
る
よ
う
な
体
験

で
す
。

成
功
と
失
敗
の
繰
り
返
し
が 

企
画
力
を
育
て
る

　
大
切
な
の
は
、
思
い
つ
い
た
こ
と
は
ま
ず
や

っ
て
み
る
こ
と
で
す
。
僕
の
会
社
で
は
新
人
で

も
、
や
り
た
い
と
思
っ
た
人
に
は
す
ぐ
に
メ
イ

何
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
二
〇
〇
七
年

七
月
七
日
に
「
リ
ア
ル
脱
出
ゲ
ー
ム
」
が
誕
生

し
た
こ
と
で
、
急
に
風
向
き
が
変
わ
り
ま
す
。

　
最
初
は
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｐ
の
企
画
の
一
環
で
制
作

し
た
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。
こ
れ
が
当
た
り
、
熱

狂
が
起
こ
っ
た
の
で
し
ば
ら
く
や
っ
て
み
た
と

こ
ろ
、
す
ぐ
に
チ
ケ
ッ
ト
は
完
売
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
、
Ｈ
Ｅ
Ｐ
ホ
ー

ル
、
京
都
マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
。
く
る
り
主

催
の
京
都
音
楽
博
覧
会
で
も
宝
探
し
を
企
画
し

ま
し
た
。
二
〇
一
一
年
に
は
上
海
公
演
、
東
京

ド
ー
ム
公
演
を
行
い
、
自
社
店
舗
を
オ
ー
プ
ン
。

二
〇
一
二
年
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
公
演
、
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
公
演
を
行
う
な
ど
、
加
速
度
的

に
お
客
さ
ん
が
増
え
て
い
っ
た
。
累
計
で
約
八

二
〇
万
人
の
方
に
遊
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
な
ぜ
売
れ
た
の
か
、
な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
が
で

き
た
の
か
。
当
時
ウ
ェ
ブ
の
脱
出
ゲ
ー
ム
が
既

に
流
行
っ
て
い
た
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
内
容
が
イ

メ
ー
ジ
し
や
す
か
っ
た
。
そ
し
て
お
そ
ら
く
、

物
語
体
験
と
い
う
も
の
が
求
め
ら
れ
て
い
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
リ
ア
ル
な
体
験
が
急
速
に
ウ

ェ
ブ
に
移
り
変
わ
っ
て
い
き
、
ウ
ェ
ブ
が
主
流

に
な
っ
た
後
の
世
界
で
、
あ
え
て
ア
ナ
ロ
グ
側

の
価
値
が
求
め
ら
れ
て
い
た
時
代
だ
っ
た
の
か

な
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
大
人
の
新
し
い
遊
び
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世
界
中
で
百
人
以
上
い
た
で
し
ょ
う
。
で
も
、

本
当
に
や
っ
て
み
た
の
は
僕
だ
け
で
し
た
。
も

し
僕
が
行
動
に
移
す
の
が
あ
と
一
週
間
遅
か
っ

た
ら
、
そ
の
後
の
成
功
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
し
て
企
画
力
は
知
識
や
経
験
で
し

か
身
に
付
か
な
い
し
、
知
識
や
経
験
は
や
っ
て

み
る
こ
と
で
し
か
身
に
付
か
な
い
も
の
で
す
。

小
さ
な
成
功
と
失
敗
を
繰
り
返
す
こ
と
で
の
み
、

企
画
力
は
伸
び
ま
す
。

　
学
生
時
代
も
卒
業
後
も
ど
う
し
よ
う
も
な
い
、

た
だ
の
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
必

死
で
一
生
懸
命
や
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
そ

こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
一
つ
ず
つ
積
み
上
げ
て
い

き
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
一
つ
ず
つ
、
手
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
僕
の
こ
の
人
生
体

験
が
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
同
じ
よ
う
に
起
こ

る
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
人
生
に
無

駄
な
こ
と
は
、
そ
ん
な
に
あ
り
ま
せ
ん
。
今
で

も
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
ら
子
ど
も
用
の
謎
解

き
を
作
っ
た
り
、
友
達
と
喧
嘩
し
た
ら
仲
直
り

す
る
た
め
の
ゲ
ー
ム
を
作
っ
た
り
し
て
、
多
く

の
こ
と
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
人

生
で
心
が
動
く
こ
と
は
全
部
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な

が
る
と
思
う
し
、
世
界
を
良
く
す
る
新
し
い
動

き
に
つ
な
が
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ン
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
や
っ
て
も
ら
い
、
本
人
の

名
前
で
ド
ン
と
打
ち
出
し
て
み
よ
う
と
い
う
方

針
で
す
。
う
ま
く
行
っ
て
も
失
敗
し
て
も
い
い
。

ど
ち
ら
に
し
て
も
そ
の
経
験
が
知
識
に
な
り
、

筋
肉
、
糧
に
な
り
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
人
は
育

っ
て
い
く
も
の
だ
と
僕
は
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
の
時
、
リ
ア
ル
脱
出
ゲ
ー
ム
み
た
い
な
も

の
が
あ
っ
た
ら
面
白
い
な
と
思
い
つ
い
た
人
は
、

【
視
聴
者
と
の
質
疑
応
答
】

質
問
●
起
業
に
際
し
て
大
事
な
心
構
え
や
、
新

し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
際
に
意
識
し
て
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。

加
藤
●
ま
ず
き
ち
ん
と
利
益
が
出
て
、
法
人
化

し
た
方
が
税
制
的
に
有
利
だ
と
分
か
る
と
き
が
、

株
式
会
社
化
す
る
際
の
基
準
だ
と
思
い
ま
す
。

新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
な
ら
、
必
ず
形
に
し

て
世
に
出
す
こ
と
。
多
く
の
人
に
聞
い
て
も
ら

い
、
見
て
も
ら
っ
て
感
想
を
聞
き
、
そ
れ
を
真

摯
に
受
け
入
れ
な
が
ら
改
良
し
て
い
く
こ
と
。

改
良
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
否
定
的
な
意
見
が
出

て
も
諦
め
な
い
。
そ
の
意
見
が
正
し
け
れ
ば
改

善
す
る
必
要
が
あ
る
し
、
矛
盾
し
た
こ
と
を
言

う
人
が
い
れ
ば
、
ど
ち
ら
か
を
切
り
捨
て
な
い

と
い
け
な
い
。
そ
の
判
断
を
常
に
し
続
け
な
が

ら
前
に
進
ん
で
形
に
し
、
世
に
出
す
こ
と
が
一

番
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

質
問
●
資
格
以
外
で
社
会
人
に
必
要
な
資
質
、

能
力
な
ど
は
何
か
あ
り
ま
す
か
。

加
藤
●
僕
は
「
面
白
が
る
世
界
」
の
人
間
な
の

で
、
そ
の
観
点
か
ら
に
限
っ
て
言
え
ば
、
ど
ん

な
こ
と
で
も
楽
し
め
る
よ
う
な
状
態
に
持
っ
て

い
く
こ
と
、
コ
ツ
コ
ツ
と
真
面
目
に
続
け
る
人
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る
目
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

加
藤
●
僕
は
周
囲
か
ら
反
対
さ
れ
る
よ
う
な
人

を
採
用
し
て
、
成
功
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

逆
に
総
合
力
の
高
い
人
は
、
入
社
し
て
う
ま
く

い
か
な
い
こ
と
が
時
々
あ
り
ま
す
。
バ
ン
ド
を

例
に
取
る
と
、
大
し
た
ベ
ー
シ
ス
ト
で
は
な
い

け
れ
ど
も
、
あ
の
バ
ン
ド
で
弾
く
と
き
だ
け
は

素
晴
ら
し
い
と
言
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
良
い
バ
ン
ド
の
特
長
の
一
つ
と
さ
れ
ま

す
。
僕
も
、
こ
の
人
は
う
ち
の
会
社
で
な
い
と

う
ま
く
行
か
な
い
だ
ろ
う
な
と
い
う
人
を
採
用

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質
問
●
い
ろ
い
ろ
な
物
事
が
ビ
ジ
ネ
ス
に
な
る

き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

加
藤
●
理
念
か
ら
立
脚
す
る
場
合
は
、
お
金
儲

け
が
で
き
た
と
き
に
初
め
て
そ
れ
は
ビ
ジ
ネ
ス

と
言
え
ま
す
。
そ
う
で
は
な
く
、
当
た
り
前
の

こ
と
で
す
が
、
ま
っ
す
ぐ
ビ
ジ
ネ
ス
に
向
か
っ

た
方
が
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
距
離
は
近
い
。
お
金
を

稼
ぐ
こ
と
は
基
本
的
に
は
世
界
を
良
く
す
る
こ

と
で
す
。
お
金
は
誰
か
を
喜
ば
せ
た
対
価
と
し

て
自
分
の
と
こ
ろ
へ
や
っ
て
く
る
も
の
だ
か
ら
、

法
律
や
公
序
良
俗
に
反
し
な
い
内
容
で
あ
る
限

り
、
そ
れ
を
考
え
る
こ
と
が
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い

て
は
一
番
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

司
会
●
最
後
に
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー

け
れ
ば
と
思
う
と
悩
ん
で
し
ま
い
ま
す
が
、
死

ぬ
ま
で
に
見
つ
か
れ
ば
い
い
。
焦
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
自
分
の
心
の
中
か
ら
自
然
に
湧
き

上
が
っ
て
く
る
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ

い
。「
今
す
ぐ
見
つ
け
ろ
」「
急
げ
」
と
言
う
人

が
い
た
ら
、
そ
の
人
は
自
分
を
攻
撃
す
る
人
な

の
で
は
と
疑
っ
た
方
が
い
い
。

質
問
●
人
を
採
用
す
る
立
場
と
し
て
、
人
を
見

で
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

質
問
●
挫
折
し
た
り
楽
し
め
な
か
っ
た
り
し
た

時
は
、
ど
の
よ
う
に
乗
り
越
え
ま
し
た
か
。

加
藤
●
お
酒
を
飲
む
、
ゲ
ー
ム
を
す
る
な
ど
し

て
、
だ
ら
だ
ら
と
自
堕
落
に
生
き
る
。
そ
れ
は

立
ち
直
る
た
め
に
必
要
な
時
間
な
の
で
、
罪
悪

感
は
感
じ
ま
せ
ん
。

質
問
●
現
在
の
野
望
は
何
で
す
か
。

加
藤
●
あ
ま
り
将
来
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
持
ち
ま

せ
ん
。
今
す
ぐ
に
始
め
ら
れ
る
一
番
面
白
い
こ

と
は
何
だ
ろ
う
と
、
ず
っ
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
番
面
白
い
こ
と
を
毎
日
や
り
続
け
れ
ば
十
年

後
に
は
す
ご
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら

日
々
、
牙
を
研
い
で
い
れ
ば
い
い
か
な
と
思
い

ま
す
。

質
問
●
今
ま
で
仕
事
を
し
て
い
て
一
番
楽
し
か

っ
た
瞬
間
は
何
で
す
か
。

加
藤
●
今
ま
で
に
な
い
も
の
を
思
い
つ
い
た
時

で
す
。
仕
事
で
も
仕
事
で
な
く
て
も
、
思
い
つ

い
た
こ
と
が
世
の
中
に
広
が
っ
て
い
く
の
は
、

全
部
楽
し
い
で
す
。

質
問
●
好
き
な
こ
と
を
見
つ
け
る
方
法
は
あ
り

ま
す
か
。

加
藤
●
い
ま
自
分
は
、
や
り
た
い
こ
と
を
探
し

て
い
る
途
中
で
あ
る
こ
と
を
、
胸
を
張
っ
て
断

言
す
る
こ
と
で
す
。
焦
っ
て
今
す
ぐ
見
つ
け
な
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ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

加
藤
●
コ
ロ
ナ
禍
で
の
二
年
間
、
思
い
描
い
て

い
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
と
は
違
う
と
い
う
現

状
は
、
し
ん
ど
い
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。
世

界
規
模
で
の
変
化
な
の
で
諦
め
が
つ
く
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
本
来
あ
る
べ
き
だ
っ

た
何
か
が
な
い
こ
と
に
対
し
て
、
強
い
悲
し
み
、

ス
ト
レ
ス
、
喪
失
感
を
抱
え
て
い
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
そ
れ
は
僕
や
世
界
中
の
人
た
ち
が
抱
え

て
い
る
こ
と
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
焦
る
こ
と

は
な
い
。
何
度
も
同
じ
こ
と
を
言
い
ま
す
が
、

焦
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
中
か
ら
沸

き
起
こ
っ
て
く
る
も
の
は
、
ま
た
必
ず
表
に
出

て
く
る
。
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を
適
切
な
方

法
で
日
々
や
っ
て
い
さ
え
す
れ
ば
、
自
分
ら
し

さ
や
、
自
分
の
心
を
動
か
す
も
の
は
、
自
ず
と

分
か
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
辛
い
二
年
間
を
過
ご
し
た
か
ら
こ
そ
、

今
か
ら
好
き
に
な
れ
る
も
の
が
あ
る
と
思
う
し
、

変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
生
活
様
式
だ
か
ら
こ
そ
生

ま
れ
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
や
ビ
ジ
ネ
ス

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
同
志
社
大
学
で
コ
ロ
ナ

禍
を
過
ご
し
た
経
験
が
、
い
つ
か
意
味
を
持
つ

と
き
が
あ
る
。
必
ず
糧
に
な
る
と
き
が
来
る
と

思
っ
て
前
を
向
く
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
前

を
向
く
と
い
っ
て
も
、
大
し
た
こ
と
で
な
く
て

い
い
の
で
す
。
い
ま
自
分
が
な
す
べ
き
こ
と
を

行
い
、
あ
と
は
楽
し
み
な
ド
ラ
マ
を
観
る
、
大

好
き
な
ゲ
ー
ム
を
す
る
、
大
好
き
な
人
に
会
い

に
い
く
な
ど
、
今
の
自
分
に
と
っ
て
一
番
優
し

い
こ
と
を
丁
寧
に
や
り
続
け
て
い
れ
ば
、
必
ず

そ
れ
が
意
味
を
持
つ
と
き
が
来
ま
す
。
ぜ
ひ
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
二
〇
二
一
年
十
二
月
十
五
日
、
ハ
ー
デ
ィ
ー

ホ
ー
ル
よ
り
配
信
）



は
じ
め
に

　
法
人
内
の
中
学
校
・
高
等
学
校
で
は
例
年
、
七
月
末
に
「
学
校
法
人
同

志
社
内
中
学
校
・
高
等
学
校
職
員
合
同
研
修
会
」（
以
下
、四
中
高
研
修
会
）

を
開
催
し
、
中
高
の
職
員
だ
け
で
は
な
く
法
人
部
や
大
学
、
女
子
大
学
の

方
々
に
も
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
研
修
会
の
目
的
と
し
て
は
「
職

務
遂
行
の
意
識
の
向
上
」
や
「
職
員
間
の
交
流
を
促
進
」
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
、
日
々
の
業
務
に
繋
が
る
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
一
貫
教
育
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い
て
の
講
演
や
職
員
の
業
務
に

関
す
る
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
研
修
会
後
に
は
懇
親
会
も
催
さ
れ
、
各
校
の
情
報
交
換
の
場
と
な

っ
て
い
ま
し
た
（
今
回
、
懇
親
会
に
つ
い
て
は
中
止
）。

　
本
稿
で
は
、
二
〇
二
〇
年
中
止
と
な
り
、
二
〇
二
一
年
に
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
た
四
中
高
研
修
会
に
つ
い
て
振
り
返
り
ま
す
。

二
〇
二
〇
年
四
中
高
研
修
会
中
止

　
二
〇
二
〇
年
四
月
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、早
々

に
四
中
高
研
修
会
の
中
止
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
学
校
が
臨
時
休
校
、
教

職
員
は
在
宅
勤
務
す
る
最
中
、
中
止
の
判
断
は
当
然
の
結
果
と
言
え
ま
す
。

私
は
当
番
校
の
研
修
委
員
と
し
て
研
修
内
容
を
企
画
す
る
予
定
で
し
た
が
、

そ
れ
は
二
〇
二
一
年
度
に
持
ち
越
し
と
な
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
二
〇
二
一
年
四
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
二
〇�

二
〇
年
と
同
様
に
猛
威
を
振
る
う
中
、「
今
年
こ
そ
は
研
修
を
企
画
し
た
い

（
早
く
研
修
委
員
と
し
て
の
役
目
を
終
え
た
い
）」
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま

し
た
。
内
山
事
務
長
と
相
談
し
た
結
果
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
開
催
で
き
る
、
ｗ
ｅ
ｂ
形
式
で
の
研
修
会
の
提
案

を
行
い
、
各
校
の
事
務
長
よ
り
開
催
の
合
意
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

四
中
高
研
修
会
開
催
に
向
け
て

　
二
〇
一
九
年
の
研
修
会
で
は
女
子

中
高
が
当
番
校
と
な
り
『
教
職
協
働

に
よ
る
「
働
き
方
改
革
」』
を
テ
ー

マ
に
研
修
を
行
い
、
学
校
の
課
題
を

教
員
と
職
員
が
共
に
解
決
す
る
必
要

性
を
感
じ
ま
し
た
。
研
修
後
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
教
員
と
職
員
の
情
報

共
有
が
疎
か
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

意
見
が
あ
り
、
二
〇
二
一
年
は
こ
の

テ
ー
マ
で
い
こ
う
と
考
え
ま
し
た
。

　
次
に
講
師
を
誰
に
依
頼
す
る
か
で

香
里
中
学
校
・
高
等
学
校 

専
任
職
員　

高た
か

田だ

幸ゆ
き

朗お

学
校
法
人
同
志
社
内
中
高
職
員
合
同
ｗ
ｅ
ｂ
研
修
会
を
企
画
し
て

第9回法人内中高職員合同研修会
同志社香里中学校・高等学校のまとめ

香里の理想：「限られた時間内に対内外の業務を適格に遂行する」

2021年9月22日 13:45～14:50
グループワーク参加者：内山・荻野・田村・吉本・高田

司会：高田 書記：田村・吉本 資料作成：田村・吉本・高田

対外的な対応を常に行える体制

通常時→スムーズに対応
イレギュラーな事態→方針を共有できて対応できる。過去の事例の蓄積時間の無駄を省く

（資料の整理、Q&A、マニュアル）

情報共有を行い、外部に対応。
全員がある程度対応できる限られた時間、財源ででき

るだけミスなく結果を出す

書類

•ペーパーレス化：紙の削減・不要書類の廃棄等、データ化、必要なものを厳選
効果：集中できる、紛失の心配がなくなる、最新の情報を共有できる

連絡
•メール・回覧板・個別の連絡をなくす：Teamsなどにする、相互の情報共有を行う（優先度
通知機能を活用し必要な情報を確認、応答アイコンなどを使用）
効果：相互の確認（閲覧したかどうか等）ができる、漏れや行き違いがなくなる

教職員の所在確認・電話の取次ぎ業務
•教員の所在確認の手間をなくす、各教職員へ個別携帯貸与、直通電話を整備
効果：確認時間が削減でき、業務に集中できる

資料・データの保存の手間
•重複保管をなくす、置き場所の共有、情報の保管場所を集約する
効果：無駄な検索、省スペース化

マニュアル
•事務室内・教職員全体で共有するマニュアルの整備・書式の統一、保存場所の統一、現状に即し
た内容にする、情報をカテゴリー化し、カテゴリー内ではオープン
効果：問い合わせの削減、最新の情報を共有できる

スケジュール
•各教職員の予定、行事予定、工事予定、施設の使用状況、備品の使用状況を共有
効果：教職員の連携がとりやすい、備品の発注時期がわかる

資料の保存場所
•書類の置き場所の統一（担当者によって置く場所が異なるため）、空間の共有
効果：資料探しの手間を削減

FAQや担当毎の職務アドレスを作成
•データベース化する（電話問い合わせ履歴、工事履歴等）、各係のFAQを1箇所へ集約する
効果：引継ぎ後でも、過去の流れが分かる

Ａ 情報共有を行う上で何を「なくす」「へらす」
と幸せになるか

Ｂ どういった情報を「共有」「オープン」にすると、
今よりよくなるか

第9回法人内中高職員合同研修会グループ
ワーク（香里中高）
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同
志
社
　
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ

す
が
、
予
算
は
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
前
任
の
担
当
者
か
ら
は
「
研
修
を

企
画
す
る
の
で
あ
れ
ば
自
分
の
興
味
が
あ
る
テ
ー
マ
が
楽
し
い
よ
」
と
聞

い
て
い
た
の
で
、
個
人
的
に
関
心
の
あ
り
ま
し
た
サ
イ
ボ
ウ
ズ
株
式
会
社

（
以
下
、
サ
イ
ボ
ウ
ズ
）
に
相
談
を
持
ち
か
け
ま
し
た
。
サ
イ
ボ
ウ
ズ
と

い
え
ば
コ
ロ
ナ
禍
の
Ｃ
Ｍ
で
も
話
題
と
な
り
、「
百
人
い
た
ら
百
通
り
の

働
き
方
」
の
考
え
の
も
と
、
社
員
そ
れ
ぞ
れ
が
望
む
働
き
方
の
実
現
に
向

け
、
一
目
置
か
れ
る
改
革
を
行
っ
て
い
る
Ｉ
Ｔ
企
業
で
す
。
無
理
を
承
知

で
の
依
頼
で
し
た
が
、
サ
イ
ボ
ウ
ズ
　
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
総
研
　
シ
ニ
ア
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
な
か
む
ら
様
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、

予
算
内
で
講
師
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
二
〇
二
一
年
五
月
下
旬
、
四
中
高
研
修
会
の
研
修
委
員
の
顔
合
わ
せ
も

兼
ね
て
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
会
議
を
開
き
、
研
修
会
の
原
案
を
報
告
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。
例
年
の
よ
う
に
一
同
に
介
す
る
研
修
会
を

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
行
う
こ
と
も
検
討
し
ま
し
た
が
、「
全
職
員
が
研
修
会
に
参

加
し
、意
識
を
共
有
さ
せ
た
上
で
業
務
へ
の
導
入
、効
率
化
を
図
り
た
い
」

と
考
え
て
い
た
た
め
、
研
修
動
画
の
視
聴
期
間
を
設
け
て
、
業
務
時
間
内

に
各
自
で
研
修
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
こ
の
考
え
に
至
っ
た
経
緯

は
、
毎
年
、
学
校
の
業
務
等
で
ど
う
し
て

も
参
加
で
き
な
い
職
員
が
一
定
数
い
る
こ

と
を
前
回
の
研
修
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

認
識
し
て
い
た
た
め
で
す
。

　
ｗ
ｅ
ｂ
研
修
会
に
し
た
こ
と
で
思
わ
ぬ

副
産
物
も
あ
り
ま
し
た
。
例
年
で
あ
れ
ば
、

五
月
の
時
点
で
場
所
の
確
保
や
日
程
調
整

を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

ｗ
ｅ
ｂ
形
式
の
た
め
、
研
修
内
容
に
じ
っ

く
り
と
時
間
を
費
や
す
こ
と
が
で
き
た
の

で
す
。
ま
た
、
研
修
会
は
例
年
、
土
曜
日

に
開
催
し
て
い
た
た
め
振
替
休
日
が
発
生

し
て
い
ま
し
た
が
、
削
減
す
る
こ
と
に
も

繋
が
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
研
修
委
員
と
講
師
の
な
か
む
ら
様
と
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
、

次
の
よ
う
な
概
要
と
な
り
、
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

四
中
高
研
修
概
要

・
総
長
・
理
事
長
、
法
人
事
務
部
長
、
当
番
校
事
務
長
挨
拶 

動
画
配
信 

・�「
組
織
に
必
要
な
情
報
共
有
の
コ
ツ
」 

講
演
者
：
サ
イ
ボ
ウ
ズ
株
式
会

社 

な
か
む
ら
様
　
動
画
配
信

・�

各
校
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
・
発
表
ま
と
め
　
九
月
に
各
校
で
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
・
ま
と
め

・
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
　
十
月

・
講
演
者
コ
メ
ン
ト
　
十
一
月

研
修
会
を
終
え
て

　
研
修
会
が
始
ま
る
ま
で
は
、
研
修
動
画
の
内
容
が
職
員
の
ニ
ー
ズ
に
合

っ
て
い
る
か
不
安
を
抱
い
て
い
ま
し
た
が
、
回
収
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

は
概
ね
合
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
な
意
見
と
し
て
は
、「
自
分
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
研
修
動
画
を
視
聴
す

る
こ
と
が
で
き
る
」、「
普
段
か
ら
考
え
て
い
る
問
題
点
を
同
じ
職
場
の
職

員
と
共
有
で
き
た
」
等
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
一
方
、
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
意
見
と
し
て
は
、「
中
高
職
員
間
の
交
流
と
い
う
観
点
か
ら
は
、

例
年
に
劣
る
」
や
「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
を
ど
の

よ
う
に
解
決
し
て
い
く
か
ま
で
道
筋
を
立
て
る
べ
き
」
等
で
す
。
研
修
会

は
無
事
終
わ
り
ま
し
が
、
課
題
も
残
る
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ｗ
ｅ
ｂ
形
式
で
の
四
中
高
研
修
会
は
初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、
各
校

の
事
務
長
や
研
修
委
員
の
ご
協
力
の
も
と
、
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
は
ま

だ
続
き
そ
う
で
す
が
、
ど
う
す
れ
ば
よ
り
良
い
職
場
環
境
を
整
え
る
こ
と

が
で
き
る
か
、
研
修
会
で
得
た
ア
イ
デ
ア
を
継
続
的
に
議
論
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

サイボウズの多様な働き方
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第
一
四
六
回
同
志
社
大
学
全
学
Ｅ
Ｖ
Ｅ
実
行
委
員
会 

委
員
長　

神
崎
龍
太

第
一
四
六
回
同
志
社
Ｅ
Ｖ
Ｅ

　
二
〇
二
一
年
十
一
月
二
十
六
日
（
金
）
～
二
十
八
日
（
日
）
に
屋
内
無

観
客
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
並
行
に
よ
る
第
一
四
六
回
同
志
社
Ｅ
Ｖ
Ｅ
を
開
催
。

今
年
度
の
同
志
社
Ｅ
Ｖ
Ｅ
の
テ
ー
マ
は
「
青
春
奪
還
」
に
定
め
ま
し
た
。

こ
の
テ
ー
マ
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た

青
春
を
、
同
志
社
Ｅ
Ｖ
Ｅ
を
通
し
て
取
り
戻
し
て
ほ
し
い
と
い
う
想
い
を

込
め
、
決
定
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
大
学
生
活
も

私
生
活
も
一
変
。
友
人
と
遊
び
に
行
け
な
い
だ
け
で
な
く
、
今
ま
で
の
よ

う
に
大
学
に
入
構
す
る
こ
と
す
ら
出
来
な
い
。
こ
の
時
、
自
分
た
ち
の
暮

ら
し
は
ど
こ
か
不
完
全
燃
焼
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
大
学
生
も
高
校
生
も

同
じ
で
、「
引
退
試
合
、
引
退
ラ
イ
ブ
が
無
く
な
っ
た
」
と
い
う
の
は
よ

く
耳
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
な
ら
ば
、
失
わ
れ
た
青
春
の
ひ
と
と
き
を
、
同

志
社
Ｅ
Ｖ
Ｅ
を
通
し
て
取
り
戻
し
て
ほ
し
い
。
こ
の
想
い
か
ら
「
青
春
奪

還
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
行
き
着
い
た
の
で
す
。

　
大
学
に
ス
テ
ー
ジ
を
設
け
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
す
る
同
志
社
Ｅ
Ｖ
Ｅ
の

舞
台
は
、
団
体
内
で
の
発
表
と
は
意
味
合
い
が
大
き
く
異
な
る
と
参
加
団

体
の
方
か
ら
聞
い
て
い
ま
し
た
。
昨
年
、
引
退
ラ
イ
ブ
や
同
志
社
Ｅ
Ｖ
Ｅ

で
発
表
で
き
な
か
っ
た
分
、
無
観
客
で
あ
っ
て
も
自
分
た
ち
が
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
行
い
、
そ
し
て
発
信
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
終
え
、
満
足
気
な
雰
囲
気
の
参
加
団
体
の
人
た
ち
を

見
て
、
嬉
し
さ
を
覚
え
ま
し
た
。
演
奏
や
ダ
ン
ス
を
見
て
い
る
と
、
発
表

者
た
ち
の
今
ま
で
の
練
習
風
景
な
ど
が
浮
か
び
、
発
表
の
瞬
間
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
Ｅ
Ｖ
Ｅ
を
迎
え
る
ま
で
の
日
々
こ
そ
が
彼
ら
の
青
春
な
の
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
時
、
同
志
社
Ｅ
Ｖ
Ｅ
が
彼
ら
の
青
春
の
一
部
に
な

れ
た
の
だ
と
実
感
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
開
催
で
こ
だ
わ
っ
た
こ
と
は
「
参
加
団
体
の
満
足
度
を
高
め
る

こ
と
」
で
す
。
同
志
社
Ｅ
Ｖ
Ｅ
が
多
く
の
団
体
に
と
っ
て
の
活
動
の
発
露

の
場
に
な
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
以
前
の
よ
う
に
出
店
を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

参
加
団
体
数
を
求
め
る
の
は
難
し
い
。
参
加
し
て
く
れ
る
人
た
ち
に
と
っ

て
特
別
な
ス
テ
ー
ジ
を
創
ろ
う
と
、
話
し
合
い
を
通
し
て
参
加
団
体
の
理

想
を
形
に
で
き
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。

　
昨
年
と
大
き
く
異
な
る
の
は
Ｅ
Ｖ
Ｅ
開
催
期
間
に
大
学
内
で
活
動
で
き

た
こ
と
で
す
。
昨
年
は
動
画
を
配
信
す
る
の
み
だ
っ
た
た
め
団
体
員
も
Ｅ

Ｖ
Ｅ
実
メ
ン
バ
ー
も
各
自
自
宅
で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
今
年
は
大
学
構
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同
志
社
　
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ

内
で
活
動
を
す
る
こ
と
で
、
従
来
の
同
志
社
Ｅ
Ｖ
Ｅ
を
知
ら
な
い
一
、二

年
次
生
に
少
し
だ
け
で
す
が
Ｅ
Ｖ
Ｅ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
ま
ま
消
え
去
っ
て
し
ま
い
そ
う
だ
っ
た
創
立
記
念
行
事
の
同
志

社
Ｅ
Ｖ
Ｅ
を
未
来
に
継
ぐ
こ
と
が
出
来
た
の
は
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ス
テ
ー
ジ
を
作
り
上
げ
る
う
え
で
は
、
昨
年
か
ら
の
引
き
継
ぎ
が
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
Ｅ
Ｖ
Ｅ
実
と
団
体
が
協
力
し
、
二
人
三
脚
で
作
り
上
げ
た

ス
テ
ー
ジ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
団
体
と
Ｅ
Ｖ
Ｅ
実
が
手
を
取
り
合
う
姿

に
は
感
動
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
多
く
の
反
省
点
も
見
つ
か
り
ま
し
た
。
初
の
試
み
で
準
備
段

階
で
は
う
ま
く
い
っ
て
い
た
配
信
が
本
番
で
は
ネ
ッ
ト
接
続
が
途
切
れ
る

こ
と
が
続
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
開
催
形
態
と
ル
ー
ル
を
変
更
し
た
こ
と
を
丁
寧
に
説
明
し
た
つ
も

り
で
し
た
が
、
い
き
わ
た
っ
て
い
な
い
こ
と
で
は
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い

ま
し
た
。
ま
た
、
し
っ
か
り
と
大
学
側
と
協
議
し
、
他
の
イ
ベ
ン
ト
を
参

考
に
し
た
結
果
、
関
係
者
以
外
の
立
ち
入
り
を
認
め
な
い
形
で
の
開
催
を

選
ば
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
有
観
客
で
の
開
催
が
出
来
な
か
っ
た

こ
と
は
一
番
の
ダ
メ
ー
ジ
で
し
た
。
人
数
制
限
や
事
前
予
約
制
な
ど
の
方

法
を
用
い
て
、
有
観
客
で
の
開
催
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、

生
で
見
る
の
と
画
面
越
し
に
見
る
ス
テ
ー
ジ
上
の
彼
ら
の
姿
は
や
は
り
違

う
か
ら
で
す
。
生
で
初
め
て
わ
か
る
迫
力
や
感
動
を
多
く
の
方
々
に
見
て

も
ら
い
た
か
っ
た
で
す
。

　
大
学
に
学
生
が
集
い
全
力
で
楽
し
め
る
同
志
社
Ｅ
Ｖ
Ｅ
が
い
つ
の
日
か

戻
っ
て
き
て
ほ
し
い
と
願
う
と
と
も
に
、
今
回
の
経
験
で
得
た
配
信
や
オ

ン
ラ
イ
ン
企
画
も
継
続
し
て
行
い
、
コ
ロ
ナ
以
前
よ
り
も
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

し
た
同
志
社
Ｅ
Ｖ
Ｅ
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

良心館階段装飾
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二
〇
二
一
年
に
同
志
社
国
際
学
院
（
通
称
Ｄ
Ｉ
Ａ
）
は
、
創
立
一
〇
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
祝
い
、
十
一
月
十
九
日
に
は
同
学
院
内

の
チ
ャ
ペ
ル
で
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
一
部　
記
念
礼
拝

　
西
村
孝
次
教
頭
司
会
の
も
と
、
Ｄ
Ｉ
Ａ
有
志
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
演
奏
で
式
典
の
幕
が
開
け
ま
し
た
。

　
一
同
が
最
初
に
歌
っ
た
讃
美
歌
は
「O
ur Father
」
で
、
こ
れ
は
日

本
語
の
「
主
の
祈
り
」（
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
人
々
に
教
え
ら
れ
た
と

聖
書
に
記
さ
れ
て
い
る
祈
り
）
に
初
代
音
楽
教
員
が
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
付
け

た
も
の
で
す
。
今
も
礼
拝
時
に
ず
っ
と
歌
い
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
校
長
の
式
辞
を
始
め
、
総
長
・
理
事
長
、
大
学
長
、
き
ず
な
会
（
保
護

者
の
会
）
会
長
と
全
て
の
来
賓
が
日
英
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
で
祝
辞
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　
祝
辞
の
後
は
作
詞
が
初
代
校
長
、
作
曲
が
著
名
な
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
で
あ
る
小
椋
　
佳
氏
と
い
う
豪
華
な
校
歌
を
、D

iam
ond 

C
hoir

（
保
護
者
の
ゴ
ス
ペ
ル
合
唱
団
）
の
皆
さ
ん
が
歌
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　
依
然
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
讃
美
歌
以
外
の
楽
曲
は
全
て
音
源
を
用
い
て

の
参
加
で
し
た
が
、
こ
の
式
典
を
覚
え
て
多
く
の
方
々
が
ご
協
力
く
だ
さ

っ
た
こ
と
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第
二
部　
講
演
会

　
式
典
の
後
半
は
、
元
プ
ロ
野
球
選
手
の
藤
川
球
児
氏
と
、
藤
川
氏
の
大

リ
ー
グ
時
代
に
通
訳
を
務
め
て
お
ら
れ
た
新
川
諒
氏
に
よ
る
講
演
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
藤
川
氏
は
本
校
卒
業
生
の
保
護
者
で
あ
り
、
新
川
氏
は
同

志
社
国
際
中
学
・
高
等
学
校
ご
出
身
で
す
。

　
お
二
人
が
登
場
す
る
と
一
瞬
、
会
場
は
興
奮
の
渦
に
巻
か
れ
ま
し
た
が
、

講
演
が
始
ま
る
と
す
ぐ
に
子
ど
も
た
ち
は
緊
張
し
た
面
持
ち
で
姿
勢
を
正

し
ま
し
た
。

壮
大
な
「
夢
」
を

　
ま
ず
は
藤
川
氏
か
ら
、「
夢
」
を
テ
ー
マ
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
皆
さ
ん
、
自
分
の
名
前
を
大
事
に
し
て
く
だ
さ
い
。
僕
も
自
分
の
名
前

の
『
球
児
』
の
通
り
、
子
ど
も
の
頃
の
夢
は
野
球
選
手
で
し
た
。」

国
際
学
院
チ
ャ
プ
レ
ン
・
初
等
部
宗
教
科 

教
諭
　
石い

し

川か
わ

眞ま

弓ゆ
み

同
志
社
国
際
学
院
一
〇
周
年
記
念
式
典
報
告

当日のプログラム表紙に採
用された絵は、卒業生の保
護者が制作したものです。
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同
志
社
　
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ

新
監
督
は
、
Ｄ
Ｉ
Ａ
と
イ
メ
ー
ジ
が
重
な
る
。
み
ん
な
も
新
し
い
風
を
吹

か
せ
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
。」

と
、
最
近
話
題
の
ニ
ュ
ー
ス
も
取
り
上
げ
て
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。
き
っ

と
子
ど
も
た
ち
も
、
こ
の
学
校
に
い
る
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
た
に
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

　
続
い
て
藤
川
氏
は
お
話
の
中
で
、
夢
を
叶
え
る
た
め
に
必
要
な
事
柄
を

考
え
、
そ
れ
に
向
け
て
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
の
大
切
さ
を
強
調
さ

れ
ま
し
た
。

　
新
川
氏
は
、
同
志
社
国
際
中
高
在
校
時
代
に
「
責
任
あ
る
自
由
。」
と

い
つ
も
言
わ
れ
た
こ
と
が
脳
裏
に
刻
ま
れ
、
今
の
仕
事
に
も
繋
が
っ
て
い

る
こ
と
、
藤
川
氏
の
大
リ
ー
グ
時
代
に
通
訳
を
さ
れ
た
経
験
か
ら
「
選
手

で
な
く
て
も
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
仕
事
が
で
き
る
。」
こ
と
を
、
子
ど
も

た
ち
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

優
し
い
大
人
に

　
講
演
会
の
後
半
は
、
藤
川
・
新
川
両
氏
の
掛
け
合
い
で
お
話
が
進
ん
で

い
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
質
問
を
中
心
に
お
二
人
の
経
験
を
語

っ
て
い
た
だ
い
た
ひ
と
時
は
、本
校
に
と
っ
て
珠
玉
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
の
夢
を
尋
ね
ら
れ
、
藤
川
氏
は
次
の
よ
う
に
答
え
ら
れ
ま
し
た
。

　「
七
〇
歳
に
な
っ
た
時
の
自
分
を
考
え
る
こ
と
で
す
。
小
学
校
か
ら

四
〇
歳
ま
で
は
野
球
選
手
と
し
て
過
ご
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
三
〇
年
は
、

世
の
中
や
家
族
に
対
し
て
お
返
し
を
し
て
い
く
期
間
で
す
。」

　
講
演
の
最
初
に
「
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
経
験
し
て
、
優
し
い
大
人
に
な

っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
言
葉
を
思
い
出
し
、
深
く
頷
い
た

次
第
で
し
た
。

　「『
目
標
』
は
、
例
え
ば
目
の
前
の
試
験
な
ど
に
向
け
て
が
ん
ば
る
こ
と

で
、『
夢
』の
手
前
で
叶
え
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
。
そ
れ
に
対
し
て『
夢
』

は
、手
の
届
か
な
い
よ
う
な
遠
い
と
こ
ろ
に
目
標
を
掲
げ
る
こ
と
で
す
。」

　「『
夢
』
が
叶
う
の
は
、
不
幸
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
叶
っ
た
と
た
ん
、

『
夢
』
は
終
わ
っ
て
現
実
に
な
る
か
ら
。
現
実
は
結
構
苦
し
い
で
す
よ
。

で
も
そ
れ
な
ら
、
今
度
は
ま
た
別
の
『
夢
』
を
作
っ
て
追
い
か
け
れ
ば
い

い
。
君
た
ち
に
は
、
で
き
る
だ
け
壮
大
な
『
夢
』
を
持
っ
て
ほ
し
い
。」

　
藤
川
氏
は
ご
自
身
の
経
験
と
重
ね
て
、
ど
の
よ
う
に
壮
大
な
夢
を
実
現

す
れ
ば
よ
い
か
を
わ
か
り
や
す
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

　「
夢
の
無
い
人
は
、
ま
ず
は
探
す
こ
と
か
ら
始
め
て
く
だ
さ
い
。
Ｕ
Ｓ�

Ｊ
に
行
く
時
は
、
ど
ん
な
方
法
で
行
く
か
調
べ
る
よ
ね
。
そ
れ
と
同
じ
こ

と
。」

　「
次
は
現
地
に
行
っ
て
み
る
こ
と
。
行
っ
た
所
が
職
場
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
。
僕
は
高
知
か
ら
初
め
て
甲
子
園
に
来
た
が
、
そ
こ
が
職
場
に
な

っ
た
。
日
本
の
野
球
が
世
界
一
だ
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
二
〇
〇
六
年
の

Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
た
際
、
こ
こ
で
仕
事
し
た
い
な
あ
、
と
思
っ

た
。
そ
う
し
た
ら
、
そ
の
夢
が
叶
っ
た
。
自
分
の
好
き
な
も
の
、
得
意
な

も
の
は
、
自
分
が
決
め

ら
れ
る
ん
だ
よ
。
君
た

ち
は
そ
の
た
め
に
今
、

学
校
に
い
る
ん
だ
よ
。」

　
熱
く
語
る
藤
川
氏
の

講
演
に
、
子
ど
も
た
ち

は
目
を
輝
か
せ
て
聞
き

入
り
ま
し
た
。

　
Ｄ
Ｉ
Ａ
に
関
し
て
は
、

　「
こ
の
学
校
に
入
れ

て
く
れ
た
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
の
気
持
ち
を

考
え
て
み
て
ほ
し
い
。」

　「
日
本
ハ
ム
の
新
庄

「今は、70歳の自分の姿を思い浮かべる。今後の人
生は、世の中や家族へのお返しです。」（藤川氏）

「辛い時でも、これが将来面白い話になる、という
視点が大事です。」（新川氏）
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一
：�

は
じ
め
に
　
同
志
社
女
子
大
学
に
お
け
る�

�

北
海
道
の
地
域
連
携
学
習

　
ラ
ベ
ン
ダ
ー
や
﹃
北
の
国
か
ら
﹄
と
い
っ
た
ド
ラ
マ
の
舞
台
な
ど
、
新

し
い
観
光
資
源
を
持
続
的
に
生
み
出
し
て
き
た
富
良
野
。
一
九
七
〇
年
代

ま
で
は
人
々
が
そ
の
名
を
知
る
こ
と
も
少
な
か
っ
た
富
良
野
は
、
現
在
で

は
地
域
ブ
ラ
ン
ド
調
査
で
全
国
第
一
〇
位
（
二
〇
二
一
年
）
と
日
本
を
代

表
す
る
観
光
地
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
の
先
進
的
な
地
域

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
そ
の
観
光
資
源
の
多
く
が
地
域

住
民
自
身
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
、「
地
域

力
」
が
地
域
の
魅
力
と
な
り
、
持
続
的
に
富
良
野
地
域
に
人
々
が
魅
せ
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
富
良
野
で
、
大
学
生
の
視
点
か
ら
ま
ち
づ
く
り
を
学
習
し
、

学
び
の
成
果
を
地
域
の
方
々
と
交
流
し
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
念
頭
に
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
同
志
社
女
子
大
学
現
代
社
会
学
部

社
会
シ
ス
テ
ム
学
科
で
始
ま
っ
た
地
域
連
携
型
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

本
学
科
で
は
設
立
以
来
、
実
際
の
社
会
で
学
ぶ
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
重

視
し
、
ま
ち
づ
く
り
や
ビ
ジ
ネ
ス
、
福
祉
や
法
律
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
分

野
か
ら
実
践
的
な
学
び
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
ご
紹
介
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
そ
の
一
つ
で
、
観
光
を
切
り
口
と
し
な
が
ら
も
、
高
齢
化
や
環

境
問
題
な
ど
様
々
な
地
域
課
題
に
つ
い
て
取
り
組
む
授
業
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
」
と
し
て
、
一
五
名
の
学
生
が
約
一
〇
日
間
の
現

地
学
習
を
中
心
と
す
る
通
年
授
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

二
：�

あ
た
ら
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
要
素
―�

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
ま
な
び

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
当
初
は
日
本
に
お
け
る
ラ
ベ
ン
ダ
ー
観
光
の

嚆
矢
で
あ
る
フ
ァ
ー
ム
富
田
（
中
富
良
野
町
）
や
、
脚
本
家
倉
本
聰
氏
の

『
北
の
国
か
ら
』
に
代
表
さ
れ
る
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
現
場
を
は
じ
め
と
し
た

「
聖
地
巡
礼
」
と
し
て
の
フ
ィ
ル
ム
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
、
観
光
面
で
の
学

習
を
中
心
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
富
良
野
地
域
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
第
一
号
も
こ
の
地
で
あ
る
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
住

民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
点
で
も
先
駆
的
な
場
所
で
す
。
そ
う
し
た

点
に
注
目
し
、
か
つ
地
域
の
方
々
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
地
域
と
連
携
し

た
様
々
な
学
び
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
め
て
き
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
例
を
挙
げ
る
と
、
東
京
大
学
北
海
道
演
習
林
に
お
け
る
学
び
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
富
良
野
に
お
い
て
は
、
東
京
大
学
演
習
林
の
国
有
林
払

い
下
げ
に
よ
り
、
地
域
開
発
が
行
わ
れ
て
き
た
歴
史
を
有
し
て
お
り
、
演

女
子
大
学 

現
代
社
会
学
部
社
会
シ
ス
テ
ム
学
科 

教
授　

天あ
ま

野の

太た

郎ろ
う

北
海
道
富
良
野
に
お
け
る
地
域
連
携
型
学
習
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習
林
に
お
け
る
持
続
可
能
な
森
林
資
源
の

保
全
と
活
用
事
例
や
生
物
多
様
性
に
つ
い

て
学
習
し
て
き
ま
し
た
（
写
真
１
）。
ま
た
、

観
光
資
源
に
つ
い
て
も
、
地
域
住
民
の
ア

イ
デ
ア
か
ら
持
続
的
に
新
し
い
観
光
資
源

を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
食
材
を

活
か
し
た
「
富
良
野
オ
ム
カ
レ
ー
」
に
は

地
元
の
高
校
生
が
参
画
す
る
な
ど
、
多
世

代
に
わ
た
る
住
民
が
主
体
的
に
地
域
の
魅

力
を
持
続
的
に
創
出
し
て
き
て
お
り
、
農

林
水
産
省
大
臣
賞
受
賞
（
二
〇
一
六
年
）

な
ど
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
そ
う

し
た
地
域
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
本
学
学

生
も
現
地
で
参
画
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
京
都
に
招
待
し
本
学
の
学
祭
で
も
大

学
生
・
高
校
生
が
協
同
で
発
信
す
る
学
び

も
実
践
し
て
き
ま
し
た
（
写
真
２
）。

三
：
地
域
と
の
交
流
と
学
習
成
果
の
発
信

　
こ
の
授
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
最
も
重
視
し
て
き
た
点
は
、
地
域
社

会
と
の
交
流
と
、
学
生
が
思
考
し
た
成
果
を
発
信
し
、
双
方
向
型
の
交
流

を
展
開
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
た
観
光
や
、

廃
校
後
の
小
学
校
の
活
用
方
法
な
ど
地
域
行
政
へ
の
具
体
的
な
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
学
生
の
「
顔
」
の
見
え
に
く
い
レ
ポ
ー
ト
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
市
政
や
観
光
産
業
に
関
わ
る
方
々
の
み
な
ら
ず
、
広
く
一

般
市
民
の
方
々
に
も
市
民
会
館
や
市
街
地
中
心
部
の
商
業
施
設
な
ど
の
オ

ー
プ
ン
な
場
で
報
告
会
を
開
催
し
、
さ
ら
に
は
ラ
ジ
オ
番
組
に
て
、
学
生

た
ち
の
生
の
声
を
編
集
・
発
信
す
る
番
組

制
作
も
行
っ
て
き
ま
し
た
（
写
真
３
・
４
）。

学
生
た
ち
の
若
く
し
な
や
か
な
着
眼
点
は

地
域
の
方
々
に
と
っ
て
新
鮮
な
も
の
と
し

て
、
か
つ
大
学
生
の
受
け
止
め
方
を
知
っ

て
い
た
だ
く
良
い
機
会
に
な
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
特
に
中
富
良
野
町
で
は
、

町
長
、
町
議
会
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
に

提
言
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
近
年
話
題
と

な
っ
て
い
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
政
策
の

中
に
も
大
学
の
存
在
を
反
映
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
二
〇
二
〇
・

二
一
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
学
生
の
現

地
訪
問
は
叶
わ
な
か
っ
た
も
の
の
、
リ
モ

ー
ト
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
や
学

生
の
学
び
の
発
信
な
ど
、
諸
制
約
の
中
で

新
し
い
形
で
の
学
び
の
か
た
ち
も
実
践
し

て
き
て
い
ま
す
。

　
観
光
地
域
と
い
う
京
都
と
の
共
通
性
を

持
ち
つ
つ
も
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
関
す
る
課
題
や
、
急
速
に
進
行

す
る
少
子
高
齢
化
に
つ
い
て
も
、
富
良
野
地
域
は
京
都
よ
り
も
一
歩
先
に

こ
の
危
機
に
直
面
し
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
二
〇
一
七
年
度
の
国
土
交
通

省
ま
ち
づ
く
り
大
賞
に
選
ば
れ
て
き
た
よ
う
に
、
富
良
野
は
ま
ち
づ
く
り

と
い
う
意
味
に
お
い
て
も
先
進
的
な
取
り
組
み
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
地
域
の
諸
課
題
を
大
学
生
が
住
民
と
共
に
考
え
、
地
域
社
会
と

交
流
し
学
び
合
う
こ
と
が
で
き
る
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

一
六
年
間
に
わ
た
っ
て
蓄
積
し
て
き
た
学
び
の
バ
ト
ン
を
繋
ぎ
な
が
ら
、

持
続
的
な
地
域
連
携
型
の
教
育
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（写真１）東京大学演習林での自然
学習

（写真２）学園祭での高校生・大
学生協同での食文化の発信

（写真３）地域課題についての学
生の提案会

（写真４）ラジオを通した学習成
果の報告
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は
じ
め
に

　
二
〇
二
一
年
度
か
ら
の
新
し
い
中
学
校
学
習
指
導
要
領
の
実
施
に
合
わ

せ
て
、
本
校
で
も
中
学
一
年
生
に
お
い
て
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
の
授
業
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
英
語
科
で
は
新
た
に
、
週
一
時
間
「
英
語
ス
ピ
ー

キ
ン
グ
（
以
下
、
英
語
Ｓ
）」
の
授
業
が
新
設
さ
れ
、
日
本
人
教
員
と
英

語
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
教
員
の
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
進
め

て
い
ま
す
。
そ
の
名
が
示
す
と
お
り
、
こ
の
授
業
で
は
英
語
を
話
す
（
や

り
と
り
・
発
表
）
力
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
評
価
は
、

主
に
提
出
物
と
定
期
試
験
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
行
う
発
表
や
実
技

テ
ス
ト
を
も
と
に
し
て
つ
け
て
い
ま
す
。
本
稿
で
は
こ
の
英
語
Ｓ
の
授
業

で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
二
つ
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Q
 and A

練
習
（「
や
り
と
り
」
の
活
動
）

　
英
語
で
や
り
と
り
す
る
力
を
育
成
す
る
活
動
と
し
て
、
英
語
Ｓ
の
授
業

で
はQ

 and A

の
活
動
に
以
下
の
よ
う
な
流
れ
で
段
階
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

一
．
疑
問
文
に
一
文
で
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

二
．�

疑
問
文
に
新
し
い
情
報
を
付
け
足
し
て
二
文
で
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

三
．�

疑
問
文
に
二
文
で
答
え
た
後
、
関
連
す
る
質
問
を
相
手
に
返
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る

　
練
習
に
使
用
す
る
疑
問
文
は
定

期
試
験
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
変
え
、

既
習
の
内
容
と
そ
の
時
点
で
学
習

し
て
い
る
内
容
の
両
方
が
練
習
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

よ
り
自
然
な
や
り
と
り
に
な
る
よ

う
に
、
相
手
の
言
っ
た
こ
と
に
反

応
す
る
た
め
の
表
現
（I see. / I 

think so too. / I didn't know
 

that.

な
ど
）
や
、
つ
な
ぎ
言
葉

（W
ell, / Let' see, / Y

ou know
,

な
ど
）
も
紹
介
し
、
積
極
的
に
使

用
す
る
よ
う
に
促
し
て
い
ま
す
。

　
二
学
期
に
は
、Q

 and A

の
口
頭
面
接
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
テ

ス
ト
で
は
、
緊
張
の
せ
い
も
あ
っ
て
か
、
多
少
の
間
違
い
は
見
ら
れ
た
も

の
の
、
各
自
で
練
習
に
き
ち
ん
と
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
生
徒
が
多

か
っ
た
で
す
。

　
ま
た
、
こ
のQ

 and A

の
練
習
を
発
展
さ
せ
る
形
で
一
分
間
会
話
を
続

け
る
練
習
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
練
習
に
取
り
組
む
際
に
は
、

女
子
中
学
校
・
高
等
学
校 

教
諭　

市い
ち

川か
わ

良り
ょ
う

大た

「
英
語
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
」に
お
け
る
授
業
実
践
報
告

Q and A練習のプリント
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「
完
璧
な
英
語
で
あ
る
必
要
は
な
い
の
で
、
安
易
に
日
本
語
に
逃
げ
ず
、

片
言
で
も
英
語
で
や
り
と
り
を
続
け
よ
う
と
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
指
導

し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
会
話
を
う
ま
く
続
け
る
た
め
に
必
要
な
英
語
の

知
識
そ
の
も
の
が
不
足
し
て
お
り
、
ど
の
生
徒
も
会
話
を
続
け
る
の
に
苦

労
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
が
、
ま
ず
は
英
語
で
や
り
と
り
す
る
楽
し
さ

や
伝
わ
っ
た
と
き
の
喜
び
を
体
感
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

ス
ピ
ー
チ
（「
発
表
」
の
活
動
）

　
英
語
Ｓ
の
授
業
は
、
一
人
一
台
持
っ
て
い
る
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
も
活
用
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
口
頭
練
習
を
通
し
て
学
習
内
容
の
定
着
を
図
り
、
運
用
能
力
を

高
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
一
学
期
期
末
と
二
学
期
期
末
は
そ
の

ま
と
め
の
活
動
と
し
て
、
以
下
の
手
順
で
ス
ピ
ー
チ
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
．
提
示
さ
れ
た
条
件
に
合
わ
せ
て
ス
ピ
ー
チ
原
稿
を
作
成
す
る

例
）
二
学
期
期
末
ス
ピ
ー
チ
の
場
合

　
次
の
一
）
～
三
）
の
条
件
に
合
う
よ
う
に
十
～
十
二
文
で
ス
ピ
ー
チ
の
原
稿
を
作
る
こ
と
。

　〈
条
件
〉

　
一
）．�

自
分
以
外
の
他
者
（
家
族
・
友
人
・
有
名
人
な
ど
）
に
つ
い
て
写
真
や
イ
ラ
ス
ト

を
見
せ
な
が
ら
紹
介
。�

�

※
三
単
現
の
ｓ
を
使
用
し
た
文
を
必
ず
入
れ
る
こ
と
。

　
二
）．�

一
の
人
物
に
関
係
の
あ
る
過
去
の
出
来
事
に
つ
い
て
過
去
形
を
使
用
し
て
紹
介
、
感

想
も
あ
る
と
よ
い
。

　
三
）．�

二
）．
の
出
来
事
に
関
係
す
る
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
示
し
、現
在
進
行
形
を
使
用
し
て
、

何
を
し
て
い
る
場
面
か
を
説
明
す
る
。

　
二
．�

日
本
人
教
員
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
員
の
両
方
で
ス
ピ
ー
チ
原
稿
を
添

削
す
る

　
三
．�

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ
のK

eynote

を
使
っ
て
、

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
で
発
表
ス
ラ
イ
ド
を
作
成
す
る

　
四
．�

四
人
グ
ル
ー
プ
で
ス
ピ
ー
チ
発
表
を
行
う
（
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ

ー
を
変
え
な
が
ら
、
複
数
回
発
表
）

　
五
．�

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
の
画
面
収
録
機
能
を
使
っ
て
、
家
庭
で
ス
ラ
イ
ド
に
合

わ
せ
て
ス
ピ
ー
チ
を
録
音
し
た
も
の
を

G
oogle C

lassroom

で
提
出
さ
せ
て
担

当
者
二
人
が
採
点
す
る

　
こ
ち
ら
の
予
想
以
上
に
生
徒
はK

eynote

を
使

い
こ
な
し
、
レ
ベ
ル
の
高
い
ス
ラ
イ
ド
を
作
成
し

て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
肝
心
の
ス
ピ
ー
チ

は
ま
だ
ま
だ
練
習
不
足
の
生
徒
も
見
ら
れ
ま
す
が
、

一
学
期
の
発
表
で
の
反
省
を
生
か
し
、
二
学
期
は

自
分
な
り
に
改
善
を
し
て
発
表
に
臨
ん
だ
生
徒
も

多
く
い
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
を
変
え
て
複
数
回
発

表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
が
段
々
と
上
手
に
話

せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
た
生

徒
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
上
手
に
ス
ピ

ー
チ
を
す
る
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
姿
を
見
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
自
分
も
も
っ
と
上
手
に
発
表
を
し
た
い

と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
生
徒
も
い
た
よ
う
で
す
。

お
わ
り
に

　
以
上
、
本
稿
で
は
英
語
Ｓ
の
授
業
に
お
け
る
二
つ
の
活
動
に
つ
い
て
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
度
新
た
に
始
ま
っ
た
授
業
の
た
め
、

担
当
者
自
身
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
授
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
ま

だ
ま
だ
課
題
も
多
く
、
例
え
ば
、
英
語
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
能
力
を
高
め
る

の
に
不
可
欠
な
十
分
な
イ
ン
プ
ッ
ト
の
量
を
確
保
す
る
た
め
の
取
り
組
み

の
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
年
が
進
む
に
つ
れ
て
学
習
内
容

が
難
し
く
な
っ
て
い
く
中
で
、
生
徒
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
下
げ
ず
に
進

め
て
い
く
た
め
に
も
、
こ
ち
ら
が
提
供
で
き
る
活
動
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

も
増
や
し
て
い
き
た
い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
課
題

に
一
つ
一
つ
取
り
組
み
な
が
ら
、
生
徒
の
英
語
で
の
伝
達
意
欲
を
高
め
ら

れ
る
よ
う
な
授
業
づ
く
り
を
研
究
し
、
生
徒
の
話
す
力
の
更
な
る
育
成
を

目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

スピーチ発表の様子
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同
志
社
ク
ロ
ー
バ
ー
祭
の
運
営
を
担
う
二
〇
二
一
年
度
ク
ロ
ー
バ
ー
祭

実
行
委
員
会
は
、
統
括
及
び
各
班
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
に
よ
る
積
極
的
な
勧

誘
活
動
の
成
果
に
よ
り
、
昨
年
度
よ
り
三
〇
名
ほ
ど
多
い
、
総
勢
約

一
〇
〇
名
の
ス
タ
ッ
フ
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
各
班
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
二
〇
二
一
年
の
三
月
頃
よ
り
二
〇
二
〇
年
度
は

実
現
で
き
な
か
っ
た
対
面
で
の
開
催
に
希
望
を
抱
き
つ
つ
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
も
踏
ま
え
、
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ど
ち
ら
の
要

素
も
取
り
入
れ
た
様
々
な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
検
討
を
進
め
な
が
ら
春
学
期
を

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
八
月
二
十
日
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
ス
タ
ッ
フ
同

士
が
集
ま
っ
て
準
備
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
全
体
の
活
動
も

次
第
に
停
滞
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
感
染
状
況
が
芳
し

く
な
い
ま
ま
、
緊
急
事
態
宣
言
が
九
月
末
ま
で
延
長
す
る
こ
と
が
決
定
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
ク
ロ
ー
バ
ー
祭
は
全
面
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
に
切

り
替
わ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
例
年
、
同
時
開
催
し
て
い
る
京
田
辺
市
民
ま

つ
り
も
開
催
延
期
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
改
め
て
全
面
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

開
催
に
向
け
て
企
画
内
容
を
見
直
す
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
統
括
や
各
班
の
リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
新
た
な
企

画
な
ど
を
考
え
つ
つ
、
二
〇
二
〇
年
度
も
制
作
し
た
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス

を
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
の
中
で
再
現
す
るcluster

の
制
作
に
も
着
手
し
始

め
ま
し
た
。
一
方
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
へ
の
変
更
に
よ
っ
て
メ
ン
バ
ー

の
士
気
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
同
士
が
様
子
を
見
な
が
ら
声

を
掛
け
、
励
ま
し
合
う
様
子
が
見
ら
れ
た
こ
と
で
、
私
た
ち
学
生
支
援
課

職
員
に
お
い
て
も
一
安
心
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
十
月
三
十
日
の
開
催
当
日
ま
で
は
非
常
に
慌
た
だ
し
い
日
々
を
過
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、
各
学
部
及
び
キ
リ
ス
ト
教
文
化
セ
ン
タ
ー
の
協
力

大
学 

京
田
辺
校
地
学
生
支
援
課

二
〇
二
一
同
志
社
ク
ロ
ー
バ
ー
祭 

～
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
二
年
目
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
～
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同
志
社
　
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ

に
よ
り
無
事
、
学
部
企
画
が
開
催
で
き
る
運
び
と
な
り
、
学
生
団
体
の
ス

テ
ー
ジ
動
画
や
謎
解
き
企
画
な
ど
の
実
施
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
京
田
辺
市
と
の
親
交
企
画
と
し
て
将
棋
企
画
を
実
施

し
ま
し
た
が
、
対
面
で
は
実
現
し
な
か
っ
た
北
海
道
や
東
京
都
な
ど
、
遠

方
の
参
加
者
と
の
対
局
が
実
現
す
る
な
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
良

さ
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
二
〇
二
一
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
っ
て
、
学
生
も

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
も
非
常
に
大
き
な
影
響
を
受
け
、
ま
た
多
く
の
困
難

に
も
直
面
し
ま
し
た
が
、
あ
き
ら
め
ず
開
催
直
前
ま
で
準
備
を
進
め
、
悩

み
な
が
ら
も
無
事
開
催
で
き
た
こ
と
に
安
堵
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
、

こ
の
二
年
間
の
経
験
を
活
か
し
、
ど
の
よ
う
な
開
催
形
態
に
な
っ
た
と
し

て
も
柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
、
学
生
な
ら
で
は
の
視
点
で
様
々
な
工
夫
が

ち
り
ば
め
ら
れ
た
ク
ロ
ー
バ
ー
祭
を
創
り
上
げ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

月 日 土 ： ～ 月 日 日 ：同志社クローバー祭

オープニングセレモニー

バーチャル京田辺キャンパス

京田辺親交企画将棋大会

推しメニューグランプリ

アーティスト企画・お笑い芸人企画

福島親交企画動画

同大謎解き

の勧め

【学部企画】同志社大学ってどんなとこ？

出演しちゃいなよ！

学食インタビュー

きっずぱれっと

抽選企画

同志社クローバー祭2021の様子
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中
学
校
・
高
等
学
校 

教
諭　

園そ
の

田だ

毅つ
よ
し

生
活
・
社
会
と
結
び
つ
い
て
い
る
数
学

線
グ
ラ
フ
（
二
〇
〇
〇
年
を
ｘ
＝
０
年
、
気
温
（
偏
差
）
ｙ
＝
０
℃
と
し

た
正
比
例
関
数
）を
作
成
し
ま
し
た
。（
直
線
は
園
田
が
近
似
し
た
も
の
）

（
図
）

　
こ
の
授
業
で
は
、
関
数
の
学
習
を
し
な
が
ら
、
一
八
九
一
年
か
ら
の
世

界
の
気
温
変
化
（
偏
差
）
を
知
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

二
〇
〇
〇
年
か
ら
は
さ
ら
に
気
温
上
昇
の
度
合
い
が
増
え
て
い
ま
す
。（
図

右
上
の
部
分
）
こ
の
ま
ま
気
温
上
昇
が
続
く

と
世
界
が
ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の
か
Ｎ
Ｈ
Ｋ

作
成
の
映
像
「
二
〇
五
〇
年
の
天
気
予
報
」

を
授
業
で
見
て
、
関
数
学
習
の
内
容
と
と
も

に
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
の
意
見
も
書
い
て

も
ら
い
ま
し
た
。

〈
ど
こ
で
も
視
力
検
査
〉

　
い
わ
ゆ
る
「
Ｃ
」
の
形
を
し
た
ラ
ン
ド
ル

ト
環
を
用
い
た
視
力
検
査
を
利
用
し
た
比
例

関
数
の
グ
ラ
フ
の
導
入
で
す
。（
写
真
）
直

径
七
・
五
㎜
の
ラ
ン
ド
ル
ト
環
を
五
ｍ
離
れ

て
切
れ
目
を
見
分
け
ら
れ
た
ら
視
力
一
・
〇
、

一
〇
ｍ
離
れ
て
見
分
け
ら
れ
た
ら
視
力
二
・

〇
と
い
う
ふ
う
に
、
ラ
ン
ド
ル
ト
環
か
ら
の

〈
は
じ
め
に　
～
実
社
会
と
の
関
連
性
を
感
じ
ら
れ
な
い
数
学
の
授
業
～
〉

　
新
学
習
指
導
要
領
（
中
学
校 

二
〇
二
一
年
度
～
）
は
、「
予
測
が
困
難

な
時
代
」
を
迎
え
る
子
ど
も
た
ち
に
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
力
を
求
め
て
い

ま
す
。
数
学
に
関
し
て
は
、PISA

、T
IM
SS

の
学
習
調
査
で
、
残
念
な

が
ら
日
本
が
他
国
に
比
べ
子
ど
も
た
ち
が
数
学
を
学
ぶ
楽
し
さ
や
実
社
会

と
の
関
連
を
感
じ
ら
れ
な
い
割
合
が
高
い
こ
と
（
調
査
対
象
六
四‒

六
五

ヶ
国
で
ほ
ぼ
最
下
位
）
が
学
習
指
導
要
領
解
説
【
数
学
編
】
に
明
記
さ
れ

ま
し
た
。（
詳
細
は
国
立
教
育
政
策
研
究
所
の
Ｈ
Ｐ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。） 

つ
ま
り
、
大
人
や
子
ど
も
た
ち
の
数
学
へ
の
苦
手
意
識
は
個
人
の
資
質
や

責
任
に
帰
す
る
も
の
で
は
な
く
、
教
え
る
側
の
授
業
デ
ザ
イ
ン
、
授
業
ス

キ
ル
の
改
善
が
必
要
と
い
う
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
本
稿
で
は
、
学
習
指
導
要
領
が
重
視
し
て
い
る
「
日
常
生
活
や
社
会
の

事
象
に
関
わ
る
問
題
発
見
・
解
決
」
に
関
す
る
三
つ
の
実
践
事
例
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

〈
地
球
温
暖
化
を
関
数
で
考
え
て
み
よ
う
！
〉

　
実
際
に
あ
る
デ
ー
タ
を
生
徒
自
身
が
扱
い
、
数
学
が
生
活
や
実
社
会
と

結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
伝
え
ら
れ
ま
す
。
正
比
例
関
数
の
授
業
で
、
地

球
温
暖
化
を
教
材
と
し
て
取
り
上
げ
た
授
業
を
紹
介
し
ま
す
。

　
気
象
庁
Ｈ
Ｐ
の
ｃ
ｓ
ｖ
デ
ー
タ
をExcel

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
直
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同
志
社　

ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ

距
離
と
視
力
は
比
例
し
て
い
ま
す
。
こ
の
実
験
を
行
い
、
距
離
と
視
力
の

グ
ラ
フ
を
書
き
、
棒
グ
ラ
フ
か
ら
関
数
の
グ
ラ
フ
へ
の
変
化
を
説
明
し
ま

し
た
。
ま
た
、
比
例
の
定
義
が
「
一
方
が
二
倍
、
三
倍
に
な
れ
ば
、
他
方

も
二
倍
、
三
倍
に
な
る
」
と
い
う
表
現
か
ら

「
入
力（
ｘ
）の
〇
倍
し
た
も
の
が
出
力（
ｙ
）

と
な
る
よ
う
な
二
数
の
関
係
」
で
も
あ
る
こ

と
を
見
つ
け
る
正
比
例
概
念
の
確
認
に
も
な

り
ま
す
。

　
例
年
の
授
業
で
は
、
直
径
七
・
五
㎜
の
ラ

ン
ド
ル
ト
環
を
黒
板
に
貼
り
つ
け
て
教
室
内

で
視
力
測
定
の
実
験
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

昨
年
は
密
を
避
け
て
屋
外
で
行
い
ま
し
た
。

ラ
ン
ド
ル
ト
環
の
写
真
（
上
下
左
右
に
切
れ

目
の
あ
る
四
枚
）
を
生
徒
の
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
で
実

寸
に
見
え
る
よ
う
に
配
信
し
、
二
人
一
組
で
、

ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
持
つ
人
は
四
枚
の
う
ち
の
一
枚

を
見
せ
ま
す
。
も
う
一
人
は
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
か
ら

離
れ
た
り
近
づ
い
た
り
し
て
、
切
れ
目
が
区

別
で
き
る
距
離
を
測
り
、
自
分
の
視
力
を
求

め
ま
し
た
。（
写
真
）

　
以
下
に
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

　「
視
力
検
査
は
僕
が
思
っ
て
い
る
の
と
全

然
違
う
や
り
方
で
、
こ
ん
な
測
り
方
も
あ
る

ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。」

　「
視
力
検
査
が
比
例
、
関
数
を
使
っ
た
ら

家
で
も
で
き
る
の
が
す
ご
い
と
思
い
ま
し

た
。」

　「
今
ま
で
関
数
は
自
分
に
は
関
係
の
な
い

も
の
だ
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
身
近
に
あ
る

こ
と
は
大
き
な
発
見
」

〈
地
球
の
大
き
さ
を
測
ろ
う
！
〉

　
正
比
例
の
関
係
（
関
数
）
を
使
っ
て
、
エ
ラ
ト
ス
テ
ネ
ス
や
伊
能
忠
敬

が
地
球
の
大
き
さ
（
子
午
線
一
周
の
距
離 

約
四
万
㎞
）
を
計
算
し
た
こ

と
を
追
体
験
す
る
授
業
を
し
ま
し
た
。
二
人
は
経
度
の
等
し
い
南
北
二
地

点
間
の
距
離
と
緯
度
の
差
を
知
っ
て
、
地
球
の
大
き
さ
を
計
算
し
ま
し
た
。

偶
然
、
本
校
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
ほ
ぼ
南
北
に
二
〇
〇
数
十
メ
ー
ト
ル
の
道

路
が
走
っ
て
い
て
、
こ
の
実
験
に
適
し
て
い
ま
す
。
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、

教
室
で
自
分
の
一
歩
の
幅
を
測
り
、
伊
能
忠
敬
同
様
、
実
際
に
キ
ャ
ン
パ

ス
を
歩
い
て
そ
の
距
離
を
測
り
ま
し
た
。
緯
度
の
差
は
実
に
七
秒
（
一
秒

は
一
度
の
三
六
〇
〇
分
の
一
）
で
す
。
こ
れ
は
実
測
で
き
な
い
の
で
、

G
oogle Earth

を
使
っ
て
求
め
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
を
歩
い
た
後
、

教
室
で
地
球
一
周
の
距
離
を
計
算
で
求
め
ま
し
た
。
二
割
程
度
「
小
さ
な

地
球
」
に
な
る
生
徒
さ
ん
が
多
か
っ
た
で
す
が
、
逆
に
言
え
ば
、
こ
の
実

験
で
も
実
際
の
八
割
程
度
（
三
万
数
千
㎞
）
の
精
度
で
算
出
で
き
ま
す
。

〈
数
学
は
「
抽
象
性
」
に
意
味
が
あ
り
ま
す
が
…
〉

　
本
稿
で
は
、
正
比
例
関
数
の
授
業
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　
仮
に
、
高
校
の
数
Ⅱ
あ
る
い
は
数
Ⅲ
、
ま
た
は
象
徴
的
に
「
オ
イ
ラ
ー

の
等
式
」
を
中
等
教
育
段
階
で
の
数
学
の
「
ゴ
ー
ル
」
だ
と
す
る
と
、
も

ち
ろ
ん
抽
象
的
概
念
を
理
解
す
る
必
要
の
あ
る
場
面
が
い
く
つ
か
出
て
く

る
の
で
す
が
、
抽
象
的
概
念
の
前
提
と
し
て
具
体
的
な
事
象
が
あ
る
は
ず

で
す
。
例
え
ば
、「
速
さ
」
か
ら
「
微
分
係
数
」
が
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
。

と
こ
ろ
が
、
日
本
の
数
学
教
育
で
は
、
そ
の
具
体
的
な
事
象
を
外
し
す
ぎ

て
、
ゴ
ー
ル
に
た
ど
り
着
く
前
に
数
学
か
ら
離
れ
、
日
本
の
数
学
教
育
を

受
け
た
多
く
の
大
人
、
学
生
、
生
徒
が
数
学
に
苦
手
意
識
を
持
っ
て
し
ま

い
、
実
社
会
と
の
関
連
性
を
感
じ
ら
れ
な
い
割
合
が
高
い
の
で
は
な
い
か

と
推
察
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
研
鑽
を
深
め
、
自
分
の
「
引
き
出
し
」
を
増
や
し
て
、
数
学

好
き
を
増
や
す
学
び
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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D
oshisha N

ew
 D
ay

の
様
子

　
二
〇
二
一
年
十
一
月
二
十
九
日
に
同
志
社
創
立
一
五
〇
周
年
記
念
イ
ベ

ン
トD

oshisha N
ew
 D
ay

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。D
oshisha N

ew
 D
ay

と
は
、「
同
志
社
の
未
来
を
つ
く
る
た
め
の
特
別
な
一
日
」
の
こ
と
で
す
。

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
予
防
の
た
め
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ

ェ
ビ
ナ
ー
に
よ
る
ラ
イ
ブ
配
信
で
実
施
し
、
視
聴
者
総
数
は
約
三
〇
〇
名

で
し
た（
録
画
を
創
立
一
五
〇
周
年
記
念
Ｈ
Ｐ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
）。

　
同
志
社
未
来
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
石
川
眞
弓
氏
（
同
志
社
国
際
学
院

初
等
部
・
国
際
部
教
諭
）
の
祈
祷
に
始
ま
り
、
同
志
社
未
来
創
造
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
横
井
和

彦
氏
（
同
志
社
小
学
校
長
）

に
よ
る
開
会
の
辞
、
八
田
英

二
同
志
社
総
長
・
理
事
長
の

挨
拶
と
続
き
ま
し
た
。
八
田

総
長
・
理
事
長
は
挨
拶
の
中
で
、

「
同
志
社
創
立
一
五
〇
周
年
記

念
事
業
を
通
じ
て
一
四
の
学

校
の
連
携
を
よ
り
深
め
る
こ
と
で
、
同
志
社
の
更
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
多
く
の
皆
様
が
こ
の
記
念
す
べ
き
事
業
に
楽
し
み
な

が
ら
参
加
し
、
協
力
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　
次
に
、
同
志
社
創
立
一
五
〇
周
年
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
発
表
と
考
案
者

の
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
（
受
賞
者
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。
ロ
ゴ
マ
ー

ク
は
『
口
絵
』
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
ロ
ゴ
マ

ー
ク
の
使
用
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、

創
立
一
五
〇
周
年

記
念
事
業
事
務
室

ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
続
い
て
、
元
同

志
社
大
学
神
学
部

教
授
の
本
井
康
博 法

人
事
務
部 

創
立
一
五
〇
周
年
記
念
事
業
事
務
室

同
志
社
創
立
一
五
〇
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

Doshisha New Day

が
開
催
さ
れ
る

表
彰

応
募
者
氏
名

所
属

最
優
秀
賞

松ま
つ

井い 

美よ
し

野の

同
志
社
中
学
校
二
年

優
秀
賞

山や
ま

内う
ち 

睦む
つ

雄お

一
般
（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
）

優
秀
賞

宮み
や

垣が
き 

有ゆ

希き

同
志
社
香
里
高
等
学
校
三
年

優
秀
賞

永な
が

田た 

博
ひ
ろ
し

一
般
（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
）

優
良
賞

上う
え

原は
ら 

亜あ

優ゆ

美み

同
志
社
女
子
高
等
学
校
二
年

優
良
賞

森も
り

島し
ま 

実み

優ゆ
う

同
志
社
大
学
法
学
部
三
年

優
良
賞

吉よ
し

川か
わ 

衣い

咲さ
き

同
志
社
女
子
高
等
学
校
一
年

優
良
賞

山や
ま

本も
と 

眞ま

衣い

同
志
社
香
里
高
等
学
校
三
年

優
良
賞

飛ひ

野の 

達
さ
と
る

同
志
社
大
学
職
員

優
良
賞

小こ

泉
い
ず
み 

円
ま
ど
か

同
志
社
女
子
大
学
職
員

特
別
賞

髙た
か

橋は
し 

瑳さ

和わ

子こ

同
志
社
小
学
校
一
年

同志社創立150周年記念ロゴマーク表彰者
一覧（2021年11月29日時点）
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同
志
社
　
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ

氏
が
「
志
を
継
ぐ
　
―
新
島
襄
の
同
志
《
小
し
ょ
う

新に
い

島じ
ま

》
た
ら
ん
―
」
と
い
う

演
題
で
ミ
ニ
講
義
を
行
い
、「
同
志
社
が
持
続
可
能
な
学
園
で
あ
り
続
け

る
た
め
に
は
、
新
島
の
志
を
継
い
で
い
く
小
新
島
を
た
く
さ
ん
輩
出
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
同
志
が
い
る
か
ら
こ
そ
、
同
志
社
で
あ
る
。
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
新
島
先
生
の
志
を
継
い
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

D
oshisha N

ew
 D
ay

を
、
新
島
先
生
の
志
に
気
づ
き
、
新
し
い
一
歩
を

踏
み
出
す
一
日
に
し
て
ほ
し
い
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
同

志
社
の
学
生
、
生
徒
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
、
工
藤
尚
子
氏
（
同
志

社
香
里
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭
）
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
に
よ
り
行
わ
れ
、

活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
卒
業
生
と
学
生
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
あ
り
、
ま
ず
シ

ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
伊
藤
誠
氏
（
一
九
七
六
年
同
志
社
大
学
商
学

部
卒
業
）
か
ら
「
あ
な
た
の
愛
が
と
め
ど
な
く
降
り
そ
そ
ぐ
　
～
新
島
襄

先
生
に
捧
ぐ
～
」
と
い
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ
の
披
露
が
あ
り
、
優
し
い

歌
声
が
会
場
に
響
き
渡
り
、
新
島
先
生
へ
の
熱
い
想
い
が
心
に
沁
み
ま
し

た
（
歌
は
創
立
一
五
〇
周
年
記
念
Ｈ
Ｐ
か
ら
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
）。

次
に
は
、
同
志
社
香
里
高
等
学
校
ダ
ン
ス
部
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の

映
像
が
流
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
会
場
に
い
る
全
員
で
カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
を
歌
い
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
終
え
ま
し
た
。

現
在
進
行
中
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
現
在
、
進
め
て
い
る
三
つ
の
企
画
を
簡
単
に
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
一
件
目
は
、
同
志
社
国
際
学
院
初
等
部
・
国
際
部
の
石
川
眞
弓
先
生
が

「
同
志
社
・
新
島
か
る
た
」
の
制
作
を
進
め
て
い
ま
す
。
同
志
社
国
際
学

院
初
等
部
六
年
生
の
皆
さ
ん
が
、
絵
札
の
絵
を
描
き
ま
す
。
そ
の
絵
を
、

同
志
社
大
学
漫
画
研
究
会
の
学
生
が
リ
ラ
イ
ト
し
ま
す
。
二
〇
二
二
年
六

月
こ
ろ
に
は
同
志
社
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
よ
り
販
売
予
定
で
す
。
同
志
社

や
新
島
襄
の
こ
と
を
、
こ
の
カ
ル
タ
遊
び
を
し
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
二
件
目
は
、
同
志
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
賛
美
歌
で
す
。
同
志
社
で
は
す
べ
て

の
学
校
で
礼
拝
を
行
っ
て
い
ま
す
。
賛
美
歌
を
聞
く
と
、
同
志
社
で
の
学

生
時
代
を
思
い
出
す
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
幼
稚
園
か
ら
大
学
生
、
卒
業
生
ま
で
が
一
緒
に
歌
う
こ
と
が
で
き
る

同
志
社
独
自
の
賛
美
歌
を
制
作
し
ま
す
。
作
曲
は
、
同
志
社
女
子
大
学
学

芸
学
部
音
楽
学
科
の
教
員
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
歌
詞
を
公
募

す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
予
定
で
す
。
公
募
要
領
な
ど
は
創
立
一
五
〇
周
年

記
念
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
三
件
目
は
、
一
貫
教
育
探
求
セ
ン
タ
ー
所
長
の
大
久
保
雅
史
教
授
に
よ

る
同
志
社
内
各
学
校
の
時
代
を
超
え
た
キ
ャ
ン
パ
ス
映
像
を
制
作
し
、

二
〇
二
五
年
に
は
全
同
志
社
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
で
再
現

す
る
と
い
う
企
画
で
す
。
過
去
、
現
在
、
未
来
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
Ｖ
Ｒ
技

術
で
再
現
す
る
こ
と
で
、
現
在
通
っ
て
い
る
学
生
の
み
な
ら
ず
、
卒
業
生

が
通
っ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
を
バ
ー
チ
ャ
ル
空
間
で
経
験
で
き
る
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

　
学
生
、
生
徒
の
皆
さ
ん
や
卒
業
生
の
皆
様
か
ら
創
立
一
五
〇
周
年
記
念

事
業
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
企
画
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
周
年
事
業
を
盛
り
上
げ
て
い
け
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
同
志
社
創
立
一
五
〇
周
年
記
念
募
金
）

　
同
志
社
内
各
学
校
の
募
金
事
業
の
総
称
と
し
て
「
同
志
社
創
立
一
五
〇

周
年
記
念
募
金
」
の
名
称
で
、
募
金
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く

は
Ｈ
Ｐ
（https://bokin.doshisha.ed.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

37



国
際
中
学
校
・
高
等
学
校 

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
研
究
委
員
会
委
員
長
・
社
会
科
教
諭　

帖ち
ょ
う

佐さ

香か

織お
り

issue+design

に
よ
る
講
演
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

文
部
科
学
省
Ｗ
Ｗ
Ｌ
プ
ロ
グ
ラ
ム「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

# 

11 

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
て

　
本
校
は
二
〇
二
〇
年
度
文
部
科
学
省
に
よ
り
、
Ｗ
Ｗ
Ｌ
（
ワ
ー
ル
ド
・

ワ
イ
ド
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
事
業
開
発
拠
点
校
に
採
択
さ
れ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教

育
研
究
委
員
会
の
教
員
を
中
心
と
し
て
様
々
な
教
育
実
践
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
Ｓ
Ｇ
Ｈ
の
時
か
ら
の
こ
と
で
す
が
、
こ
の
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
私
が

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
の
一
つ
に
、
社
会
の
問
題
の
複
雑
さ
を
理
解
し
た
う

え
で
、
自
分
た
ち
が
社
会
を
変
え
る
、
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
に
、
生
徒
た
ち
に
気
づ
い
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
設
置
し
たSustainable Society Study

（
高
一
、

必
修
科
目
、
以
下S.S.S

と
表
記
。）、Sustainable Society R

esearch

（
高
二
）、Sustainable Society D

esign

（
高
三
）
の
全
て
の
科
目
を
、

教
科
の
異
な
る
教
員
が
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
担
当
す
る
と
と
も
に

大
学
の
先
生
や
国
際
機
関
、
企
業
な
ど
に
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め

て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
新
た
な
試
み
の
一
つ
と
し
て
、「
社
会
の
課
題
に
、
市
民

の
創
造
力
を
」
を
テ
ー
マ
と
す
るissue+design

（
特
定
非
営
利
活
動
法

人
イ
シ
ュ
ー
プ
ラ
ス
デ
ザ
イ
ン
）１ 

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
小
菅
良
太
氏
に
よ
る

S.S.S

で
の
講
演
、希
望
生
徒
対
象
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
イ
シ
ュ
ー
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
イ
シ
ュ
ー
マ
ッ
プ
は
、issue+design 

が
開
発
し
た
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
一
七
の
ゴ
ー
ル
を
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
も
の
と
し
て
と
ら
え

ず
に
、
課
題
の
つ
な
が
り
を
と
ら
え
、「
包
括
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
で
解
決

す
る
た
め
に
活
用
で
き
る
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
円
の
中
に
五
五
の
あ
ら
ゆ
る

イ
シ
ュ
ー
（
課
題
）
が
示
さ
れ
、目
標
を
一-

一
七
の
数
字
順
で
な
く
「
人

間
性
」「
経
済
」「
心
身
」「
環
境
」
の
四
分
野
に
再
配
置
し
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
講
演
後
に
は
、
希
望
者
を
集
め
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
仮
想
の
ま
ち
で
の
役
割
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同
志
社
　
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ

や
目
標
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
資
源
や
ま
ち
の
予
算
、「
人
口
」「
経
済
」「
環

境
」「
暮
ら
し
」
と
い
っ
た
ま
ち
の
状
況
を
表
す
指
標
に
つ
い
て
や
、
自

分
た
ち
の
行
動
次
第
で
ま
ち
を
動
か
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
さ
れ
た
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
指
標
が
動
き
ま
ち
の
様
子
が
変
化
し
て
い
く
と
い
う
ル
ー
ル

に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
る
と
、
ゲ
ー
ム
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
生
徒
た

ち
は
ど
ん
ど
ん
ゲ
ー
ム
に
引
き
こ
ま
れ
て
い
き
、
ゲ
ー
ム
が
終
わ
る
頃
に

は
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
豊
か
に
す
る
と
い
う
共
通
の
目
標

の
た
め
に
情
報
共
有
し
、
で
き
る
こ
と
を
全
て
や
る
と
い
う
姿
勢
が
見
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
生
徒
の
振
り
返
り
に
は
、「
ま
ち
全
体
を
良
く
す
る
に
は
、
必
ず
し
も

ギ
ブ
ア
ン
ド
テ
イ
ク
の
関
係
で
は
な
く
、
困
っ
た
人
が
い
れ
ば
、
ま
た
皆

の
幸
せ
に
つ
な
が
る
な
ら
、
相
手
に
譲
る
選
択
が
で
き
る
こ
と
が
大
事
」、

「
自
分
た
ち
の
行
動
が
ま
ち
を
変
え
る
と
い
う
実
感
を
得
ら
れ
、
ゲ
ー
ム

を
進
め
る
う
ち
に
個
人
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
達
成
を
重
視
す
る
よ
り
も
ま
ち

全
体
の
目
標
に
目
を
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。」「
お
金
を
寄
付
す
る

よ
う
に
な
る
と
地
域
が
良
く
な
る
。」
と
い
っ
た
も
の
が
あ
り
、
高
校
生

が
こ
の
よ
う
な
気
づ
き
を
得
た
こ
と
に
、
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
全
国
各
地
で

何
度
も
行
な
っ
て
き
た
小
菅
氏
も
驚
か
れ
て
い
ま
し
た
。
私
自
身
も
、
生

徒
た
ち
の
主
体
的
に
考
え
て
行
動
を
変
え
て
い
く
姿
勢
か
ら
「
あ
え
て
科

学
や
文
学
の
知
識
を
学
ば
せ
る
だ
け
で
な
く
、
並
行
し
て
知
識
を
活
用
す

る
品
性
と
精
神
と
を
養
成
し
た
い
２
」
と
い
う
新
島
先
生
の
言
葉
を
思
い

出
し
、
少
し
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
後
、
同
志
社
大
学
の

ご
卒
業
で
も
あ
る
京
田
辺
市
長
上
村
崇
氏
の
講
演
を
い
た
だ
く
な
ど
、
生

徒
た
ち
の
学
び
は
続
い
て
い
ま
す
。

１
　issue+design

は
、「
社
会
や
地
域
の
課
題
を
市
民
の
創
造
力
で
解

決
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
が
実
現
す
る
こ
と
。
そ
れ
が
我
々
、

issue+design 

が
目
指
す
日
本
の
未
来
像
で
す
。
主
役
と
な
る
の
は
、

デ
ザ
イ
ン
の
専
門
家
、で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
一
人
の
生
活
者
で
す
。」

「
市
民
を
救
え
る
の
は
、
市
民
の
力
。」（https://issueplusdesign.jp/

about/

）
と
し
て
、
市
民
が
主
体
と
な
り
社
会
課
題
の
解
決
を
目
指
す
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
、
実
践
し
て
い
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
で
あ
り
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ 

de 

地
方
創
生
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
と
書
籍
『
持
続
可
能
な
地
域
の
つ

く
り
方
』
で
二
〇
一
九
年
に
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

（https://w
w
w
.g-m

ark.org/aw
ard/describe/49746

）

２
　「
同
志
社
大
学
設
立
の
旨
意
」

https://w
w
w
.doshisha.ac.jp/attach/page/O

FFIC
IA
L
-PA
G
E
-

JA
-36/15351/file/dosh_set_gendaibun.pdf
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は
じ
め
に

　
最
近
、
少
し
意
識
し
て
街
を
歩
い
て
い
る
と
、
必
ず
と
言
っ
て
も
よ
い

ほ
ど
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
マ
ー
ク
を
目
に
し
ま
す
。
教
室
で
尋
ね
る
と
、
や
は
り

多
く
の
子
ど
も
達
が
見
た
こ
と
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。
具
体
的
に
聞
い
て

み
る
と
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
付
い
て
い
る
バ
ッ
ジ
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
、
工

事
現
場
、
清
掃
車
、
チ
ラ
シ
や
新
聞
の
広
告
な
ど
、
実
に
多
岐
に
わ
た
る

場
所
で
子
ど
も
達
は
目
に
し
て
い
ま
し
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
、
リ
サ
イ
ク
ル

や
環
境
保
護
と
関
連
が
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
が
、
そ
の

意
味
を
詳
し
く
理
解
し
て
い
る
児
童
は
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。

道
草
教
育
×
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ス
タ
ー
ト

　
本
年
度
よ
り
、
同
志
社
小
学
校
と
京

都
ユ
ネ
ス
コ
協
会
が
連
携
し
て
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
ス
タ
ー
ト
と

し
て
、
五
月
三
十
一
日
に
京
都
ユ
ネ
ス

コ
協
会
常
任
理
事
の
江え

木ぎ

恵け

瓔え

子こ

氏
を

ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
お
迎
え

し
、
ユ
ネ
ス
コ
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て

学
ぶ
機
会
を
も
ち
ま
し
た
。
江
木
先
生

の
優
し
く
も
熱
い
思
い
が
込
め
ら
れ
た
お
話
は
、
子
ど
も
達
の
心
に
強
く

訴
え
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
授
業
の
中
で
、
京
都
ユ
ネ
ス
コ
協
会
と
同

志
社
小
学
校
の
教
員
で
作
成
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の 

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ス
ポ
ー

ト
」
を
一
人
一
人
に
配
布
し
ま
し
た
。（
そ
の
様
子
は
六
月
十
一
日
（
金
）

の
読
売
新
聞
朝
刊
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。）
そ
し
て
、
私
た
ち
が
二
〇
三�

〇
年
ま
で
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
を
知

り
、「
小
学
生
の
自
分
た
ち
に
も
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
た
い
」
と
、
意

欲
的
な
姿
に
こ
ち
ら
が
驚
き
を
隠
せ
な
い
ほ
ど
で
し
た
。

平
和
の
鐘
を
鳴
ら
そ
う
～
長
崎
へ
の
修
学
旅
行

　
八
月
九
日
、
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
の

日
、「
同
志
社
小
学
校
×
京
都
ユ
ネ
ス

コ
協
会
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
事
業
」
の
一
環
と

し
て
、『
平
和
を
祈
る
集
い
』
を
開
催

し
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ
た
同
志
社
大

学
礼
拝
堂
に
は
六
年
生
の
有
志
が
集
ま

り
、
宗
教
委
員
の
児
童
に
よ
る
司
会
の

も
と
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
宗
教
科
の
中

川
教
諭
か
ら
は
、
長
崎
原
爆
投
下
に
お

け
る
悲
惨
な
状
況
や
核
兵
器
禁
止
条
約

に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
り
、
戦
争
の
悲

小
学
校 

教
諭　

渡わ
た

辺な
べ

信の
ぶ

行ゆ
き

同
志
社
小
学
校『
道
草
教
育
×
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』六
年
生
の
取
り
組
み

～
教
科
を
超
え
た
広
が
り
の
あ
る
学
習
か
ら
私
た
ち
に
で
き
る
一
歩
へ
～

京都ユネスコ協会常任理事の江木
恵瓔子氏による特別授業　2021/5/31

同志社大学礼拝堂にて行われた
『平和を祈る集い』2021/8/9
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同
志
社
　
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ

惨
さ
を
学
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
十
一
時
二

分
、
鐘
の
音
を
聞
き
な
が
ら
静
か
に
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。
最
後
に
、
京

都
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
相
大
二
郎
会
長
よ
り
、
戦
争
体
験
を
交
え
た
貴
重
な

お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
地
参
加
に
加
え
て
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
も
多

数
の
児
童
が
参
加
し
、
七
十
六
年
前
の
戦
争
を
振
り
返
り
、
平
和
を
守
っ

て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
考
え
る
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
日
の
夕
方

の
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
テ
レ
ビ
「new

s

フ
ェ

イ
ス
」
の
中
で
は
、
六
年
生
二
人
が
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
、「
戦
争
は
怖
い

も
の
だ
し
、
こ
れ
か
ら
先
絶
対
に
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
と
思
い
ま
し

た
」「
私
た
ち
は
平
和
の
た
め
に
大
規

模
な
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
、
そ
う

い
う
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
忘

れ
な
い
で
い
よ
う
と
思
い
ま
し
た
」
と

答
え
る
姿
が
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

世
界
遺
産
を
通
じ
て
平
和
な
世
界
を
つ
く
ろ
う

　
長
崎
・
熊
本
へ
の
修
学
旅
行
を
目
前
に
し
た
子
ど
も
達
は
、
世
界
遺
産

検
定
マ
イ
ス
タ
ー
と
し
て
、
多
く
の
テ
レ
ビ
番
組
で
も
活
躍
中
の
山
本
・

リ
シ
ャ
ー
ル
登
眞
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
テ
ィ
―
チ
ャ
ー
と
し
て
迎
え
、
世
界
遺

産
の
意
義
と
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
特
別
授
業
を
受
け
ま
し
た
。
山
本
・

リ
シ
ャ
ー
ル
登
眞
さ
ん
は
、
小
学
五
年
生
の
と
き
に
世
界
遺
産
検
定
マ
イ

ス
タ
ー
を
取
得
さ
れ
、
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
世
界
遺
産
の
素
晴
ら

し
さ
や
文
化
を
守
る
大
切
さ
を
発
信
さ
れ
て
い
る
高
校
生
で
す
。
世
界
遺

産
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
美
し
い
写
真
と
と
も
に
出
題
さ
れ
る
ク
イ
ズ
に
、

子
ど
も
達
は
大
盛
り
上
が
り
。
ま
た
、
修
学
旅
行
の
旅
程
に
沿
っ
て
現
地

の
見
ど
こ
ろ
な
ど
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
世
代
の
方
の
言
葉

で
語
ら
れ
た
「
歴
史
を
知
り
、
文
化
を
学
ぶ
こ
と
が
、
自
分
を
理
解
し
、

相
手
の
こ
と
も
理
解
で
き
る
心
を
育
て
る
こ
と
に
つ
な
が
る
」
と
い
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
は
子
ど
も
達
の
心
に
残
り
、

世
界
遺
産
と
い
う
切
り
口
か
ら
、「
文

化
の
多
様
性
を
守
る
未
来
の
担
い
手
と

な
る
皆
さ
ん
が
、
修
学
旅
行
を
通
じ
て

楽
し
い
思
い
出
と
共
に
多
く
の
こ
と
を

学
ん
で
き
て
欲
し
い
」
と
語
ら
れ
た
山

本
さ
ん
の
言
葉
を
受
け
て
、
長
崎
で
意

欲
的
に
学
ぼ
う
と
す
る
六
年
生
の
姿
が

そ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　
太
陽
の
恵
み
と
植
物
を
利
用
し
て
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
物
資
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
賄
っ
て
い
た
江
戸
時
代
は
、
当
時
、
衣
食
住
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
リ

サ
イ
ク
ル
・
リ
ユ
ー
ス
が
行
わ
れ
る
完
全
な
循
環
型
社
会
と
い
わ
れ
ま
す
。

自
然
と
共
に
、
事
物
を
大
切
に
、
隣
人
の
こ
と
を
思
い
や
り
生
活
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
た
と
え
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
標
語
を
掲
げ
な
く
て
も
、
社

会
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
精
神
に
向
け
て
動
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　
教
育
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
社
会
と
同
様
に
コ
ロ
ナ
禍
で
急
激
に
変
わ

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
小
学
生
の
子
ど
も
達
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
に
向
け
て

真
に
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
必
要
な
教
育
活
動
を
引
き
続
き

模
索
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
子
ど
も
達
は
、
小
学
校
で
こ

れ
ま
で
に
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
連
し
た
道
草
研
究

に
各
自
が
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
冊
子
が
発
刊

さ
れ
る
頃
に
は
、
在
校
生
へ
の
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
終
え
、
立
派
に

中
学
校
へ
進
学
し
て
い
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
、
自
戒
を
込

め
た
厳
し
い
言
い
方
に
は
な
り
ま
す
が
、
十
七
の
目
標
を
理
解
し
、
バ
ッ

ジ
を
付
け
る
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
大
人
こ
そ
が
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
す
時
で
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
認
識
し
、
今
後
も
実
践
を
積
み
重
ね
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

山本・リシャール登眞氏をお迎えし
て、世界遺産の意義と平和について
考える特別授業　2021/10/12

爆心地公園にて平和祈念礼拝
長崎への修学旅行にて　2021/10/22
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新
島
襄
の
足
跡
を
辿
る  

仲
間
と
共
に 

海
外
・
国
内
15
コ
ー
ス

田た

島じ
ま

繁し
げ
る（

元
同
中
教
諭
）著

　
私
は
同
大
一
年
松
井
七
郎
先
生
の

一
般
演
習
で
、
新
島
先
生
の
事
を
初

め
て
知
り
、
級
友
三
人
で「
同
志
社

精
神
研
究
会
」を
立
ち
上
げ
た
。
同

精
研
は「
京
都
・
安
中
15
日
間
徒
歩

旅
行
」を
実
行
し
た
。
私
は
参
加
で

き
ず
、
い
つ
か
は
…
と
。
同
志
社
教

職
員
組
合
副
委
員
長
で
レ
ク
担
当
と

な
っ
た
。「
新
島
襄
の
足
跡
を
辿
る
　

ボ
ス
ト
ン
・
ア
ー
モ
ス
ト
８
日
間
」

を
実
行
し
た
。
ガ
イ
ド
役
の
北
垣
宗

治
先
生
が
バ
ス
の
中
で
も
滔
々
と
新

島
先
生
の
こ
と
を
幅
広
く
楽
し
く
語

っ
た
。
退
職
翌
年
、「
京
都
・
安
中

3
6
5
㎞
ウ
オ
ー
ク
」を
松
井
会
、

同
精
研
、
教
え
子
、
仲
間
達
と
実
行

し
た
。
そ
の
後
、
脱
国
の
地
・
函
館
。

印刷 株式会社北斗プリント社
頒価2,000円+郵送料370円

刊行年月 2019年11月

ISBN978-4-908393-78-5

C1016  ¥1600

定価：1,760円
（本体1,600円＋税10％）

R3(2021)/7.15　に　269x188mm「
同
女
の
母
」 

ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー 

―
同
志
社
女
学
校
の
始
ま
り
―

本も
と

井い

康や
す

博ひ
ろ（

元
大
学
神
学
部
教
授
）著

　
同
志
社
女
子
中
高
と
同
志
社
女
子

大
学
は
、
母
胎
が
共
通
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
始
ま
り

は
闇
の
中
で
す
。

　「
い
つ
」、「
誰
が
」、「
ど
こ
で
」開
校

し
た
の
か
、
謎
が
あ
り
す
ぎ
で
す
。

私
が
調
べ
た
だ
け
で
も
誕
生
の
諸
説

は
単
純
ミ
ス
を
含
め
て
十
六
通
り
に

も
上
り
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
女
子
中
高
と
女
子
大

で
は
、
創
立
記
念
日
に
差
が
出
て
い

ま
す
。
前
者
は
一
八
七
七
年
四
月

二
十
一
日
、
後
者
は
一
八
七
六
年
十

月
二
十
四
日
。

　
た
だ
な
ぜ
か
、
創
立
者
は
新
島
襄
、

と
い
う
点
は
一
致
し
て
い
ま
す
。 同朋舎新社

 1,760円（税込）
刊行年月 2021年10月

「
な
ぜ
同
志
社
は
京
都
に
？
」。
同
志

社
開
校
の
翌
年
、「
熊
本
バ
ン
ド
」が

多
数
入
学
し
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
学
校

に
。
吉
野
の
山
林
王
・
土
倉
庄
三
郎

の
五
千
円
の
寄
付
申
し
出
で
、「
同
志

社
大
学
設
立
運
動
」が
始
動
。
募
金

活
動
で
前
橋
を
訪
問
中
、
宣
教
師
の

接
待
で
高
熱
を
出
し
、
大
磯
で
47
歳

の
生
涯
を
閉
じ
た
。

　「
海
外
・
国
内
15
コ
ー
ス
」を
仲
間

達
と
訪
れ
、
新
島
先
生
を
偲
び
つ
つ

楽
し
く
勉
強
し
た
。
北
垣
先
生
よ
り

「
序
」を
、
沖
田
行
司
先
生
よ
り「
旅

行
記
の
体
裁
を
取
っ
て
い
る
が
、
新

島
研
究
に
と
っ
て
実
に
貴
重
な
研
究

資
料
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
試
み
は
前
人
未
踏
で
、
今
後
も
登

場
し
な
い
と
思
う
。
そ
れ
だ
け
に
貴

重
な
出
版
だ
。
読
み
進
め
る
と
本
当

に
楽
し
く
な
っ
て
、
旅
情
を
掻
き
立

て
ら
れ
る
。
田
島
先
生
な
ら
で
は
の

大
事
業
だ
」と
。「
15
コ
ー
ス
」を
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
ア
ッ
プ
し
、
一
枚
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
纏
め
た
。
同
志
社
の
小
中

高
大
学
で
も
活
用
し
、
新
島
先
生
の

偉
業
を
広
く
伝
え
ら
れ
た
ら
と
思
う
。

�
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購
入
を
ご
希
望
の
方
は
、
同
志
社

大
学
広
報
課
同
志
社
時
報
係
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
本
書
の
意
図
は
こ
う
し
た
カ
オ
ス

の
整
理
で
す
。
そ
の
場
合
の
キ
ー
パ

ー
ソ
ン
は
Ａ
・
Ｊ
・
ス
タ
ー
ク
ウ
ェ

ザ
ー
。「
同
女
の
母
」は
、
新
島
八
重

で
も
Ｍ
・
Ｆ
・
デ
ン
ト
ン
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
新
し
い
母
の
永
眠
に
関
す

る
消
息
や
場
所
、
日
が
、
よ
う
や
く

判
明
し
た
の
を
契
機
に
、
永
眠
百
周

年
記
念
日（
二
〇
二
一
年
十
月
四
日
）

に
拙
著
を
急
ぎ
出
版
し
ま
し
た
。

　
世
界
初
の
評
伝
出
版
の
一
方
で
、

同
志
社
関
係
者
が
埋
葬
地（
Ｌ
Ａ
近

く
の
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
）に
新
た
な
墓

石
を
建こ

ん

立り
ゅ
うし
ま
し
た
。

　
忘
れ
ら
れ
た
同
女
の
創
立
者
は
、

帰
国
百
三
十
八
年
、
永
眠
百
年
目
に

や
っ
と「
復
活
」い
た
し
ま
し
た
。

　
昨
秋
に
は
、
同
志
社
同
窓
会
が
記

念
集
会（
栄
光
館
）を
、
そ
し
て
女
子

大
史
料
セ
ン
タ
ー
が「
ス
タ
ー
ク
ウ

ェ
ザ
ー
と
山
本
覚
馬
」展
と
記
念
講

演
会（
ジ
ェ
ー
ム
ズ
館
）を
開
催
し
ま

し
た
。
私
は
講
演
で
、
彼
女
が
同
志

社
女
学
校
の
初
代
校
長（
新
島
襄
は

二
代
目
！
）で
あ
る
事
実
を
今
後「
拡

散
」し
た
い
と
宣
言
し
ま
し
た
。

　
デ
ン
ト
ン
並
み
と
は
言
い
ま
せ
ん
。

顕
彰
を
一
過
性
で
終
わ
ら
せ
た
く
は

あ
り
ま
せ
ん
。
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同
調
圧
力
の
正
体

太お
お

田た

肇は
じ
め（

大
学
政
策
学
部
教
授
）著

　
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
マ
ス
ク
着
用

や
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
め
ぐ
っ
て
日
本

社
会
に
お
け
る
同
調
圧
力
の
強
さ
が

あ
ら
た
め
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

し
か
し
、そ
の
原
因
を「
空
気
」や「
ム

ラ
社
会
」の
せ
い
に
す
る
だ
け
で
は

本
質
が
と
ら
え
ら
れ
な
い
し
、
対
処

の
し
よ
う
も
な
い
。
本
書
で
は
会
社
、

学
校
、
地
域
か
ら
日
本
全
体
に
ま
で

広
が
る
同
調
圧
力
の
背
後
に
あ
る

「
構
造
」に
注
目
す
る
。

　
工
業
社
会
全
盛
の
時
代
に
は
同
調

圧
力
が
仕
事
の
面
で
も
社
会
生
活
の

面
で
も
必
要
だ
っ
た
し
、
コ
ロ
ナ
の

感
染
抑
制
な
ど
に
も
一
定
の
役
割
を

果
た
し
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

し
か
し
長
期
的
に
み
る
と
イ
ノ
ベ
ー

PHP研究所
 1,012円（税込）

刊行年月 2021年6月

ふ
だ
ん
着
の 

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

臼う
す

井い

雅ま
さ

美み
（
大
学
文
学
部
教
授
）著

　『
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
』や『
不
思

議
の
国
の
ア
リ
ス
』で
観
光
客
に
人

気
が
あ
る
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
は
、

大
学
の
街
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
実
際
は
、
大
学
が
設
立
さ

れ
る
以
前
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、

一
般
市
民
が
暮
ら
す
街
な
の
で
あ
る
。

在
外
研
究
中
に
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
の
カ
ウ
リ
ー
・
ロ
ー
ド
で
下
宿
生

活
を
送
る
う
ち
に
、
ふ
だ
ん
着
の
オ

ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
を
描
き
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
っ
た
。

　
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
は
ロ
ン
ド
ン

か
ら
近
い
た
め
、
中
世
か
ら
現
代
ま

で
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
て
き
た
。
内
戦
か
ら
の
撤
退
地

と
な
り
、
ペ
ス
ト
が
流
行
す
る
と
避

PHPエディターズ・グループ
 1,760円（税込）

刊行年月 2021年5月

シ
ョ
ン
を
妨
げ
、
働
き
方
改
革
の
足

を
引
っ
張
る
な
ど
、
そ
の
弊
害
を
見

過
ご
せ
な
く
な
っ
た
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
ボ
ー
ダ
レ
ス

化
の
潮
流
に
逆
行
す
る
か
の
よ
う
に

同
調
圧
力
が
い
っ
そ
う
強
ま
る
気
配

を
見
せ
て
い
る
の
は
、
背
後
に
あ
る

構
造
が
い
か
に
堅
固
か
を
物
語
る
。

　
さ
ら
に
令
和
の
時
代
を
迎
え
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
の
影
響
に
よ
っ
て
同
調
圧

力
の
方
向
が
タ
テ（
上
下
）か
ら
ヨ
コ

（
水
平
）へ
と
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
冒

頭
に
掲
げ
た
例
な
ど
は
そ
の
典
型
だ
。

他
国
と
比
較
し
た
日
本
人
の
幸
福
度

は
低
下
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な

い
が
、
分
析
結
果
を
み
て
も
そ
れ
と

無
関
係
だ
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

　
で
は
、
私
た
ち
は
過
剰
な
同
調
圧

力
に
ど
う
立
ち
向
か
え
ば
よ
い
の
か
。

本
書
で
は
具
体
例
を
あ
げ
な
が
ら
三

つ
の
戦
略
を
提
示
す
る
。
会
社
、
学

校
な
ど
の
組
織
を
設
計
・
運
営
す
る

人
、
地
域
づ
く
り
や
社
会
改
革
に
携

わ
る
人
、
労
働
者
や
生
活
者
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
参
考
に
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

�
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難
地
と
な
り
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

遷
都
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
第
二

次
世
界
大
戦
中
は
、『
ナ
ル
ニ
ア
国
物

語
』で
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
疎
開

地
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
街

か
ら
新
た
な
世
界
が
始
ま
っ
た
。
学

問
と
ビ
ジ
ネ
ス
が
融
合
し
て
、
本
屋

で
あ
り
出
版
社
ブ
ラ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
や

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
出
版
局
が

誕
生
し
、
そ
こ
か
ら
文
学
祭
が
開
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
街
の
自
転
車

屋
か
ら
車
産
業
の
帝
王
モ
リ
ス
が
生

ま
れ
、
多
く
の
労
働
者
が
移
り
住
み
、

さ
ら
に
実
学
の
必
要
性
が
説
か
れ
た
。

ま
た
、
学
歴
や
宗
教
の
違
い
を
超
え

た
英
知
の
結
集
が
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ァ

ム
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
を
代
表
す
る
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
団
体
の
誕
生
を
も
た
ら

し
た
。
そ
し
て
、
女
性
の
高
等
教
育

へ
の
門
戸
開
放
運
動
か
ら
現
代
の
Ｂ

Ｌ
M
運
動
ま
で
、
多
様
性
を
求
め

る
人
々
は
大
学
と
繰
り
返
し
対
峙
し

て
き
た
。

　
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
は
、
ミ
ス

テ
リ
ー
文
学
、
映
画
、
建
築
、
ビ
ジ

ネ
ス
、
食
、
洪
水
か
ら
Ｂ
Ｌ
M
ま

で
多
く
の
物
語
が
あ
る
の
だ
。
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京
都
の
中
世
史 

４  

南
北
朝
内
乱
と
京
都

山や
ま

田だ

徹と
お
る（

大
学
文
学
部
准
教
授
）著

　
中
世
の
京
都
を
通
観
す
る『
京
都

の
中
世
史
』シ
リ
ー
ズ
で
、
筆
者
が

割
り
当
て
ら
れ
た
の
は
南
北
朝
時
代

で
あ
る
。
京
都
の
歴
史
と
い
え
ば
平

安
貴
族
や
由
緒
あ
る
寺
院
・
神
社
、

そ
し
て
伝
統
芸
能
な
ど
を
連
想
さ
れ

る
方
が
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
よ

う
な
な
か
で
南
北
朝
時
代
と
は
、
一

般
に
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
印
象
が
薄

く
、
馴
染
み
も
な
い
と
思
わ
れ
て
い

る
時
代
か
も
し
れ
な
い
。

　
し
か
し
、
こ
こ
で
強
調
し
て
お
き

た
い
の
が
、
と
く
に
同
志
社
大
学
に

と
っ
て
、
こ
の
時
代
が
非
常
に
縁
の

深
い
時
代
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
鎌
倉
時
代
末
期
、
い

わ
ゆ
る
持
明
院
統
の
上
皇
の
御
所
が

吉川弘文館 
2,970円（税込）

刊行年月 2021年7月

外
来
植
物
が
変
え
た 

江
戸
時
代 

里
湖
・
里
海
の
資
源
と
都
市
消
費

佐さ

野の

静し
ず

代よ
（
大
学
文
学
部
教
授
）著

　「
外
来
種
」と
聞
け
ば
、
多
く
の
方

は
オ
オ
ク
チ
バ
ス
な
ど
の「
侵
略
的

外
来
種
」を
思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ

う
。
し
か
し
外
来
種
と
は「
自
然
の

分
布
域
を
こ
え
て
人
為
的
に
導
入
さ

れ
た
生
物
」で
あ
り
、
日
本
で
は
イ

ネ
を
含
む
栽
培
作
物
や
家
畜
の
多
く

も
外
来
種
に
当
た
り
ま
す
。

　
本
書
で
は
こ
の
う
ち
特
に
近
世
に

導
入
さ
れ
た
栽
培
作
物
が
、「
侵
略
」

と
は
異
な
る
形
で
地
域
の「
自
然
」を

変
え
、
各
地
の
水
辺
に「
里
湖
」「
里

海
」と
い
う「
人
の
手
の
加
わ
っ
た
自

然
」を
生
み
出
し
た
事
実
を
明
ら
か

に
し
て
い
ま
す
。

　
水
辺
の
村
々
で
は
、
水
草
・
海
草
・

吉川弘文館
 1,870円（税込）

刊行年月 2021年7月

置
か
れ
た
持じ

明み
ょ
う

院い
ん

殿ど
の

と
い
う
邸
宅
は
、

新
町
キ
ャ
ン
パ
ス
の
す
ぐ
北
側
。
そ

の
南
方
に
は
貴
族
た
ち
の
邸
宅
を
多

く
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
京
都

御
所
の
も
と
に
な
っ
た
土つ
ち
み
か
ど

御
門

東ひ
が
し
の
と
う
い
ん
ど
の

洞
院
殿
と
い
う
邸
宅
が
内だ

い

裏り

と

さ
れ
た
の
も
、
南
北
朝
時
代
の
初
頭
。

ま
さ
に
こ
の
持
明
院
殿
へ
の
近
さ
が

意
識
さ
れ
た
選
地
で
あ
っ
た
。

　
足
利
義
満
が
居
所
に
選
ん
だ
室む
ろ

町ま
ち

殿ど
の

も
こ
の
高
級
住
宅
街
の
一
角
で
、

本
学
の
寒か
ん

梅ば
い

館か
ん

や
尼
寺
大だ

い

聖
し
ょ
う

寺じ

あ

た
り
の
地
に
相
当
す
る
。
相
し
ょ
う

国こ
く

寺じ

が

現
在
の
位
置
に
創
建
さ
れ
た
の
も
、

義
満
邸
の
す
ぐ
東
側
だ
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
さ
ら
に
東
側
に
は
、
義
満
に
よ

っ
て
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
高

さ
の
七
重
塔
も
建
造
さ
れ
た
。

　
本
書
で
こ
の
時
代
を
描
く
際
に
は
、

こ
の
よ
う
な
本
学
周
辺
の
こ
と
へ
の

言
及
が
つ
い
増
え
て
し
ま
っ
た
。
ひ

い
き
が
過
ぎ
る
と
い
わ
れ
て
し
ま
う

か
も
し
れ
な
い
が
、
せ
っ
か
く
な
の

で
本
学
ゆ
か
り
の
方
々
や
本
学
に
興

味
を
持
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
、

本
書
を
手
に
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。

�
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海
藻
を
採
っ
て
肥
料
に
す
る
営
み
が

み
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
水
草
な
ど
は

水
中
の
リ
ン
や
窒
素
を
吸
収
し
、
水

質
浄
化
に
役
立
っ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
ら
を
刈
り
取
る
こ
と
で
栄
養
塩

は
陸
上
へ
と
回
収
さ
れ
、
循
環
的
な

資
源
利
用
シ
ス
テ
ム
が
成
り
立
っ
て

い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
水
草
・
海

草
・
海
藻
が
施
肥
さ
れ
て
い
た
の
が
、

菜
種
・
木
綿
・
サ
ツ
マ
イ
モ
・
サ
ト

ウ
キ
ビ
と
い
っ
た
主
に
近
世
の
外
来

植
物
で
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
近
世
後

期
に
こ
れ
ら
の
栽
培
が
普
及
し
た
こ

と
で
肥
料
藻
の
採
取
量
は
莫
大
な
も

の
と
な
り
、
各
地
に
里
湖
・
里
海
の

生
態
系
が
確
立
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
従
来
、
里
湖
・
里
海
は「
伝
統
的

な
自
然
と
の
共
生
シ
ス
テ
ム
」と
み

な
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
実
態

は
近
世
の
外
来
植
物
の
導
入
に
伴
っ

て
確
立
し
た「
人
為
的
な
自
然
」で
あ

っ
た
わ
け
で
す
。

　
本
書
で
は
、
琵
琶
湖
・
八
郎
潟
・

浜
名
湖
・
三
河
湾
・
瀬
戸
内
海
・
奄

美
大
島
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
こ
の
よ

う
な
里
湖
・
里
海
の
成
立
の
プ
ロ
セ

ス
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
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ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
か
ら
み
る

現
代
中
国
の
社
会
と
経
済

厳げ
ん

善ぜ
ん

平へ
い（
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
研
究
科
教
授　

）著

　
一
九
七
八
年
十
二
月
開
催
の
中
国

共
産
党
第
一
一
期
三
中
全
会
で
、
階

級
闘
争
を
も
っ
て
要
と
す
る
基
本
方

針
が
放
棄
さ
れ
、
経
済
建
設
を
最
優

先
す
る
戦
略
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
以

来
、
紆
余
曲
折
な
が
ら
多
元
な
所
有

制
と
市
場
を
基
本
と
す
る
経
済
体
制

の
構
築
に
力
が
注
が
れ
た
。

　
共
産
党
に
よ
る
独
裁
体
制
は
堅
持

さ
れ
つ
つ
も
、
党
政
分
離
、
政
経
分

離
を
目
指
す
政
治
改
革
は
少
な
く
と

も
二
〇
一
〇
年
代
初
め
ま
で
の
三
〇

余
年
に
亘
り
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
結

果
、
共
産
党
に
よ
る
絶
対
的
支
配
の

政
治
体
制
と
競
争
的
市
場
シ
ス
テ
ム

が
結
合
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
社
会
主
義

勁草書房
 5,500円（税込）

刊行年月 2021年8月

北
に
渡
っ
た
言
語
学
者　

金
壽
卿 

１
９
１
８-

２
０
０
０

板い
た

垣が
き

竜り
ゅ
う

太た
（
大
学
社
会
学
部
教
授
）著

　
本
書
は
、
一
九
四
六
年
に
北
朝
鮮

に
渡
っ
た
言
語
学
者
金キ

ム

壽ス

卿ギ
ョ
ンの
評
伝

で
あ
る
。
ト
ロ
ン
ト
在
住
の
金
壽
卿

の
娘（
離
散
家
族
）と
偶
然
出
会
い
、

そ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
二
〇
一
三

年
に
同
志
社
大
で
金
壽
卿
を
め
ぐ
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
く
ま
で
は
、
私

が
こ
の
よ
う
な
本
を
書
く
と
は
思
っ

て
も
み
な
か
っ
た
。
当
時
私
は
、
新

し
い
実
証
的
な
北
朝
鮮
社
会
文
化
史

研
究
を
め
ざ
し
て
い
た
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
資
料
を
蓄
積
し
て
い
き
な
が
ら

も
、
そ
の
方
向
性
を
模
索
し
て
い
た
。

そ
の
と
き
に
出
会
っ
た
金
壽
卿
と
い

う
人
物
の
お
か
げ
で
、
一
人
の
個
人

を
軸
に
し
た
二
〇
世
紀
史
を
描
こ
う

と
い
う
構
想
が
芽
生
え
た
の
で
あ
っ

た
。

人文書院 
 4,950円（税込）

刊行年月 2021年7月

市
場
経
済
と
い
う
独
特
の
体
制
が
出

来
上
が
っ
た
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、

社
会
・
経
済
の
基
礎
構
造
を
決
定
づ

け
る
諸
要
素
、
つ
ま
り
、
社
会
経
済

の
構
成
原
理
、
経
済
運
営
の
基
本
理

念
、
お
よ
び
社
会
構
造
に
対
す
る
認

識
も
質
的
に
変
化
し
た
。
国
や
集
団

に
代
わ
っ
て
個
人
・
家
族
、
平
等
主

義
に
代
わ
っ
て
効
率
優
先
、
階
級
に

代
わ
っ
て
社
会
階
層
と
い
っ
た
も
の

は
、
人
々
の
暮
ら
し
や
意
識
の
中
で

重
要
性
を
増
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
就
業
選
択
、
昇
進
、

収
入
、
階
層
移
動
な
ど
で
制
度
的
差

別
ま
た
は
優
遇
、
特
殊
な
身
分
の
機

能
は
減
退
し
、
個
人
の
努
力
と
能
力

は
よ
り
重
要
な
意
味
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
言
い
換
え

れ
ば
、
改
革
開
放
後
の
中
国
は
全
体

と
し
て
、
流
動
性
の
低
い
閉
鎖
的
社

会
か
ら
、
機
会
の
平
等
、
選
択
の
自

由
、
能
力
主
義
を
基
本
と
す
る
開
放

的
競
争
社
会
に
向
か
っ
て
変
質
し
つ

つ
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
本
書
の
狙
い
は
、
こ

の
間
中
国
で
蓄
積
さ
れ
た
膨
大
な
ミ

ク
ロ
デ
ー
タ
を
解
析
し
、
こ
う
し
た

仮
説
を
実
証
的
に
検
証
す
る
こ
と
で

あ
る
。

�

著
書
よ
り

　
金
壽
卿
は
数
多
く
の
言
語
に
堪
能

で
、
戦
前
よ
り
哲
学
の
基
礎
か
ら
最

先
端
の
構
造
主
義
的
な
言
語
学
ま
で

を
学
ん
で
い
た
。
戦
後
、
越
北
し
た

彼
は
、
若
く
し
て
北
朝
鮮
初
期
の
言

語
学
・
言
語
政
策
の
基
礎
を
築
い
た

人
物
と
な
っ
た
。
彼
の
歩
み
に
は
、

構
造
主
義
や
社
会
主
義
と
い
っ
た

二
〇
世
紀
の
巨
大
な
思
想
的
・
学
問

的
潮
流
、
北
朝
鮮
の
政
治
史
が
深
く

交
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
離
散
家
族

史
を
中
心
と
し
た
彼
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス

ト
リ
ー
も
こ
れ
に
絡
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
一
個
人
を
徹
底
し
て
描
き
な

が
ら
も
総
合
的
な
歴
史
叙
述
が
可
能

に
な
る
と
の
確
信
を
も
っ
て
、
本
書

を
書
き
進
め
た
。

　
本
書
は
、
個
人
史
・
政
治
史
系
列

と
言
語
学
史
系
列
の
章
を
交
互
に
配

置
し
て
構
成
し
た
。
順
に
読
ん
で
二

系
列
を
頭
の
な
か
で
共
鳴
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
も
よ
い
し
、
ど
ち
ら
か
一

方
の
系
列
だ
け
読
ん
で
い
た
だ
い
て

も
構
わ
な
い
。「
北
朝
鮮
」を
め
ぐ
る

殺
伐
と
し
た
議
論
ば
か
り
が
目
立
つ

現
状
だ
が
、
そ
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ

と
な
る
歴
史
像
を
分
か
り
や
す
く
書

い
た
つ
も
り
な
の
で
、
ご
一
読
い
た

だ
き
た
い
。

�

著
者
よ
り
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米
中
の
経
済
安
全 

保
障
戦
略 

―
新
興
技
術
を
め
ぐ
る
新
た
な
競
争

村む
ら

山や
ま

裕ゆ
う

三ぞ
う（
大
学
ビ
ジ
ネ
ス

研
究
科
教
授　

）編
著

　
米
中
間
の
覇
権
争
い
を
背
景
に
し

て
、
経
済
安
全
保
障
へ
の
関
心
が
高

ま
り
を
見
せ
て
い
る
。
日
本
で
も
、

岸
田
政
権
の
下
で
経
済
安
全
保
障
担

当
大
臣
の
職
が
設
け
ら
れ
、
経
済
安

全
保
障
推
進
法
の
議
論
も
始
ま
っ
て

い
る
。

　
本
書
は
、
現
在
注
目
を
集
め
る
経

済
安
全
保
障
に
焦
点
を
あ
て
、
米
中

間
の
技
術
覇
権
競
争
を
考
察
し
た
も

の
で
あ
る
。
序
章
で
経
済
的
な
手
段

を
用
い
て
国
家
戦
略
上
の
目
的
を
達

成
し
よ
う
と
す
る
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・

ス
テ
ー
ト
ク
ラ
フ
ト
の
考
え
方
を
解

説
し
、
こ
れ
に
続
く
第
一
部
で
は
、

芙蓉書房出版
 2,750円（税込）

刊行年月 2021年7月

先
輩
！
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
ス
の 

磨
き
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
！ 

起
業
か
ら
イ
メ
ー
ジ

す
る
金
融
経
済
教
育

足あ

立だ
ち

光み
つ

生お
（
大
学
政
策
学
部
教
授
）著

　
毎
年
三
月
に
な
る
と
多
く
の
卒
業

生
が
社
会
へ
巣
立
っ
て
い
く
。
そ
れ

ぞ
れ
の
進
路
は
様
々
で
あ
る
が
、
民

間
企
業
に
就
職
す
る
卒
業
生
も
多
い
。

そ
う
し
た
卒
業
生
の
表
情
に
は
社
会

へ
の
大
き
な
期
待
と
と
も
に
、
ビ
ジ

ネ
ス
の
舞
台
に
立
つ
こ
と
へ
の
漠
然

と
し
た
不
安
が
垣
間
見
え
る
。
僭
越

な
が
ら
、
私
自
身
も
同
志
社
大
学
を

卒
業
し
て
外
資
系
金
融
機
関
に
就
職

し
た
経
緯
が
あ
り
、
当
時
抱
え
た
同

様
の
感
覚
を
今
で
も
生
々
し
く
思
い

出
す
。
そ
も
そ
も
、
社
会
に
自
信
を

持
っ
て
羽
ば
た
く
た
め
に
は
何
が
必

要
か
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
ど
の
よ

中央経済社
 2,640円（税込）

刊行年月 2021年9月

歴
史
的
な
視
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、
輸

出
管
理
を
中
心
に
し
た
米
国
の
経
済

安
全
保
障
戦
略
を
分
析
し
て
い
る
。

第
二
部
は
、
中
国
に
場
を
移
し
、
経

済
と
国
防
建
設
が
一
体
と
な
っ
た
産

業
政
策
、
軍
事
と
民
生
分
野
の
技
術

開
発
を
同
時
に
実
現
し
よ
う
と
す
る

軍
民
融
合
政
策
な
ど
に
焦
点
を
あ
て
、

中
国
の
経
済
安
全
保
障
政
策
を
分
析

し
て
い
る
。
最
終
章
で
は
、
米
中
の

政
策
変
化
を
踏
ま
え
た
日
本
の
対
応

策
を
歴
史
的
な
視
点
も
踏
ま
え
て
叙

述
し
、
最
後
に
日
本
が
と
る
べ
き
経

済
安
全
保
障
政
策
を
提
言
し
て
い
る
。

　
本
書
は
、
大
学
に
籍
を
お
く
研
究

者
と
実
務
に
も
通
じ
た
研
究
所
の
研

究
員
が
協
力
し
て
書
か
れ
、
米
中
技

術
覇
権
競
争
に
興
味
を
持
つ
幅
広
い

層
に
読
ま
れ
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い

る
。
現
在
、
経
済
安
全
保
障
が
ブ
ー

ム
化
し
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類

の
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
経
済
安

全
保
障
の
コ
ン
セ
プ
ト
自
体
が
あ
い

ま
い
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
環
境
下
で
、
経
済
安
全
保
障
の

本
来
の
姿
を
理
解
す
る
意
味
で
も
有

益
な
書
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

�

編
著
者
よ
り

う
に
学
ぶ
べ
き
か
。

　
そ
の
答
え
を
、
私
は
母
校
の
同
志

社
大
学
に
教
員
と
し
て
戻
っ
て
以
来

十
五
年
間
模
索
し
て
き
た
。
大
学
院

総
合
政
策
科
学
研
究
科
で「
金
融
経

済
教
育
」を
担
当
し
、
適
切
な
教
育

の
あ
り
方
を
受
講
生
と
議
論
す
る
一

方
、
自
ら
も
講
義
や
ゼ
ミ
で
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
追
い
求
め
て
い
る
。
一

般
的
に「
金
融
経
済
教
育
」と
い
え
ば
、

個
人
の
資
産
形
成
や
投
資
の
支
援
に

関
わ
る
も
の
と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
が
、

そ
れ
だ
け
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
。
本
書
で
は「
起
業
の
模
擬
」と

い
う
架
空
の
視
点
に
立
ち
、「
現
代
ビ

ジ
ネ
ス
の
全
容
を
俯
瞰
的
に
と
ら
え

る
金
融
経
済
教
育
」を
目
指
す
。
現

代
ビ
ジ
ネ
ス
に
不
可
欠
な
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
解
説
し
な
が
ら
、
様
々
な
ビ

ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
を
有
機
的
に
結
び
付

け
て
、
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
を「
い
っ
き

に
駆
け
抜
け
て
み
る
」こ
と
を
本
書

は
試
み
る
。
そ
の
際
、
本
書
を
貫
く

最
大
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は「
投
資
家
を

意
識
す
る
」こ
と
に
あ
る
。

　
す
べ
て
の
方
が
社
会
に
自
信
を
持

っ
て
羽
ば
た
く
た
め
に
、「
金
融
経
済

教
育
」の
挑
戦
は
こ
れ
か
ら
も
続
く

だ
ろ
う
。

�

著
者
よ
り
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新
刊
紹
介

日
本
社
会
の 

移
民
第
二
世
代 

エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
間
比
較
で
と
ら
え
る

「
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
」の
子
ど
も
た
ち
の
今

兒こ

島じ
ま

明あ
き
ら（

大
学
社
会
学
部
教
授
）他
著

　「
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
」と
は
、
一
九
七
〇

年
代
以
降
、
日
本
に
居
住
す
る
こ
と

に
な
っ
た
外
国
人
に
対
す
る
呼
称
で

あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
そ
う

し
た
人
々
の
子
ど
も
の
教
育
に
注
目

し
た
研
究
が
多
く
な
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
著
者
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
に
対

象
を
異
に
し
な
が
ら
も
、
教
育
社
会

学
と
い
う
共
通
の
視
角
か
ら
研
究
を

進
め
て
き
た
。
そ
れ
か
ら
二
〇
〜
三

〇
年
が
経
過
し
た
現
在
、
当
時
子
ど

も
だ
っ
た
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
も
す
で
に

成
人
し
、
次
世
代
の
育
成
に
携
わ
る

者
も
い
る
。
こ
う
し
た
時
間
の
経
過

を
考
慮
す
れ
ば
、「
移
民
第
二
世
代
」と

明石書店
 6,490円（税込） 

刊行年月 2021年7月

教
育
学
の 

パ
ト
ス
論
的
転
回

小お

野の

文ふ
み

生お
（
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
地

域
文
化
学
部
准
教
授
）他
編

　
生
き
る
こ
と
に
は
、
ま
ま
な
ら
な

さ
が
伴
う
。
こ
の「
ま
ま
な
ら
な
さ
」

を
何
と
か
し
た
い
と
思
う
の
が
人
の

情
と
い
う
も
の
で
、
だ
か
ら
こ
そ
教

育
思
想
の
根
底
に
は
、「
何
と
か
し
た

い
」と
い
う
願
い
と
、
そ
の
願
い
を

実
現
す
る
方
法
や
技
術
へ
の
問
い
が

あ
る
。
だ
が
、
そ
の
願
い
は
ほ
ん
と

う
に「
よ
き
も
の
」か
ど
う
か
。
そ
の

方
法
や
技
術
は
ほ
ん
と
う
に「
望
ま

し
い
も
の
」な
の
か
。
も
と
よ
り
、

願
い
の
純
粋
さ
だ
け
で
行
為
を
正
当

化
し
う
る
わ
け
で
は
な
い
。
啓
蒙
思

想
を
土
壌
と
し
て
始
ま
っ
た
近
代
教

育
は
、
こ
う
し
て
容
易
に
解
き
が
た

い
問
い
を
抱
え
込
ん
だ
。
啓
蒙
の
も

と
で
、
も
の
ご
と
の
ロ
ゴ
ス（
こ
と

わ
り
）を
追
究
し
、
そ
の
追
究
が
技

東京大学出版会
 13,200円（税込）

刊行年月 2021年5月

呼
ぶ
方
が
か
れ
ら
の
実
態
に
即
し
て

い
よ
う
。

　
大
人
に
な
っ
た
か
れ
ら
は
、
過
去

の
経
験
を
ど
の
よ
う
に
意
味
づ
け
、

現
在
を
生
き
、
将
来
を
展
望
す
る
の

か
。
本
書
は
、
移
民
第
二
世
代
の
日

本
社
会
へ
の
適
応
状
況
を
、
ベ
ト
ナ

ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
中
国
、
ブ
ラ
ジ

ル
、
ペ
ル
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
ル
ー

ツ
の
あ
る
第
二
世
代
の
若
者
た
ち

一
七
〇
名
を
対
象
に
、
構
想
か
ら
八

年
間
に
わ
た
っ
て
実
施
し
た
調
査
に

基
づ
い
て
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ

る
。
ア
メ
リ
カ
の
移
民
第
二
世
代
研

究
を
牽
引
す
る
ア
レ
ハ
ン
ド
ロ
・
ポ

ル
テ
ス
ら
が
提
唱
し
、
国
際
的
に
も

広
く
参
照
さ
れ
る「
分
節
化
さ
れ
た

同
化
理
論
」に
基
づ
き
、
エ
ス
ニ
ッ

ク
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
学
校
経

験
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
主
要
な
テ
ー
マ
に
据

え
て
分
析
を
行
っ
た
結
果
か
ら
は
、

世
代
間
に
ま
た
が
る
複
雑
な
文
化
変

容
の
か
た
ち
と
、
第
二
世
代
の
適
応

に
お
け
る
そ
の
帰
結
が
、
具
体
的
な

語
り
と
と
も
に
浮
か
び
あ
が
る
。
本

書
の
知
見
が
、
移
民
社
会
と
し
て
の

日
本
の
過
去
・
現
在
・
未
来
の
理
解

の
深
化
に
貢
献
す
る
こ
と
を
願
う
。

�

著
者
よ
り

術
的
合
理
性
を
生
み
、
操
作
可
能
で

予
測
可
能
な
知
へ
人
を
向
か
わ
せ
て

き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
す
べ
て
か
。

そ
れ
は
人
が
育
つ
こ
と
、
教
え
る
こ

と
、
生
き
る
こ
と
の
実
態
に
即
し
て

い
る
か
。
何
よ
り
、
そ
れ
は〈
ほ
ん

と
う
の
さ
い
わ
い
〉に
結
び
つ
い
て

い
る
か
。「
啓
蒙
の
弁
証
法
」へ
の
批

判
を
前
に
、
素
朴
に
こ
の
運
動
を
信

じ
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
さ
り
と
て

教
育
を
や
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

で
は
、
ど
う
す
る
か
。
本
書
は
、
ロ

ゴ
ス
に
対
置
さ
れ
る
パ
ト
ス（
受
苦
・

受
動
性
）に
着
目
し
、
両
者
の
関
係

性
を
問
う
。
そ
う
し
て
教
育
の
シ
ス

テ
ム
か
ら
零
れ
落
ち
て
い
く
も
の
の

放
つ
弱
い
光
と
影
を
救
い
出
そ
う
と

す
る
。
ル
ソ
ー
、
カ
ン
ト
、
ボ
ル
ノ

ウ
と
い
っ
た
西
洋
教
育
思
想
の
古
典

的
人
物
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
、
フ
ロ
ム
、

ア
ド
ル
ノ
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
、
フ
ラ
ン

ク
ル
、
ア
ー
レ
ン
ト
、
ア
ガ
ン
ベ
ン

と
い
っ
た
哲
学
者
、
西
田
幾
多
郎
、

田
邊
元
、
木
村
素
衞
、
森
昭
と
い
っ

た
日
本
の
哲
学
者
・
教
育
学
者
と
対

話
し
な
が
ら
、
パ
ト
ス
の
思
想
を
手

が
か
り
に
、
確
実
性
や
合
理
性
と
い

う「
強
さ
」に
反
転
し
な
い「
弱
さ
」の

思
想
は
あ
り
う
る
か
、
と
問
い
か
け

て
い
る
。
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三
十
六
歌
仙　

 

ビ
ギ
ナ
ー
ズ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス　

 

日
本
の
古
典

吉よ
し

海か
い

直な
お

人と
（
女
子
大
学
特
任
教
授
）編

　『
三
十
六
歌
仙
』は
、
知
名
度
が
高

い
割
に
は
国
文
学
的
な
研
究
は
遅
れ

て
い
る
。
そ
の
最
大
の
原
因
は
、
歌

人
の
代
表
歌
が
固
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、

複
数
の
歌
か
ら
自
由
に
選
ぶ
方
式
に

な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の

流
動
性
の
た
め
諸
本
に
よ
っ
て
所
収

和
歌
に
異
同
が
存
し
て
お
り
、
ど
の

本
を
ベ
ー
ス
に
す
れ
ば
い
い
の
か
が

不
確
定
で
あ
っ
た
。
信
頼
で
き
る
テ

キ
ス
ト
が
な
け
れ
ば
、
研
究
の
蓄
積

も
望
め
な
い
。
そ
の
た
め
、
研
究
者

が
二
の
足
を
踏
み
、
こ
れ
ま
で
入
門

書
は
お
ろ
か
、
安
価
な
文
庫
本
も
刊

行
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
あ
る
の
は

ＫＡＤＯＫＡＷＡ／角川ソフィア文庫
 990円（税込） 

刊行年月 2021年10月

未
成
年
者
の
基
本
的
人
権  

憲
法
学
的
考
察

福ふ
く

岡お
か

久く

美み

子こ
（
女
子
大
学
現
代

社
会
学
部
教
授
）著

　
憲
法
上
、
未
成
年
者
も
当
然
、
基

本
的
人
権
の
主
体
だ
と
認
め
ら
れ
つ

つ
、
心
身
の
未
成
熟
性
ゆ
え
、
成
人

と
は
異
な
る
制
約
な
ど
も
容
認
さ
れ

る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
た
だ
、
ど

の
よ
う
な
場
合
に
ど
の
人
権
に
ど
こ

ま
で
の
制
約
が
許
さ
れ
る
の
か
に
つ

い
て
は
、
研
究
し
尽
く
さ
れ
た
と
は

言
え
な
い
。
ま
た
、
校
則
裁
判
な
ど

に
お
い
て
、
裁
判
所
も
判
決
を
下
し

て
き
た
が
、
未
成
年
者
も
憲
法
上
の

人
権
を
有
し
て
い
る
と
い
う
、
そ
の

前
提
部
分
が
抜
け
て
い
る
も
の
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
。

　
本
書
の
目
的
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
に
お
け
る
未
成
年
者
の
基
本
的
人

権
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
裁
判

例
、
法
制
度
、
学
説
等
を
検
討
し
、

日
本
で
の
問
題
を
考
え
る
う
え
で
の

法律文化社
 9,020円（税込）  

刊行年月 2021年4月

高
価
な
美
術
書
の
類
ば
か
り
で
あ
っ

た
。

　
そ
こ
で
今
回
、
思
い
切
っ
て
鎌
倉

時
代
成
立
の
佐
竹
本
を
中
心
に
据
え
、

一
歌
人
に
最
低
三
首
の
有
名
な
和
歌

を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
、
大

抵
の『
三
十
六
歌
仙
』諸
本
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
み
た
。
ビ
ギ

ナ
ー
ズ
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
の
一
冊
と
し

て
、
所
収
歌
に
は
簡
単
な
解
説
と
現

代
語
訳
を
施
し
て
わ
か
り
や
す
く
し

た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
佐
竹
本
の

複
製
か
ら
歌
仙
絵
を
す
べ
て
転
載
し
、

そ
の
歌
仙
絵
に
も
簡
単
な
説
明
を
加

え
た
。
そ
の
上
で
、『
三
十
六
歌
仙
』

の
成
立
過
程
と
享
受
史
を
、
で
き
る

だ
け
や
さ
し
く
解
説
し
た
。
こ
れ
で

よ
う
や
く
た
た
き
台
が
提
示
さ
れ
た

こ
と
に
な
る
。

　
ま
だ
す
べ
て
の
伝
本
を
網
羅
で
き

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
少
な
く

と
も
最
初
の
一
歩
は
踏
み
出
し
た
と

い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
本
書
が

『
三
十
六
歌
仙
』研
究
の
基
本
資
料
と

し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
大
学

の
授
業
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
積
極
的

に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

�

編
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示
唆
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。

　
本
書
は
Ⅰ
部
の「
学
校
に
お
け
る

生
徒
の
基
本
的
人
権
」と
Ⅱ
部
の「
青

少
年
の
基
本
的
人
権
」か
ら
構
成
さ

れ
て
い
る
。
Ⅰ
部
で
は
、
学
校
が
生

徒
の
表
現
の
自
由
を
ど
こ
ま
で
規
制

で
き
る
の
か
、
学
校
に
よ
る
所
持
品

検
査
・
脱
衣
検
査
な
ど
の
検
査
が
ど

の
よ
う
な
場
合
に
許
さ
れ
る
の
か
、

生
徒
の
非
行
を
理
由
と
し
て
、
停
学

処
分
な
ど
の
懲
戒
処
分
、
課
外
活
動

禁
止
な
ど
の
不
利
益
処
分
が
科
さ
れ

る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
事
前
の
手
続

き（
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
）が
保
障
さ

れ
る
べ
き
か
、
と
い
っ
た
問
題
を
取

り
上
げ
る
。
Ⅱ
部
で
は
、
青
少
年
保

護
育
成
条
例
に
よ
る
規
制
の
中
で
と

く
に
問
題
と
な
っ
て
き
た
、
青
少
年

に
対
す
る
有
害
表
現
受
領
規
制
、
深

夜
外
出
規
制
、
淫
行
・
わ
い
せ
つ
な

行
為
等
の
規
制
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ

カ
と
の
比
較
法
的
研
究
を
試
み
る
。

　
本
書
を
発
行
後
、
校
外
で
の
S

N
S
投
稿
を
理
由
と
す
る
公
立
学

校
の
処
分
に
関
し
て
、
合
衆
国
最
高

裁
判
所
は
処
分
を
す
る
ほ
ど
の
表
現

で
は
な
い
と
し
て
、
処
分
を
憲
法
違

反
と
す
る
判
決
を
下
し
た
。
校
外
の

表
現
に
対
し
て
学
校
が
ど
こ
ま
で
規

制
で
き
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
判
例
を
待
つ
こ
と
と

な
る
。
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約
六
〇
年
も
の
長
き
に
わ
た
り
同
志
社
の
女
子
教
育
に
情

熱
を
注
い
だ
、
メ
リ
ー
・
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
デ
ン
ト
ン
を
記

念
し
て
、
一
九
五
五
年
四
月
に
着
工
。
同
年
十
月
に
、
地
下

一
階
地
上
三
階
の
デ
ン
ト
ン
館
が
竣
工
、
同
年
十
二
月
八
日

に
は
献
堂
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
入
口
の
向
っ
て
左
に
は
、
デ
ン
ト
ン
が
ノ
ー
ト
を
開
き
ペ

ン
を
持
つ
胸
像
の
レ
リ
ー
フ
が
、
英
文
を
浮
き
彫
り
に
し
た

銘
板
と
と
も
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
屋
上
の
四
囲
に
は
瓦

葺
屋
根
の
倉
庫
が
設
け
ら
れ
、
こ
れ
は
風
致
地
区
で
今
出
川

通
り
か
ら
二
〇
メ
ー
ト
ル
以
内
で
は
平
屋
根
が
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
た
め
の
工
夫
で
す
。
外
壁
は
、
従
来
の
女
子
部
の
赤

煉
瓦
と
ち
が
っ
て
、
ス
ペ
イ
ン
風
の
明
る
い
色
調
の
タ
イ
ル

張
り
で
で
き
て
い
ま
す
。

　
当
時
、
三
階
に
は
デ
ン
ト
ン
記
念
ホ
ー
ル
が
あ
り
、
彼
女

の
蔵
書
や
遺
品
な
ど
が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
し
た
（
現
在
は
、

同
志
社
女
子
大
学
史
料
セ
ン
タ
ー
に
て
所
蔵
）。
二
階
に
は

図
書
室
が
あ
り
、
一
階
は
教
室
、
家
政
学
研
究
室
、
実
験
室
、

地
階
は
食
堂
、
購
買
部
、
書
籍
部
な
ど
に
あ
て
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　
現
在
は
、
地
下
の
表
象
文
化
学
部
の
関
連
施
設
を
は
じ
め
、

一
階
か
ら
三
階
に
は
同
学
部
の
事
務
室
や
研
究
室
な
ど
が
配

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

デントン館
（同志社女子大学）

建物案内no.38



　
寒
梅
館
は
、
学
生
文
化
活
動
の
拠
点
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
た
旧
大
学
会
館
を
解
体
し
、
そ
の
機
能
を
受
け
継
ぎ
な
が

ら
、
先
端
設
備
を
備
え
、
地
域
社
会
に
も
広
く
開
か
れ
た
施

設
と
し
て
二
〇
〇
四
年
三
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。
同
年
四
月

に
開
設
さ
れ
た
司
法
研
究
科
と
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
科
の
教
育
・

研
究
拠
点
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
外
観
は
煉
瓦
壁
面
で
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
風
の
デ
ザ
イ

ン
を
採
用
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
、
地
上
七
階
地
下
一

階
建
、
延
床
面
積
は
一
万
七
七
四
八
㎡
。
両
研
究
科
が
使
用

す
る
教
室
や
図
書
室
、
自
習
室
、
個
人
研
究
室
等
の
専
門
職

大
学
院
エ
リ
ア
の
ほ
か
、
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
・
保
健
セ
ン

タ
ー
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

等
の
学
生
サ
ポ
ー
ト
部
門
を
集
約
。
リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス
は

産
官
学
連
携
の
窓
口
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
一
般
開
放
し

て
い
る
大
小
二
つ
の
ホ
ー
ル（
ハ
ー
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
・
ク
ロ
ー

バ
ー
ホ
ー
ル
）
や
一
階
・
七
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
大
学
と

地
域
住
民
を
結
ぶ
場
と
し
て
機
能
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ

ム
ロ
ン
株
式
会
社
か
ら
の
寄
付
金
を
も
と
に
技
術
・
企
業
・

国
際
競
争
力
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）
が
設
置
さ
れ
、

多
様
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
寒
梅
館
の
館
名
は
、
新
島
の
漢
詩
「
真
理
似
寒
梅
敢
侵
風

雪
開
」（
真
理
は
寒
梅
の
ご
と
し
。
あ
え
て
風
雪
を
侵
し
て

開
く
）
か
ら
命
名
し
て
い
ま
す
。
敷
地
は
室
町
幕
府
の
「
花

の
御
所
」（
足
利
将
軍
家
の
邸
宅
）
が
存
在
し
た
場
所
で
、

建
築
時
に
発
掘
さ
れ
た
石
敷
き
遺
構
等
の
出
土
品
は
、
日
本

の
中
世
史
の
貴
重
な
資
料
と
し
て
、
館
内
・
敷
地
内
で
も
常

設
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

寒梅館
（同志社大学）

建物案内
no.39



同志社の逸品

─  c o l l e c t i o n  1 5  ─

新島旧邸の「新聞挟み」
（京都市指定有形文化財家具）

　「
新
聞
挟
み
」
は
新
島
襄
が
使
用
し
た
家

具
の
一
つ
で
、
新
島
旧
邸
の
書
斎
に
残
る
。

　
新
島
旧
邸
は
、
新
島
襄
が
妻
の
八
重
と
と

も
に
暮
ら
し
た
家
で
、一
八
七
八
（
明
治
一
一
）

年
に
建
て
ら
れ
た
。
襄
が
一
八
九
〇
（
明
治

二
三
）
年
に
亡
く
な
っ
た
後
は
、
八
重
が
一
九

三
二
（
昭
和
七
）
年
に
没
す
る
ま
で
居
住
し
た
。

　
夫
妻
が
暮
ら
し
た
建
物
は
、
明
治
時
代
初

期
に
日
本
人
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
洋
風
建

築
と
し
て
貴
重
な
こ
と
か
ら
、一
九
八
五（
昭

和
六
〇
）
年
六
月
に
京
都
市
有
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
る（
指
定
名
称
は「
新
島
襄
旧
邸
」）。

こ
の
時
は
建
物
の
み
の
指
定
で
あ
っ
た
。
し

か
し
家
具
と
建
築
は
密
接
不
可
分
な
関
係
で

あ
り
、
家
具
が
あ
っ
て
こ
そ
、
そ
の
住
宅
の

使
用
が
可
能
と
な
る
、
と
の
観
点
か
ら
、
新

島
旧
邸
に
残
る
家
具
も
建
物
と
一
体
の
も
の

と
と
ら
え
、
五
十
七
点
の
家
具
が
翌
一
九
八

六
（
昭
和
六
一
）
年
六
月
に
「
附
つ
け
た
り」

と
し
て

追
加
指
定
さ
れ
た
。「
新
聞
挟
み
」
は
そ
の

　

A
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和
五
二
）
年
に
大
学
で
作
成
さ
れ
た
旧
邸
備
品
リ
ス
ト
の
中
に
は

「
鉄
製
書
見
台
」
と
記
さ
れ
た
備
品
が
あ
り
、こ
の
「
新
聞
挟
み
」

の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
書
見
台
と
は
書
物
を
読
み
や
す
く
す
る

た
め
に
置
く
台
で
、
当
時
日
本
で
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
は
、
畳

で
正
座
し
て
読
む
た
め
に
本
を
置
く
面
に
角
度
が
つ
け
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
「
新
聞
挟
み
」
は
本
を
置
く
面
が
水
平
に
な
っ
て
お

り
、
椅
子
に
座
っ
て
読
む
西
洋
式
の
生
活
に
合
わ
せ
た
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
旧
邸
で
の
使
用
方
法
か
ら
い
え
ば
「
鉄
製
書
見
台
」

は
実
状
を
表
し
た
名
称
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
外
国
製
の
も
の
を
工
夫
し
て
使
用
し
て
い
た
こ
の「
新
聞
挟
み
」

は
、
生
活
の
中
で
も
読
書
、
勉
学
の
場
に
お
け
る
家
具
・
道
具
の

西
洋
化
と
そ
の
受
容
の
様
子
を
う
か
が
え
る
貴
重
な
一
例
と
も
い

え
る
だ
ろ
う
。

�

同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー

注
①�

　
明
治
二
十
三
年
十
一
月
十
日
出
版
、
発
行
人
上
田
周
太
郎
、

印
刷
人
廣
瀬
安
七
、
売
捌
所
丸
善
商
社
書
店
。
同
志
社
大
学

図
書
館
所
蔵
。
写
真
は
挿
絵
（
版
画
）
の
部
分
。

注
②�
　
十
二
枚
の
う
ち
の
一
枚
。
同
志
社
社
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所

蔵
。
写
真
は
部
分
。

う
ち
の
一
点
で
あ
る
。
鉄
を
使
用
し
て
お
り
、
京
都
市
に
よ
る
調

査
で
は
ア
メ
リ
カ
製
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
曲

線
の
意
匠
が
施
さ
れ
、
上
部
は
開
閉
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
使
用
方
法
で
あ
る
が
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
に
出

版
さ
れ
た
「A

 sketch of the life of R
ev. Joseph H

ardy 

N
eesim

a

」①
（
Ｊ
・
Ｄ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
著
）
に
挿
絵
と
し
て
掲
載

さ
れ
て
い
る
書
斎
の
様
子
を
見
る
と
、「
新
聞
挟
み
」
が
机
の
脇

に
分
厚
い
本
を
挟
ん
で
置
か
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
（
写
真
Ａ
）。

　
ま
た
、「
新
島
襄
先
生
記
念
絵
葉
書
」② 

の
書
斎
写
真
で
は
開
い

た
状
態
が
再
現
さ
れ
て
い
る
（
写
真
Ｂ
）。
開
い
て
本
を
置
い
て

読
ん
だ
り
、
閉
じ
た
状
態
で
本
を
挟
ん
で
お
い
た
り
し
た
も
の
か

と
思
わ
れ
る
。
現
在
の
状
態
で
は
挟
ん
で
閉
じ
る
と
本
が
ス
ト
ン

と
下
に
落
ち
て
し
ま
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
が
、
上
部
に
紐
が
つ

い
て
い
た
形
跡
が
あ
り
、
閉
じ
た
時
に
落
ち
な
い
よ
う
に
紐
で
本

を
支
え
る
工
夫
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
小
さ
く
て
わ
か
り
に

く
い
が
、
写
真
Ａ
で
は
紐
状
の
も
の
で
本
を
支
え
て
い
る
様
子
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
て
、「
新
聞
挟
み
」と
い
う
名
称
で
あ
る
が
、一
九
八
五（
昭
和
六
〇
）

年
に
京
都
市
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
調
査
に
よ
る
指
定
名
称
で
あ
る
。

　
で
は
、そ
れ
以
前
の
名
称
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
一
九
七
七（
昭
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っ
て
各
校
で
抱
え
る
訴
訟
案
件
に
つ
い
て
も
、

日
常
的
に
相
談
し
て
い
る
弁
護
士
に
依
頼
す
る

の
が
通
例
で
あ
る
。

生
徒
、
保
護
者
、
場
合
に
よ
っ
て
は
教
職
員

が
法
的
問
題
を
抱
え
た
と
き
は
、（
保
護
者
を

含
む
生
徒
側
の
）
人
権
あ
る
い
は
労
働
者
権
利

擁
護
の
立
場
に
立
つ
労
働
問
題
を
専
門
と
す
る

弁
護
士
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
そ
う
し
た

弁
護
士
は
学
校
と
対
峙
す
る
場
合
が
多
く
、
学

校
側
が
相
談
す
る
と
い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。

し
た
が
っ
て
現
場
の
教
職
員
が
日
常
的
に
相

談
し
、
教
育
現
場
の
実
情
に
即
し
て
ア
ド
バ
イ

ス
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
弁
護
士
は
、
個
人
的

に
で
も
探
さ
な
い
限
り
い
な
い
と
い
う
の
が
現

状
で
あ
る
。
現
場
の
教
職
員
は
、
訴
訟
リ
ス
ク

に
備
え
る
と
い
う
よ
り
、
生
徒
の
健
や
か
な
成

長
を
図
り
保
護
者
と
連
携
し
て
教
育
に
当
た
る

上
で
、
生
徒
・
保
護
者
と
の
信
頼
関
係
を
損
ね

る
事
態
は
未
然
に
避
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
も
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
る
お
そ
れ
が

あ
る
と
き
、
法
的
に
ど
の
よ
う
な
点
に
気
を
つ

け
る
べ
き
か
、
教
育
現
場
を
よ
く
知
っ
た
専
門

家
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
ほ
し
い
と
い
う
の
が
正

直
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

最
近
話
題
に
な
っ
て
い
る
「
ス
ク
ー
ル
ロ
イ

は
じ
め
に

同
志
社
諸
学
校
で
は
、
訴
訟
案
件
（
訴
訟
に

至
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
も
含
む
）
に
つ
い
て

は
、
各
校
と
も
日
常
的
に
相
談
出
来
る
弁
護
士

が
顧
問
契
約
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
存
在
す
る
。

訴
訟
に
至
っ
た
場
合
は
、
そ
の
弁
護
士
に
学
校

側
の
弁
護
を
依
頼
す
る
こ
と
が
多
い
。

二
〇
一
七
年
、
法
人
部
に
法
務
室
が
設
置
さ

れ
弁
護
士
事
務
所
と
の
業
務
委
託
契
約
に
よ
り

弁
護
士
が
駐
在
し
て
い
る
。
業
務
は
（
一
）　

契
約
書
そ
の
他
法
的
文
書
の
点
検
及
び
助
言
に

関
す
る
こ
と
。（
二
）　
規
程
等
の
制
定
及
び
改

廃
の
点
検
及
び
助
言
に
関
す
る
こ
と
。（
三
）　

訴
訟
等
法
的
問
題
に
係
る
助
言
及
び
対
応
の
支

援
に
関
す
る
こ
と
。（
四
）　
法
人
の
商
標
及
び

著
作
権
に
関
す
る
こ
と
。（
五
）　
そ
の
他
必
要

な
事
項
と
さ
れ
て
お
り
、
日
常
的
に
各
校
の
法

的
文
書
点
検
及
び
法
務
相
談
に
対
応
し
て
い
る
。

第
一
次
的
に
は
各
校
で
対
応
し
、
第
二
次
的
な

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
持
た
せ
る
と
の
建
て
つ
け
で
、

訴
訟
に
至
る
可
能
性
が
あ
る
重
大
案
件
に
対
す

る
助
言
ま
で
で
、
各
校
教
育
現
場
で
日
常
的
に

抱
え
て
い
る
問
題
す
べ
て
に
対
し
て
助
言
を
す

る
こ
と
は
な
く
、
実
際
の
訴
訟
案
件
対
応
ま
で

は
行
っ
て
い
な
い
の
が
実
状
で
あ
る
。
し
た
が

特 別 寄 稿

学校現場における法律問題の現状と
弁護士（スクールロイヤー）の 

活用について
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にし
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和
かず

（＊２）
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し
た
ら
よ
い
の
か
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
そ

う
い
っ
た
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
も
の
に
な

る
よ
う
、
学
校
現
場
の
法
律
的
に
弱
い
と
こ
ろ

と
、
そ
の
弱
い
と
こ
ろ
を
補
う
た
め
の
具
体
的

方
策
を
提
案
す
る
こ
と
を
心
掛
け
た
。

ま
ず
私
立
学
校
の
現
場
の
問
題
に
取
り
組
ん

で
き
た
堀
切
が
基
調
報
告
を
行
い
、
そ
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
、
現
場
の
問
題
に
精
通
す
る
、
私

立
中
高
の
教
員
経
験
の
あ
る
二
人
の
弁
護
士
、

神
内
聡
氏
と
、
原
口
暁
美
氏
の
参
加
を
得
て
議

論
が
行
わ
れ
た
（
＊
６
）
。

文
部
科
学
省
も
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
設
置

に
積
極
的
で
あ
る
も
の
の
、
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ

ー
の
ニ
ー
ズ
・
役
割
に
つ
い
て
は
、
教
育
現
場

で
も
、
法
律
家
の
間
で
も
、
共
通
認
識
が
出
来

て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
学
校
現
場
の
期
待
に

沿
う
よ
う
な
制
度
に
な
る
の
か
危
惧
さ
れ
る

（
＊
７
）
。
そ
う
い
っ
た
中
、
必
ず
し
も
文
献
等
に

顕
れ
な
い
現
状
の
課
題
と
今
後
の
弁
護
士
の
活

用
な
ど
に
つ
い
て
、
私
立
学
校
の
現
場
に
精
通

し
た
三
人
の
弁
護
士
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視

点
か
ら
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
（
＊
８
）
。

な
お
、
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
当
日
は
、
議
論
が

盛
り
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
予
定
し
た
内

容
を
全
部
終
え
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
本

稿
で
は
、
そ
の
補
充
も
兼
ね
る
こ
と
と
す
る
。

こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
私
立
学
校
の

現
場
に
絞
っ
て
掘
り
下
げ
た
議
論
は
乏
し
く
、

ぜ
ひ
記
録
に
残
し
て
次
に
繋
げ
た
い
と
い
う
の

が
同
志
社
時
報
投
稿
の
動
機
で
あ
っ
た
。

第
一
章　
本
稿
の
目
的

本
稿
は
、
前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
二
〇
二

一
年
（
令
和
三
年
）
二
月
二
十
日
、
同
志
社
一

貫
教
育
探
求
セ
ン
タ
ー
が
支
援
す
る
三
つ
の
自

主
的
な
研
究
会
が
共
催
し
て
実
施
し
た
標
題
の

オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
の
内
容
を
ま
と
め
、
加
筆
し

た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
企
画
は
、
学
校
現
場
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

役
割
と
し
て
注
目
さ
れ
る
「
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ

ー
」
の
有
用
性
と
そ
の
活
用
の
実
態
か
ら
、
私

立
学
校
の
教
職
員
の
抱
え
る
日
常
の
課
題
に
つ

い
て
、
解
決
の
ヒ
ン
ト
を
提
供
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
。

学
校
現
場
に
お
け
る
危
機
管
理
の
研
修
と
い

う
と
、「
○
○
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
と
、
×

×
の
よ
う
な
法
的
責
任
が
問
わ
れ
ま
す
。」
と

い
っ
た
過
去
の
出
来
事
を
事
後
的
に
評
価
し
て
、

や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
学
ぶ
研
修
に
な
り

が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
場
の
求
め
る
知
見

は
、
何
を
や
っ
た
ら
ダ
メ
か
で
は
な
く
、
ど
う

ヤ
ー
」
と
い
う
職
種
は
、
現
場
教
職
員
か
ら
見

る
と
学
校
側
の
立
場
か
ら
学
校
で
起
こ
る
訴
訟

案
件
に
備
え
る
こ
と
よ
り
も
、
教
育
現
場
の
状

況
を
よ
く
把
握
し
理
解
し
て
、
教
職
員
に
寄
り

添
う
立
場
で
法
的
ア
ド
バ
イ
ス
を
提
供
す
る
の

が
本
来
の
姿
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
二
〇
二
一
年
（
令

和
三
年
）
二
月
二
十
日
同
志
社
で
は
全
教
職
員

対
象
に
本
稿
の
標
題
と
同
じ
テ
ー
マ
で
研
修
会

（
＊
３
）

を
三
三
名
の
参
加
者
で
開
催
し
た
。
コ
ロ

ナ
下
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
と
い
う
制
約
の
も
と
で

の
初
め
て
の
研
修
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
積
み
重
ね
て
き
た
三
研
究
会
（
同
志

社
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
教
育
研
究
会
、
同
志
社
数

学
・
算
数
教
育
研
究
会
、
同
志
社
英
語
教
育
研

究
会
）
が
主
催
し
、
同
志
社
一
貫
教
育
探
求
セ

ン
タ
ー
が
後
援
す
る
と
い
う
形
で
実
施
し
た
。

研
修
は
学
校
の
法
的
リ
ス
ク
を
専
門
に
多
く

の
研
修
等
実
績
の
あ
る
堀
切
忠
和
弁
護
士
（
本

稿
共
著
者
）
に
よ
る
基
調
報
告
、
学
校
教
育
現

場
の
経
験
が
豊
富
な
神
内
聡
弁
護
士
（
＊
４
）
、
原

口
暁
美
弁
護
士
（
＊
５
）

を
加
え
た
三
弁
護
士
に
よ

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
の
討
論
会

（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
堀
切
弁
護
士
）
で
進

め
ら
れ
た
。
最
後
に
参
加
者
を
交
え
た
質
疑
応

答
、
意
見
交
流
で
終
え
た
。
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第
二
章　
問
題
の
所
在

近
時
の
学
校
現
場
の
大
き
な
悩
み
の
一
つ
に
、

保
護
者
や
近
隣
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
対
応
が
あ
る
。

ク
レ
ー
ム
対
応
が
学
校
現
場
の
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
き
て
い
る
傾
向
か
ら
、
従
前
に
比
べ
、

ク
レ
ー
ム
の
量
的
・
質
的
変
化
（
＊
９
）

が
あ
っ
た

こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
、
学
校
現
場
は
、

そ
の
よ
う
な
ク
レ
ー
ム
の
変
化
に
対
し
て
、
新

た
な
対
応
策
を
用
意
で
き
て
い
な
い
。
こ
れ
ま

で
学
校
と
家
庭
、
近
隣
と
の
信
頼
関
係
の
中
で

様
々
な
問
題
を
解
決
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
手
詰
ま
り
と
な
っ
た
場
合
に
、

法
的
な
観
点
、
或
い
は
第
三
者
の
視
点
を
取
り

入
れ
る
と
い
う
意
味
で
弁
護
士
の
サ
ポ
ー
ト
が

有
望
視
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
弁
護
士
（
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
）

に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
の
は
な
ぜ
か
、
そ

の
有
用
性
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
必
ず
し
も
意

見
の
一
致
を
見
な
い
。

第
三
章　

法
律
家
か
ら
見
た
学
校

の
危
機
管
理
に
必
要
な
観
点

一
．
教
員
の
熱
意
と
法
的
リ
ス
ク

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
法
的
観
点
が
学
校
現

場
に
役
に
立
つ
理
由
の
一
つ
に
、
学
校
現
場
と
、

法
律
問
題
の
相
性
の
悪
さ
が
挙
げ
ら
れ
る
。

教
員
は
、
概
ね
、
子
ど
も
達
の
た
め
に
最
善

を
尽
く
し
た
い
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
、
結
果

が
最
善
で
な
い
と
、
自
分
達
に
も
足
り
な
か
っ

た
と
こ
ろ
が
あ
る
と
考
え
が
ち
で
あ
る
。
特
に
、

再
発
防
止
策
が
考
え
ら
れ
る
場
合
に
は
、
自
分

達
に
落
ち
度
が
あ
っ
た
と
考
え
る
傾
向
が
強
い
。

し
か
し
、
再
発
防
止
策
が
あ
る
と
い
う
こ
と

と
、
事
故
当
時
の
現
場
の
教
員
に
落
ち
度
が
あ

っ
た
か
ど
う
か
は
別
問
題
で
あ
る
。
再
発
防
止

策
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
事

故
が
起
き
た
以
上
、
当
然
で
あ
り
、
そ
れ
は
、

そ
の
事
故
に
つ
い
て
学
校
側
に
法
的
責
任
が
あ

る
か
ど
う
か
に
関
わ
ら
な
い
。
一
方
、
法
的
責

任
の
有
無
は
、
学
校
側
が
当
該
事
故
の
発
生
す

る
危
険
を
予
見
し
、
そ
の
結
果
を
回
避
す
る
措

置
を
講
じ
る
義
務
が
学
校
側
に
あ
り
、
且
つ
、

学
校
が
そ
の
義
務
に
違
反
し
た
こ
と
で
事
故
が

発
生
し
た
か
ど
う
か
で
決
ま
る
の
で
あ
り
、
後

か
ら
振
り
返
っ
て
防
ぐ
手
段
が
あ
っ
た
か
ど
う

か
は
、
直
接
に
は
関
係
し
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
現
場
に
い
た
教
員
と
し
て
は
、

「
こ
う
し
て
お
け
ば
、
こ
の
事
故
は
起
き
な
か

っ
た
。」
と
思
う
と
、
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
自

分
達
に
落
ち
度
が
あ
っ
た
と
考
え
や
す
い
。
教

員
と
し
て
、
子
ど
も
に
し
て
あ
げ
た
か
っ
た
こ

と
と
、
法
的
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

こ
と
と
の
区
別
を
曖
昧
に
し
た
ま
ま
、
法
律
問

題
と
向
き
合
う
の
で
、
法
的
な
観
点
で
い
う
と

こ
ろ
の
学
校
に
課
さ
れ
た
安
全
配
慮
義
務
よ
り

広
い
責
任
を
、
教
員
自
ら
が
認
め
や
す
い
の
で

あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
整
理
す
る
と
、
生
徒
（
児

童
・
園
児
）
に
事
故
が
あ
れ
ば
、
法
的
に
落
ち

度
が
あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
、
教
員
は
胸
を
痛

め
、
何
等
か
の
責
任
を
感
じ
る
。
こ
れ
は
道
義

的
な
責
任
で
あ
り
、
人
と
し
て
感
じ
る
胸
の
痛

み
で
あ
っ
て
、
法
的
責
任
と
は
区
別
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
区
別
に
無
自
覚
な
ま
ま
、

道
義
的
責
任
を
感
じ
て
い
る
が
た
め
に
、
法
的

責
任
を
認
め
て
し
ま
う
点
で
は
、
あ
る
意
味
、

熱
意
の
あ
る
教
員
ほ
ど
、
法
的
リ
ス
ク
が
高
い

と
言
え
る
。

そ
う
い
っ
た
リ
ス
ク
を
抱
え
る
教
員
に
対
し
、

弁
護
士
が
法
的
責
任
の
問
題
と
そ
う
で
な
い
問

題
に
つ
い
て
区
別
し
、
議
論
を
整
理
す
る
こ
と

で
、
よ
り
適
切
な
対
応
を
導
く
こ
と
が
期
待
で

き
る
。
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二
．�

研
究
途
上
の
分
野
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え

た
対
応
の
必
要
性

上
記
の
と
お
り
、
学
校
現
場
と
法
律
問
題
の

相
性
が
悪
い
の
は
、
教
育
現
場
の
側
だ
け
の
問

題
で
は
な
く
、
教
員
の
現
場
目
線
に
立
っ
た
研

究
が
専
門
家
に
よ
っ
て
十
分
に
な
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
こ
と
も
原
因
と
し
て
指
摘
で
き
よ
う
。

一
般
に
、
学
校
問
題
は
子
ど
も
の
権
利
に
関

す
る
問
題
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
こ

れ
は
、
子
ど
も
を
保
護
の
客
体
か
ら
権
利
の
主

体
と
し
て
構
成
す
る
過
程
で
不
可
欠
な
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
、
そ

の
結
果
、
学
校
・
教
員
は
、
子
ど
も
の
権
利
を

守
る
義
務
を
負
う
主
体
と
な
り
、
子
ど
も
の
権

利
を
侵
害
す
る
側
と
位
置
づ
け
た
研
究
に
な
り

や
す
い
と
い
う
問
題
を
孕
ん
で
い
た
。

他
方
、
教
員
が
主
体
と
な
る
学
校
現
場
の
問

題
と
さ
れ
て
き
た
の
は
労
働
問
題
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
学
校
問
題
に
詳
し
く
な
る
の
は
、
ど

う
し
て
も
、
教
員
か
ら
相
談
を
受
け
る
弁
護
士

よ
り
も
、
学
校
設
置
者
か
ら
相
談
を
受
け
る
学

校
の
顧
問
弁
護
士
で
あ
り
、
現
場
の
教
員
は
労

使
問
題
の
相
手
方
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
問

題
と
関
連
し
て
、
学
校
の
顧
問
弁
護
士
が
、
現

場
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
に
関
し
て
相
談
を
受
け
た

場
合
、
使
用
者
の
観
点
か
ら
、
被
用
者
で
あ
る

教
員
の
対
応
に
問
題
が
な
か
っ
た
か
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
問
題
が
あ
る
場
合
は
、
処
分
も
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
立
場
に
立
つ
。
そ

し
て
、
そ
の
よ
う
な
立
場
上
、
学
校
問
題
に
精

通
す
る
学
校
の
顧
問
弁
護
士
も
、
教
員
の
目
線

で
の
問
題
の
検
討
を
し
に
く
い
と
い
え
る
。

以
上
か
ら
、
教
員
は
、
学
校
の
法
律
問
題
に

お
い
て
、
こ
れ
ま
で
は
常
に
「
相
手
方
」
と
し

て
み
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
教
員
の
目
線
・

教
育
現
場
の
目
線
で
、
学
校
で
起
き
る
法
律
問

題
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
べ
き
か
と
い

う
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
＊
10
）

し
か
し
、
子
ど
も
達
が
伸
び
伸
び
と
学
ぶ
場

を
作
る
た
め
に
は
、
子
ど
も
の
権
利
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
を
す
る
よ
り
も
、
や
る
気
の
あ
る
教
員

が
、
伸
び
伸
び
と
教
育
に
当
た
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
整
備
が
重
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る（
＊
11
）
。
そ
こ
で
、学
校
法
人
の
目
線
で
は
な
く
、

教
育
現
場
、
教
員
の
目
線
で
法
律
問
題
を
考
え

る
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
設
置
は
、
意
味
あ
る

も
の
と
考
え
る
。

三
．
民
間
企
業
と
の
ク
レ
ー
ム
対
応
の
違
い

学
校
現
場
が
、
ク
レ
ー
ム
対
応
で
疲
弊
し
て

い
る
の
は
、
あ
る
意
味
、
ク
レ
ー
ム
対
応
に
熟

れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
は
当
然
で
、
民
間
企
業
の
現
場

ス
タ
ッ
フ
も
ク
レ
ー
ム
対
処
に
長
け
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
難
し
い
ク
レ
ー
ム
は
、「
お
客

様
相
談
室
」
が
対
処
す
る
か
ら
、
企
業
活
動
全

体
と
し
て
、
ク
レ
ー
ム
対
処
が
上
手
く
い
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

担
任
が
ク
レ
ー
ム
対
処
を
す
る
と
、
ど
う
し

て
も
ク
レ
ー
ム
を
収
め
て
、
元
の
活
動
に
戻
り

た
い
気
持
ち
が
優
先
す
る
。
同
じ
学
校
で
こ
れ

か
ら
も
生
活
し
て
い
く
以
上
、当
然
で
あ
る（
ビ

ジ
ネ
ス
の
よ
う
に
ダ
メ
な
取
引
先
と
は
縁
を
切

る
と
い
う
感
覚
の
案
件
処
理
が
難
し
い
。）。
そ

こ
で
、
担
当
者
の
こ
と
も
お
客
様
の
こ
と
も
知

ら
な
い
お
客
様
相
談
室
が
間
に
入
っ
て
、
ワ
ン

ク
ッ
シ
ョ
ン
置
く
こ
と
で
、ク
レ
ー
ム
の
内
容
・

状
況
を
客
観
的
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
少
な
く
と
も
、
話
を
聞
く
部
署
を

切
り
離
す
だ
け
で
、
担
任
の
心
理
的
・
物
理
的

負
担
は
大
き
く
軽
減
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

と
は
い
え
、
学
校
に
お
客
様
相
談
室
が
設
置

さ
れ
る
こ
と
は
現
実
的
に
考
え
が
た
い
が
、
お

客
様
相
談
室
が
あ
る
か
ら
出
来
る
こ
と
を
知
り
、

お
客
様
相
談
室
の
な
い
教
育
現
場
で
出
来
る
こ

と
と
出
来
な
い
弱
点
を
知
っ
て
補
う
方
策
を
考

え
る
と
い
う
こ
と
は
有
用
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
だ

け
で
、
電
話
の
取
り
方
・
代
わ
り
方
・
切
り
方
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が
変
わ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
う
い
っ
た
保
護
者
や
近
隣
か
ら
の
ク
レ
ー

ム
対
応
に
当
た
っ
て
、
電
話
対
応
の
指
南
か
ら
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、
途
中
で
電
話
を
交
代
し
て

状
況
の
説
明
を
引
き
取
る
な
ど
、
お
客
様
相
談

室
の
な
い
学
校
で
の
ク
レ
ー
ム
対
処
の
サ
ポ
ー

ト
を
す
る
と
い
う
の
は
、
学
校
の
顧
問
弁
護
士

の
活
動
の
範
疇
と
さ
れ
て
い
な
い
の
が
通
常
で

あ
り
、
顧
問
弁
護
士
と
は
別
に
、
現
場
の
サ
ポ

ー
ト
に
特
化
し
た
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
存
在

意
義
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

四
．
小
括

以
上
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
法
律
問
題
や
ク

レ
ー
ム
の
対
応
に
つ
い
て
、
現
場
レ
ベ
ル
で
い

え
ば
、
法
的
問
題
に
精
通
し
た
教
職
員
の
養
成

は
う
ま
く
機
能
し
な
か
っ
た
。

一
方
、
法
律
家
の
側
で
も
、
現
場
目
線
の
危

機
管
理
に
つ
い
て
は
、
専
門
家
の
養
成
は
あ
ま

り
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
上
記
一
，
二
の
要

素
に
加
え
、
法
律
家
の
側
に
、
現
場
の
悩
み
が

う
ま
く
伝
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
も
大
き

い
か
と
思
わ
れ
る
。

も
と
も
と
法
律
家
が
現
場
の
問
題
に
精
通
す

る
の
は
、
現
場
の
様
々
な
相
談
を
聞
い
て
い
っ

た
結
果
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
と
こ
ろ
が
、
教

員
は
、
学
校
現
場
で
起
き
る
日
常
的
な
問
題
に

つ
い
て
、
法
律
家
に
相
談
す
る
習
慣
が
無
い
。

そ
の
上
、
実
際
の
相
談
も
、
上
記
一
，
二
の
要

素
が
、
悪
い
意
味
で
フ
ィ
ル
タ
ー
と
な
っ
て
、

法
律
家
の
と
こ
ろ
に
、
教
員
の
現
場
目
線
で
ア

ド
バ
イ
ス
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
が
届
き
に

く
い
。
そ
の
結
果
、
学
校
現
場
に
本
当
に
必
要

な
助
言
が
出
来
る
法
律
家
が
育
ち
に
く
い
状
況

に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
状
況
が
共
通
認
識
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
学
校
現
場

に
ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
専
門
的
な
法
律
家
が
必

要
な
問
題
状
況
は
意
識
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
そ
う
い
っ
た
問
題
状
況
を
打
破
す

る
存
在
と
し
て
、
顧
問
弁
護
士
と
は
役
割
を
異

に
す
る
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
に
注
目
が
集
ま
っ

て
い
る
。

第
四
章　

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
の

有
用
性
と
そ
の
活
用
に
つ
い
て

一　
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
必
要
性
に
つ
い
て

は
ほ
ぼ
争
い
が
な
い
も
の
の
、
ど
の
よ
う
な
ス

ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
に

つ
い
て
は
見
解
が
一
致
し
な
い
（
＊
12
）。

現
状
、
考
え
ら
れ
て
い
る
の
が
、
学
校
現
場

に
子
ど
も
の
権
利
の
観
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

と
、
不
当
要
求
排
除
の
観
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
は
あ
る
が
、
以
下
の
よ
う

な
有
用
性
が
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

①�

　
顧
問
弁
護
士
の
よ
う
に
学
校
の
利
益
を
擁

護
す
る
立
場
に
な
い
こ
と
を
説
明
し
や
す
い
。

そ
の
た
め
、
顧
問
弁
護
士
が
学
校
現
場
の
問

題
を
扱
う
の
に
比
べ
、
そ
の
調
査
の
客
観
性

に
疑
問
を
抱
か
れ
に
く
い
。

　�

　
仮
に
、
顧
問
弁
護
士
が
、
学
校
現
場
の
問

題
の
調
査
を
担
当
し
て
し
ま
う
と
、
い
ざ
、

そ
の
問
題
が
訴
訟
に
発
展
し
た
場
合
、
証
拠

と
な
る
べ
き
調
査
報
告
書
が
顧
問
弁
護
士
の

お
手
製
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
証
拠
と
し

て
の
価
値
が
ど
う
し
て
も
削
が
れ
や
す
い
。

こ
れ
が
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
と
い
う
別
の
弁

護
士
が
調
査
し
た
結
果
で
あ
る
方
が
、
証
拠

と
し
て
価
値
あ
る
も
の
に
な
り
や
す
い
と
言

え
よ
う
。

②�

　
担
任
や
教
員
と
違
い
、
生
徒
・
保
護
者
と
、

あ
る
程
度
距
離
を
置
い
た
客
観
的
な
視
点
で

の
対
応
が
で
き
る
。

　�

　
現
場
の
教
員
と
し
て
は
、
自
分
の
担
当
す

る
ク
ラ
ス
内
で
問
題
が
生
じ
た
場
合
、
理
に

適
っ
た
解
決
よ
り
も
、
丸
く
収
め
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
先
に
出
や
す
い
。
子
ど
も
達
の
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学
校
生
活
の
平
穏
を
考
え
れ
ば
そ
う
な
る
の

も
や
む
を
得
な
い
。

　�
　
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
態
度
が
問
題
の
解

決
を
理
不
尽
な
も
の
に
し
て
教
員
や
学
校
の

信
頼
を
損
ね
た
り
、
丸
く
収
め
よ
う
と
下
手

に
出
す
ぎ
た
り
、
寄
り
添
う
態
度
を
示
し
た

と
こ
ろ
を
逆
手
に
取
ら
れ
て
、
話
し
の
主
導

権
を
握
ら
れ
て
し
ま
い
、
に
っ
ち
も
さ
っ
ち

も
い
か
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。

　�

　
そ
う
い
っ
た
事
態
に
陥
る
前
に
、
出
来
事

を
客
観
視
し
た
対
応
の
方
針
を
検
討
す
る
の

に
、
普
段
生
徒
や
保
護
者
と
接
し
て
い
な
い
、

そ
れ
で
い
て
学
校
の
基
本
的
な
組
織
や
対
応
、

校
風
を
知
っ
て
い
る
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
の

存
在
は
有
用
で
あ
ろ
う
。

③�

　
教
職
員
側
の
組
織
や
教
職
員
の
行
動
、
学

校
の
立
場
に
つ
い
て
理
解
が
あ
る
の
で
、
学

校
現
場
の
苦
労
に
寄
り
添
っ
た
、
実
践
・
実

施
が
可
能
な
助
言
を
得
や
す
い
。

　�

　
公
立
学
校
で
は
、
教
育
委
員
会
か
ら
の
指

導
や
異
動
に
よ
る
人
事
交
流
が
あ
る
の
で
、

現
場
対
応
に
関
す
る
知
見
を
交
換
し
や
す
い

が
、
私
立
学
校
は
、
同
一
法
人
の
学
校
と
い

え
ど
も
、
法
人
本
部
か
ら
い
じ
め
対
応
な
ど

の
学
校
現
場
の
問
題
に
具
体
的
な
指
示
が
来

る
こ
と
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

同
一
法
人
内
で
あ
っ
て
も
、
学
校
毎
に
対
応

の
仕
方
に
個
性
と
い
う
か
校
風
が
出
て
く
る
。

　�

　
そ
う
い
っ
た
と
き
に
、
そ
の
学
校
毎
の
対

応
の
あ
り
方
を
理
解
し
て
現
場
対
応
の
指
南

を
す
る
の
は
、
や
は
り
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー

の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　�

　
こ
の
学
校
は
こ
う
い
う
所
が
あ
る
か
ら
、

こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
を
弁
護
士
が
補
え
ば
上

手
く
対
応
で
き
る
、
そ
の
よ
う
な
理
解
の
あ

る
弁
護
士
が
身
近
に
い
た
ら
、
学
校
現
場
も

相
談
し
や
す
い
で
あ
ろ
う
。

二　
上
記
①
乃
至
③
の
観
点
か
ら
の
私
立
学
校

の
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
以
下

の
よ
う
な
提
言
を
し
た
い
。

　�
　
公
立
の
学
校
に
お
け
る
教
育
委
員
会
の
よ

う
な
外
部
の
指
導
・
助
言
を
す
る
機
関
が
な

い
た
め
、
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
設
置
の
意
味

が
大
き
い
。
特
に
、
顧
問
弁
護
士
が
置
か
れ

る
私
学
こ
そ
、
現
場
の
問
題
と
訴
訟
や
マ
ス

コ
ミ
対
応
な
ど
を
区
別
す
る
た
め
に
、
ス
ク

ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
設
置
を
す
る
こ
と
の
有
用
性

が
あ
る
。

　�

　
同
志
社
学
園
と
し
て
、
幼
稚
園
か
ら
高
校

（
可
能
で
あ
れ
ば
大
学
）
ま
で
、
学
校
現
場

を
理
解
す
る
弁
護
士
を
養
成
す
る
つ
も
り
で
、

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
を
設
置
す
る
事
を
検
討

し
て
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

結
語子

ど
も
達
の
た
め
に
と
い
う
教
員
の
善
意
が
、

と
き
に
、
法
律
的
に
は
逆
手
に
取
ら
れ
、
結
果

的
に
、
よ
り
良
い
教
育
を
阻
害
す
る
こ
と
も
あ

る
と
い
う
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
指
摘
は
、
共

感
を
抱
く
（
目
か
ら
鱗
の
）
教
員
も
多
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
何
が
本
来
の
意
味
で
子
ど

も
達
の
た
め
に
な
る
の
か
、
何
が
子
ど
も
達
の

成
長
を
保
障
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
か
、
教

育
現
場
と
い
う
ス
ト
レ
ス
の
多
い
閉
じ
た
空
間

で
は
見
失
う
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
学
校
教
育
は
チ
ー
ム
で
取
り
組
む
と
い
う

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
が
、
そ
の
チ
ー
ム

の
メ
ン
バ
ー
は
学
校
内
の
教
員
だ
け
で
十
分
な

の
だ
ろ
う
か
、
本
稿
が
課
題
提
起
の
一
助
に
な

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

研
修
会
に
参
加
し
た
工
藤
尚
子
同
志
社
香
里

中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭
の
次
の
感
想
は
こ
の

課
題
を
鋭
く
指
摘
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

「
学
校
に
強
く
関
心
を
寄
せ
て
く
だ
さ
る
法

律
の
専
門
家
か
ら
お
話
を
伺
い
、
自
分
の
働
き

の
場
を
「
外
」
の
視
点
か
ら
見
つ
め
直
す
好
機

と
な
っ
た
。
一
般
企
業
と
は
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
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か
ら
し
て
大
き
く
異
な
る
学
校
と
い
う
場
で
、

「
個
人
と
し
て
の
自
分
を
守
る
」
と
い
う
こ
と

に
罪
悪
感
さ
え
抱
き
か
ね
な
い
の
が
教
職
員
の

現
状
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
過
重
労
働
の
問

題
な
ど
と
も
同
根
で
あ
ろ
う
。「
人
ひ
と
り
は

大
切
」
と
は
、
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
な
が
ら
教
職

員
に
も
当
て
は
め
る
べ
き
言
葉
で
あ
る
。
ス
ク

ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
を
通
じ
て
「
個
人
と
し
て
負
い

き
れ
な
い
、
負
う
べ
き
で
な
い
部
分
」
に
つ
い

て
の
認
識
を
持
つ
こ
と
も
、
教
職
員
の
あ
る
種

の
謙
虚
さ
、
誠
実
さ
と
し
て
必
要
で
は
な
い
か

と
感
じ
た
。」（
同
志
社
一
貫
教
育
探
求
セ
ン
タ

ー
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ーH

itohito-Li N
o.4

よ
り
）

本
来
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
よ
う
な
テ
ー
マ

は
、
事
例
研
究
を
積
み
重
ね
る
こ
と
も
重
要
で

あ
る
が
、
原
稿
に
す
る
に
あ
た
っ
て
は
個
人
情

報
等
の
関
係
で
難
し
い
面
が
あ
る
。
そ
の
点
に

つ
い
て
は
研
修
の
あ
り
方
の
課
題
と
し
た
い
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
い
じ
め
の
多
様
化
、
苦
情
対
応
、

コ
ロ
ナ
禍
を
含
む
自
然
災
害
等
の
対
応
、
個
人

情
報
、
著
作
権
の
扱
い
、
教
員
の
働
き
方
改
革

な
ど
、
学
校
現
場
に
お
け
る
課
題
は
本
来
の
教

育
課
題
以
外
に
も
山
積
し
て
い
る
。
教
員
の
多

忙
化
や
ス
ト
レ
ス
増
大
が
教
育
崩
壊
を
招
か
な

い
た
め
に
も
、
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
役
割
を

改
め
て
考
え
る
と
き
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

二
月
の
研
修
会
参
加
者
の
多
く
か
ら
、
学
校

現
場
で
抱
え
る
多
く
の
課
題
に
つ
い
て
ス
ク
ー

ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
視
点
か
ら
研
修
を
続
け
て
ほ
し

い
と
い
う
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら

の
要
望
に
応
え
る
た
め
、
二
〇
二
一
年
十
月
十

六
日
に
「
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
と
考
え
る
学
校

の
法
律
問
題
―
増
加
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ト
ラ
ブ
ル
に

ど
う
対
処
す
る
か
―
」
を
同
志
社
一
貫
教
育
探

求
セ
ン
タ
ー
主
催
（
同
志
社
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン

教
育
研
究
会
協
力
）
で
実
施
し
た
（
＊
13
）
。
さ
ら

に
「
学
校
教
育
現
場
の
著
作
権
」
や
「
い
じ
め

防
止
と
対
応
」
に
つ
い
て
は
、
教
職
員
が
必
要

に
応
じ
て
容
易
に
視
聴
で
き
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ

れ
テ
ー
マ
毎
に
細
分
化
し
た
オ
ン
デ
マ
ン
ド
研

修
動
画
を
二
〇
二
一
年
度
内
に
公
開
す
る
。

（
＊
14
）本

稿
は
、「
は
じ
め
に
」
と
「
結
語
」
を
西

山
が
学
校
教
育
の
視
点
か
ら
、
第
一
章
～
第
四

章
を
堀
切
が
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
視
点
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
た
も
の
を
二
人
で
検
討
し
、

神
内
弁
護
士
、
原
口
弁
護
士
か
ら
の
ア
ド
バ
イ

ス
に
基
づ
い
て
推
敲
し
最
終
原
稿
と
し
た
も
の

で
あ
る
。
な
お
、
内
容
に
つ
い
て
の
ご
意
見
等

は
、
投
稿
責
任
者
で
あ
る
西
山
ま
で
ご
連
絡
い

た
だ
き
た
い
。

謝
意貴

重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
神
内
、
原
口

両
弁
護
士
、
研
修
会
実
施
に
尽
力
い
た
だ
い
た

主
催
者
・
後
援
者
で
あ
る
前
述
の
三
研
究
会
と

同
志
社
一
貫
教
育
探
求
セ
ン
タ
ー
、
並
び
に
オ

ン
ラ
イ
ン
研
修
会
に
参
加
さ
れ
た
同
志
社
教
職

員
の
皆
さ
ん
、
特
に
感
想
、
質
問
を
い
た
だ
い

た
方
々
に
深
甚
の
謝
意
を
表
し
た
い
。
ま
た
法

務
室
の
岡
埜
哲
也
事
務
長
と
大
学
広
報
課
を
始

め
関
係
部
署
の
ご
協
力
に
も
感
謝
し
た
い
。

（
＊
１
）	

学
校
法
人
同
志
社
常
務
理
事
、
日
本
私
学

教
育
研
究
所
研
修
運
営
委
員
会
西
日
本
地
区
運

営
委
員
長

（
＊
２
）	

全
国
の
教
職
員
研
修
、
保
護
者
講
演
会
、

い
じ
め
予
防
授
業
の
講
師
の
ほ
か
、
広
島
県
私

立
中
高
協
会
加
盟
校
相
談
担
当
弁
護
士
、
関
東

学
院
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
、
開
成
学
園
ス
ク
ー

ル
ロ
イ
ヤ
ー
、
流
山
市
い
じ
め
対
策
調
査
会
副

会
長
も
務
め
る
。

（
＊
３
）	

研
修
会
案
内
チ
ラ
シ
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で
あ
れ
ば
、
意
味
は
あ
り
そ
う
だ
け
ど
…
。

（
神
内
）
確
か
に
、
そ
っ
ち
の
誓
約
書
は
ち
ら

つ
か
せ
た
こ
と
は
あ
る
け
ど
、
入
学
時
の
誓

約
書
は
な
い
か
ぁ
。

　�

　
で
も
全
く
意
味
が
な
い
っ
て
い
う
の
も
…
。

（
原
口
）
入
学
に
当
た
っ
て
、
確
認
し
た
と
い

う
意
味
は
あ
る
か
も
。

（
神
内
）
確
か
に
、
何
か
買
っ
た
り
契
約
す
る

と
き
、「
説
明
の
内
容
を
確
認
し
ま
し
た
」

に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
み
た
い
な
、「
内
容
を
確

認
し
ま
し
た
よ
ね
。
判
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。」

と
い
う
よ
う
な
意
味
合
い
は
あ
る
と
思
い

ま
す
。

（
堀
切
）
な
る
ほ
ど
、
誓
約
書
の
提
出
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
在
学
契
約
の
範
囲
で
学
校

の
指
導
等
に
従
う
と
い
う
こ
と
が
前
提
な
の

だ
け
れ
ど
、
そ
う
い
う
前
提
を
確
認
し
た
上

で
入
学
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
保
護
者
に

確
認
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
書
面
に
残
し
て
、

学
校
と
保
護
者
の
共
通
認
識
に
す
る
と
い
う

確
認
的
な
意
味
合
い
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。

　�

　
す
っ
き
り
し
ま
し
た
。

（
＊
９
）	

堀
切
は
、
量
的
・
質
的
変
化
と
指
摘
し
た

が
、
神
内
・
原
口
の
意
見
と
し
て
は
、
量
が
増

え
た
と
い
う
よ
り
、
質
の
変
化
に
よ
り
、
ク
レ

い
う
動
き
が
あ
る
。
文
科
省
「
教
育
行
政
に
係

る
法
務
相
談
体
制
構
築
に
向
け
た
手
引
き
」
参

照
（
＊
８
） 	

当
日
の
様
子
を
お
伝
え
す
る
た
め
、
質
疑

応
答
の
様
子
を
お
話
し
し
た
い
。

（
質
問
）

　
　
入
学
時
に
、
校
則
や
学
校
の
指
導
に
従
う

と
い
う
誓
約
書
を
提
出
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
が
、
あ
れ
は
法
的
に
意
味
が
あ
る
の
で
し

ょ
う
か
？

（
回
答
）

（
堀
切
）
こ
の
問
題
は
、
ま
ず
神
内
先
生
か
ら

で
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

（
神
内
）
私
は
、
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
よ
。

（
堀
切
）
そ
う
か
ぁ
。
私
は
、
実
は
意
味
が
な

い
と
思
っ
て
い
て
、
誓
約
書
を
出
そ
う
が
出

す
ま
い
が
、
学
校
の
指
導
に
従
う
と
い
う
の

は
、
入
学
す
る
と
い
う
在
学
契
約
か
ら
導
か

れ
る
か
ら
、
誓
約
書
は
い
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
ぁ
。

（
原
口
）
私
も
、
学
校
関
係
の
訴
訟
の
書
証
で
、

誓
約
書
が
提
出
さ
れ
た
の
を
見
た
こ
と
が
な

い
ん
だ
け
ど
。

（
堀
切
）
一
度
問
題
を
起
こ
し
た
生
徒
が
、「
次

に
問
題
を
起
こ
し
た
ら
、
退
学
処
分
に
な
っ

て
も
異
議
を
述
べ
ま
せ
ん
。」
的
な
誓
約
書

2/20(土) 14:00-15:302021年

申込期⽇︓2⽉17⽇(⽔)

ZOOMにて。終了後、懇談会（質疑応答）があります。
⾃由参加です。奮ってご参加下さい。

学校における法律的な観点からの危機管理は、裁判例をも
とに、「○○のような事例で学校や教職員の法的責任が認めら
れた。」というように、「○○のようなことをすると法的責任
が問われます。」といった出来事の事後評価から、学校がや
ってはいけないことを学ぶ研修になりがちです。

しかし学校現場に本当に必要なのは、法的責任を問われな
いために、どのような行動したらよいかの知見です。そこで
私立学校の現場に精通した３人の弁護士から、現場目線の危
機管理を学びます。私立中高の教壇に立つ現役教員弁護士神
内聡氏、３０年近い私立中高の教員歴を持つ弁護士原口暁美

氏、私立学校のスクールロイヤーの先駆けである弁護士堀切
忠和氏の三者がそれぞれの観点から、学校現場の法律問題の
現状と弁護士の関与のあり方に関する他校の状況などをお話
しします。私立学校に精通する、この３名の弁護士が、一堂
に会する企画はこれが初めてです。奮ってご参加ください。

学校現場における法律問題の
現状と弁護士（スクールロイヤー）の

活用について

お問合せ：同志社中学校・高等学校
教諭 反田任

（TEL）075-781-7121
（Mail）反田任 ttanda@js.doshisha.ac.jp

主催：同志社フロントライン教育研究会

同志社数学・算数教育研究会
同志社英語教育研究会

後援：同志社一貫教育探求センター

同志社フロントライン教育研究会
同志社数学・算数教育研究会
同志社英語教育研究会
主催 オンライン研修会

同志社教職員
どなたでも
参加大歓迎！

（
＊
４
）	

東
京
都
の
私
立
中
高
一
貫
校
で
教
鞭
を
と

る
日
本
唯
一
の
現
役
教
員
弁
護
士
。
各
地
の
教

育
委
員
会
や
学
校
法
人
の
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー

の
ほ
か
、
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
ド
ラ
マ
監
修

も
務
め
る
。

（
＊
５
）	

私
立
学
校
の
教
員
歴
二
九
年
の
ベ
テ
ラ
ン

教
員
弁
護
士
。
私
学
教
員
向
け
の
研
修
の
講
師

や
関
東
学
院
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
、
流
⼭
市
い

じ
め
対
策
調
査
会
委
員
も
務
め
る
。

（
＊
６
）	

今
回
参
加
し
た
三
人
の
弁
護
士
は
、
い
ず

れ
も
東
京
弁
護
士
会
に
所
属
す
る
私
立
学
校
の

問
題
に
精
通
す
る
弁
護
士
と
し
て
、
普
段
か
ら

意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
が
、
三
人
が
同
時
に

参
加
す
る
会
合
は
な
か
な
か
実
現
し
が
た
く
、

本
企
画
が
初
め
て
で
あ
る
。

（
＊
７
）	

文
部
科
学
省
や
弁
護
士
会
の
一
部
で
、
一

定
の
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
像
を
構
築
し
よ
う
と
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（
＊
14
）	

オ
ン
デ
マ
ン
ド
研
修
動
画
（
例
）

人
と
、
そ
の
一
人
の
た
め
に
我
慢
す
る
三
九
人

の
板
挟
み
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
ク
ラ
ス
全
体
を
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
す
る
立
場
に
あ
る
教
員
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

こ
と
で
、
生
徒
全
体
の
調
整
と
サ
ポ
ー
ト
を
弁

護
士
の
リ
ー
ガ
ル
チ
ェ
ッ
ク
と
協
働
し
て
行
う

こ
と
が
出
来
れ
ば
、
ク
ラ
ス
全
体
に
と
っ
て
、

よ
り
よ
い
学
校
生
活
の
環
境
が
整
う
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

（
＊
12
）	

神
内
は
、
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
あ
り
方

は
、
学
校
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
多
様
で
あ
っ
て

良
い
は
ず
で
、
あ
る
べ
き
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー

像
を
一
義
的
に
設
定
す
る
こ
と
に
疑
問
を
呈
し

て
お
り
、
筆
者
も
同
意
見
で
あ
る
。

（
＊
13
）	

研
修
会
案
内
チ
ラ
シ

日時： 年 月 日 土 ～

同志社教職員オンライン研修会

スクールロイヤーと考える
学校の法律問題

－増加する トラブルにどう対処するか－

お問い合わせ：法人事務室 ℡

＜研修会について＞
前回大好評のスクールロイヤー研修会の第２弾です。
実際の事例をもとに「法律」と「教育」の両方の知見を持った３人の弁護士から学びます。

今回のテーマは「 トラブルへの対応」です。近年急激に増加している によるト
ラブルへの対処について，法的な根拠とともに，学校の現場目線で教職員がどのように対応
していくべきなのかを考えます。
これからの時代の生徒指導・保護者対応に必見の内容です。ぜひ奮ってご参加ください。

主催：同志社一貫教育探求センター
協力：同志社フロントライン教育研究会

～ 講演
～ 自由参加による質疑応答

＜講師紹介＞
堀切 忠和 弁護士
いじめ対応・学校の危機管理とクレーム対応・課題を抱えた

生徒の対応等の第一人者。教職員研修，保護者講演会，いじめ
予防授業の講師のほか，関連著書，著作も多数あり。広島県私
立中高協会加盟校相談担当弁護士，関東学院スクールロイヤー，
流山市いじめ対策調査会副会長も務める。

神内 聡 弁護士
東京都の私立中高一貫校で教鞭をとる日本唯一の現役教員弁

護士。各地の教育委員会や学校法人のスクールロイヤーのほか，
スクールロイヤーのドラマ監修も務め，関連する著作も多数出
版している。

原口 暁美 弁護士
私立学校の教員歴 年のベテラン教員弁護士。私学教員向

けの研修の講師も務める。関東学院スクールロイヤー， 流山
市いじめ対策調査会委員も務める。

にて開催

参加申し込みは
こちらの コードから

申込期限：
月 日 木

当日までに， ミーティング
の 等をお送りします。

ー
ム
対
処
に
取
ら
れ
る
教
員
の
時
間
が
増
え
た

の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
ま
た
原
口
か
ら
は
、
き
ち
ん
と
保
護
者
の
話

を
聞
い
て
あ
げ
な
い
こ
と
に
よ
り
ク
レ
ー
マ
ー

化
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
事
例
も
増
え
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

（
＊
10
）	

近
時
、
現
場
目
線
で
の
法
律
家
に
よ
る
著

作
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
古
い
順
番
に
、

拙
著
「
教
職
員
の
た
め
の
学
校
の
危
機
管
理
と

ク
レ
ー
ム
対
応
」（
初
版
Ｈ
25
，
改
訂
版
Ｈ
26

日
本
加
除
出
版
）、
近
畿
弁
護
士
会
連
合
会
民

事
介
入
暴
力
及
び
弁
護
士
業
務
妨
害
対
策
委
員

会
編
「（
事
例
解
説
）
民
事
介
入
暴
力
～
教
育

現
場
で
の
ク
レ
ー
ム
対
応
～
」（
Ｈ
27
ぎ
ょ
う

せ
い
）、
神
内
聡
著
「
学
校
内
弁
護
士
　
学
校

現
場
の
た
め
の
教
育
紛
争
対
策
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」（
Ｈ
28
日
本
加
除
出
版
）

（
＊
11
）	

学
校
と
い
う
教
育
の
現
場
に
お
い
て
、
そ

こ
で
学
ぶ
子
ど
も
の
権
利
が
重
要
で
あ
り
、
中

心
に
据
え
ら
れ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
。
た
だ
、

ど
う
し
て
も
元
に
困
っ
て
い
る
子
の
権
利
に
ス

ポ
ッ
ト
が
当
た
り
や
す
く
、
困
っ
て
い
る
一
人

の
生
徒
の
た
め
に
、
残
り
三
九
人
が
ど
こ
ま
で

我
慢
す
べ
き
か
と
い
う
議
論
に
な
り
や
す
い
。

そ
う
な
る
と
現
場
の
教
員
は
、
困
っ
て
い
る
一

No. テーマ タイトル 録画時間 どのような場合に役立つか

1 著作権 学校教育と
著作権 12分31秒

学校教育と著作権は、多くの関わりがありますが、気にしすぎて著作物を使
えるのに使わない人と、著作権に無頓着な人との両極端になりがちです。著
作物を積極的に、そして正しく利用するために、学校教育と著作権の関わり
についての説明です。

2 著作権 通常の授業と
著作権 9分19秒

学校の授業の準備に当たって、著作物はとても便利なもの。それなのに著作
権の侵害になるのではと利用を控えてしまうのは残念です。その一方で、普
段の授業の延長だから大丈夫と思っても、著作物の利用が認められていない
場合があります。正しい利用の基本を学びましょう。

3 著作権 オンライン授業
と著作権 8分59秒

通常の授業で著作物を利用するのと、オンライン授業で著作物を利用する場
合とでは、著作権法上の扱いが異なります。どのような考え方になっている
のか、知っておきましょう。

4 いじめ
防止法

いじめ防止
対策推進法と
いじめの定義

11分09秒

いじめ防止対策推進法の「いじめ」は、今まで教育現場で使われてきた「い
じめ」とは異なる意味が与えられています。これを知らないと、思わぬ落と
し穴に陥ることがあります。いじめ防止対策推進法理解のための最重要ポイ
ントを解説します。

5 いじめ
防止法

いじめ防止
対策推進法の

概要
17分57秒

いじめ防止対策推進法の制定を受けて、学校現場では、様々な対応をしてい
ます。しかし、法の趣旨をきちんと押さえないと、やらなくてもよい作業が
増えたり、学校の対応をかえって困難にしてしまったりします。そのような
ことにならないよう、必要な現場の対応を整理します。
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ゼ
ミ
の
研
究
テ
ー
マ

　
ゼ
ミ
の
研
究
テ
ー
マ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
手
段

と
し
て
地
域
社
会
活
性
化
お
よ
び
産
業
界
発
展

を
目
指
す
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
す
。
現

代
社
会
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
諸
現
象
を
取
り

上
げ
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
理
論
と

方
法
論
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ス
ポ
ー

ツ
が
も
た
ら
す
経
済
効
果
、
社
会
効
果
、
環
境

効
果
に
つ
い
て
考
察
し
ま
す
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
リ
サ
ー
チ
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
参
加
者
や
ス
ポ

ー
ツ
観
戦
者
を
対
象
と
し
て
デ
ー
タ
を
収
集
し
、

実
証
的
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ス
ポ
ー
ツ

消
費
者
行
動
を
理
解
し
よ
う
と
試
み
て
い
ま
す
。

　
本
稿
で
は
、
地
域
社
会
と
ス
ポ
ー
ツ
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
を
関
心
事
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

研
究
を
立
ち
上
げ
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
取

り
組
ん
で
い
る
ゼ
ミ
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。
ゼ
ミ
活
動
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
消
費
者
行
動

に
つ
い
て
身
を
も
っ
て
知
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
際
に
は
自
分
た
ち
も
積

極
的
に
ス
ポ
ー
ツ
参
加
や
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
を
実

践
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
前
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
遠
征

　
コ
ロ
ナ
前
に
は
、
遠
方
ま
で
足
を
運
ん
で
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
北
海
道
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、
標
高

七
八
九
ｍ
の
頂
上
（
約
一
五
㎞
）
ま
で
登
る
ロ

ー
ド
レ
ー
ス
「
ニ
セ
コ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｚ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
ヒ

ル
ク
ラ
イ
ム
」
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
運
営

に
携
わ
り
、
レ
ー
ス
参
加
者
を
対
象
と
し
て
質

問
紙
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ス
ト
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
旅
行
目
的

地
）
イ
メ
ー
ジ
が
開
催
地
域
の
愛
着
に
与
え
る

影
響
に
つ
い
て
分
析
し
ま
し
た
。

　
沖
縄
県
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、「
沖

縄
県
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」
に

訪
問
し
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
、
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
か
か
わ
る
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト

産
業
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
の
研
究
成
果
に
も
と
づ
い
て
「
沖
縄

県
ス
ポ
ー
ツ
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
企
画
コ
ン
テ
ス
ト
」

に
応
募
し
、
大
学
院
生
チ
ー
ム
が
最
優
秀
賞
、

学
部
生
チ
ー
ム
が
特
別
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
広
島
県
・
愛
媛
県
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で

は
、「
し
ま
な
み
ジ
ャ
パ
ン
」
と
「
今
治
市
産

業
部
観
光
課
サ
イ
ク
ル
シ
テ
ィ
推
進
室
」
を
訪

問
し
、
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
普
及
戦
略
に

つ
い
て
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

ゼ
ミ
の
メ
ン
バ
ー
で
、
今
治
市
か
ら
尾
道
市
ま

で
の
推
奨
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー
ト
（
約
八
〇
㎞
）

を
自
転
車
で
実
走
し
、
し
ま
な
み
海
道
サ
イ
ク

二
にの

宮
みや

 浩
ひろ

彰
あき

（大学スポーツ健康科学部教授）

地域社会とスポーツの
マーケティング
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リ
ン
グ
の
実
態
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
後
の
日
帰
り
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

　
コ
ロ
ナ
後
に
は
、
感
染
拡
大
予
防
に
配
慮
し

な
が
ら
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
京
都
府
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、
亀
岡

市
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
を

検
討
す
る
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。

情
報
収
集
の
た
め
、「
亀
岡
市
観
光
協
会
」
を

訪
問
し
ヒ
ア
リ

ン
グ
調
査
を
実

施
し
、
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
を
利

用
し
て
観
光
資

源
の
視
察
を
行

い
ま
し
た
。
ゼ

ミ
の
メ
ン
バ
ー

で
、
保
津
川
ラ

フ
テ
ィ
ン
グ
を

体
験
し
、
事
業

者
か
ら
聞
き
取
り
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
サ

ン
ガ
ス
タ
ジ
ア
ム by K

YO
C

E
R

A

」
の
指
定

管
理
者
「
ビ
バ 

＆ 

サ
ン
ガ
」
を
訪
問
し
て
ヒ

ア
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
、
ス
タ
ジ
ア
ム
ツ
ア

ー
で
施
設
の
舞
台
裏
を
見
学
し
ま
し
た
。
Ｖ
Ｒ

／
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
、
ド
ロ
ー
ン
サ
ッ
カ
ー
な

ど
の
付
帯
施
設
が
ス
タ
ジ
ア
ム
の
集
客
装
置
に

な
っ
て
い
る
様
子
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
広
島
県
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、
広
島

東
洋
カ
ー
プ
の
試
合
観
戦
を
行
う
た
め
、「
マ

ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
」
を
訪
問
し
、
フ
ァ
ン
サ
ー

ビ
ス
部
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
課
の
球
団
職
員
か
ら
聞

き
取
り
を
行
い
ま
し
た
。
ス
タ
ジ
ア
ム
内
で
ス

ポ
ー
ツ
観
戦
者
と
し
て
参
与
観
察
を
実
施
し
、

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
に
お
け
る
経
験
価
値
の
測

定
尺
度
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
授
業
運
営
が
制
約
さ
れ

て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
学
生
の
貴
重
な

授
業
機
会
を
逸
し
な
い
よ
う
に
す
べ
く
、
ゼ
ミ

活
動
と
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ゼ
ミ
生
が
主
体
と
な
っ
て
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
の
計
画
・
実
行
・
分
析
・
確
認
を
行
う

と
い
う
方
針
で
、
指
導
教
員
は
あ
く
ま
で
も
サ

ポ
ー
ト
役
で
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研

究
の
実
践
と
経
験
を
積
む
機
会
を
で
き
る
だ
け

提
供
し
よ
う
と
心
掛
け
て
い
ま
す
。

広島東洋カープマツダスタジアム参与観察

保津川ラフティング体験

サンガスタジアムツアー視察
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は
じ
め
に

　
コ
ロ
ナ
禍
の
二
〇
二
〇

年
四
月
か
ら
、
同
志
社
女

子
大
学
薬
学
部
病
態
分
子

制
御
学
研
究
室
を
主
宰
し

て
い
ま
す
。
現
在
の
研
究

テ
ー
マ
は
、「
が
ん
分
子
標

的
薬
」
を
用
い
た
基
礎
研
究
で
、
そ
の
作
用
を

分
子
、
細
胞
レ
ベ
ル
で
解
析
し
て
い
ま
す
。
二

〇
世
紀
ま
で
の
「
が
ん
化
学
療
法
」
は
、「
下

手
な
鉄
砲
も
数
撃
ち
ゃ
当
た
る
」
的
な
治
療
法

で
し
た
。
そ
こ
に
、
二
一
世
紀
の
夢
の
抗
が
ん

剤
と
し
て
登
場
し
た
の
が
、「
が
ん
分
子
標
的

薬
」
で
す
。
こ
れ
は
、
初
め
に
「
標
的
あ
り
き

薬
剤
」
と
し
て
開
発
さ
れ
、
が
ん
細
胞
の
特
徴

を
狙
い
撃
ち
に
し
、
錠
剤
を
飲
む
だ
け
で
劇
的

な
治
療
効
果
を
生
み
出
す
、
ま
さ
に
「
魔
法
の

弾
丸
」
で
す
。
た
だ
、
結
果
的
に
「
モ
グ
ラ
た

た
き
ゲ
ー
ム
」
の
様
な
「
叩
い
て
も
、
叩
い
て

も
、
が
ん
が
出
現
す
る
」
残
念
な
結
果
と
な
る

場
合
も
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
で
は
二
〇
〇
一
年
か
ら
（
ま
さ
に
二
一
世

紀
！
）
順
次
承
認
、
保
険
適
用
さ
れ
、
二
〇
〇�

四
年
ま
で
は
四
種
類
の
「
が
ん
分
子
標
的
薬
」

し
か
使
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
二
〇
二
一
年
に

は
九
〇
種
類
を
超
え
ま
し
た
。
本
稿
で
は
、
私

の
こ
れ
ま
で
の
研
究
者
人
生
を
振
り
返
り
な
が

ら
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

研
究
者
と
し
て
の
心
得
～
理
想
と
現
実
～

　
研
究
者
と
し
て
の
理
想
は
、「
若
い
時
は
五

年
ご
と
に
新
し
い
ラ
ボ
で
修
業
を
す
る
こ
と
だ
」

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
経
歴
を
振

り
返
る
と
、
京
都
大
（
学
部
生
・
大
学
院
生
）

➡
ジ
ョ
ン
ズ
ホ
プ
キ
ン
ス
大
（
客
員
研
究
員
）

➡
京
都
大
（
助
手
）
➡
長
崎
大
（
助
教
授
・
准

教
授
）
➡
大
阪
薬
科
大
（
教
授
）
➡
同
志
社
女

子
大
（
教
授
）
と
な
り
ま
す
。
学
生
時
代
か
ら
、

京
都
産
業
大
で
独
立
さ
れ
た
先
輩
の
ラ
ボ
で
Ｈ

Ｐ
Ｌ
Ｃ
分
析
し
た
り
、
京
都
工
繊
大
の
蚕
専
門

の
先
生
に
幼
虫
に
感
染
す
る
ウ
イ
ル
ス
で
の
実

験
を
習
っ
た
り
、
大
阪
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研

究
所
で
分
子
生
物
学
実
験
を
教
え
て
も
ら
っ
た

り
し
ま
し
た
。
精
巣
か
ら
ペ
プ
チ
ド
ホ
ル
モ
ン

を
抽
出
す
る
の
に
、
京
都
の
養
豚
場
に
行
き
、

去
勢
時
に
豚
の
睾
丸
を
頂
い
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
軽
か
っ
た
で
す
。
大
学

院
生
の
時
に
は
、
ジ
ョ
ン
ズ
ホ
プ
キ
ン
ス
大
に

留
学
さ
せ
て
も
ら
い
、
向
こ
う
の
ラ
ボ
で
実
験

し
て
論
文
を
一
報
仕
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
と
ハ
ー
バ

ー
ド
大
の
ラ
ボ
か
ら
ポ
ス
ド
ク
の
オ
フ
ァ
ー
を

頂
き
、
京
大
助
手
を
や
め
て
武
者
修
行
し
よ
う

と
思
い
ま
し
た
が
、
安
定
感
を
求
め
て
長
崎
大

の
助
教
授
を
選
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
別
の

道
を
選
択
す
れ
ば
、
違
っ
た
未
来
が
広
が
っ
て

い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、

尾
お

﨑
ざき

 惠
けい

一
いち

（女子大学薬学部教授）

魔法の弾丸～がん分子標的
薬の可能性を追いかけて
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い
わ
ゆ
る
「
が
ん
分
子
標
的
薬
」
と
め
ぐ
り
逢

い
、
現
在
の
研
究
テ
ー
マ
の
基
礎
を
確
立
さ
せ

た
の
が
長
崎
大
時
代
で
し
た
。

研
究
の
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー

　
長
崎
大
で
は
、
当
時
の
河
野
通
明
教
授
の
下
、

細
胞
の
増
殖
に
重
要
な
働
き
を
す
る
リ
ン
酸
化

酵
素
「
Ｅ
Ｒ
Ｋ-

Ｍ
Ａ
Ｐ
キ
ナ
ー
ゼ（
Ｅ
Ｒ
Ｋ
）」

が
、
多
く
の
が
ん
細
胞
で
恒
常
的
に
活
性
化
し

て
い
る
現
象
に
注
目
し
ま
し
た
。
図
❶
で
、
Ｅ

Ｒ
Ｋ
シ
グ
ナ
ル
経
路
を
示
し
ま
す
。
正
常
細
胞

で
は
細
胞
外
か
ら
増
殖
シ
グ
ナ
ル
（
図
で
は
Ｅ

Ｇ
Ｆ
）
が
き
た
時
に
、
細
胞
表
面
Ｅ
Ｇ
Ｆ
受
容

体
、
細
胞
内

分
子
の
Ｒ
Ａ

Ｓ
、
Ｒ
Ａ
Ｆ
、

Ｍ
Ｅ
Ｋ
を
順

に
経
由
し
て
、

Ｅ
Ｒ
Ｋ
が
活

性
化
し
て
核

に
シ
グ
ナ
ル

が
伝
わ
り
、

細
胞
が
増
殖

し
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、
が

ん
細
胞
で
は
、

上
流
の
Ｅ
Ｇ

Ｆ
受
容
体
や

Ｒ
Ａ
Ｓ
、
Ｒ

Ａ
Ｆ
の
遺
伝
子
が
活
性
型
に
変
異
し
、
こ
れ
ら

の
変
異
分
子
を
起
点
と
し
て
恒
常
的
に
活
性
化

シ
グ
ナ
ル
が
Ｅ
Ｒ
Ｋ
へ
と
伝
達
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
結
果
、
が
ん
細
胞
は
、
ど
ん
ど
ん

増
殖
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
上
が
っ
た

活
性
を
下
げ
る
と
い
う
対
処
療
法
で
、
図
❶
に

示
す
よ
う
に
Ｅ
Ｒ
Ｋ
上
流
の
Ｍ
Ｅ
Ｋ
の
活
性
を

下
げ
る
Ｍ
Ｅ
Ｋ
阻
害
剤
と
い
う
薬
で
Ｅ
Ｒ
Ｋ
の

活
性
化
を
抑
え
る
と
、
が
ん
細
胞
の
増
殖
が
止

ま
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｅ
Ｇ
Ｆ
受
容
体
（
Ｅ
Ｇ
Ｆ

Ｒ
）
変
異
が
ん
の
場
合
に
は
、
Ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
阻
害

剤
が
使
え
ま
す
。
一
方
、
が
ん
細
胞
を
積
極
的

に
殺
す
「
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
誘
導
」
に
関
し
て
は
、

図
❷
に
示
す
Ｈ
Ｄ
Ａ
Ｃ
（
ヒ
ス
ト
ン
脱
ア
セ
チ

ル
化
酵
素
）
阻
害
剤
（
ヒ
ス
ト
ン
と
Ｄ
Ｎ
Ａ
の

立
体
構
造
に
影
響
を
与
え
て
遺
伝
子
の
発
現
を

制
御
す
る
薬
）
と
い
う
異
な
る
作
用
を
も
つ
薬

を
、
Ｍ
Ｅ
Ｋ
阻
害
剤
や
Ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
阻
害
剤
に
併

用
す
る
こ
と
で
、
劇
的
に
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
誘
導

で
き
る
こ
と
を
発
見
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
が

ん
細
胞
を
も
っ
と
効
率
よ
く
殺
せ
る
方
法
、
薬

の
新
し
い
併
用
療
法
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来

た
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
当
初
か
ら
、
私
が
基

礎
研
究
で
細
胞
実
験
に
使
っ
て
い
た
こ
れ
ら
の

阻
害
剤
が
、
現
在
は
「
が
ん
分
子
標
的
薬
」
と

し
て
広
く
臨
床
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
す
。
長
崎
大
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
研
究
成

果
が
も
と
に
な
っ
て
、
新
し
い
「
が
ん
分
子
標

的
薬
」
の
開
発
や
、
既
存
薬
を
新
た
な
別
の
疾

患
に
応
用
す
る
「
ド
ラ
ッ
グ
・
リ
ポ
ジ
シ
ョ
ニ

ン
グ
」
に
も
取
り
組
み
、
研
究
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

同
志
社
女
子
大
・
薬
学
部
で
の
こ
れ
か
ら

　
大
阪
薬
科
大
教
授
と
し
て
関
西
に
復
帰
し
た

後
、
同
志
社
に
入
社
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

私
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
自
他
共
栄
」
で
す
。「
が

ん
分
子
標
的
薬
」
の
最
新
情
報
を
学
生
さ
ん
と

共
有
し
な
が
ら
、
自
ら
も
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
、

研
究
に
、
国
試
対
策
に
、
お
互
い
を
高
め
あ
え

る
よ
う
に
努
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
薬

剤
師
養
成
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
で
き
れ
ば
製

薬
、
化
粧
品
メ
ー
カ
ー
の
開
発
や
研
究
職
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
人
材
を
も
っ
と
輩
出
し
た

い
で
す
。
さ
ら
に
、
大
学
院
生
を
少
し
で
も
増

や
し
、
女
性
研
究
者
を
よ
り
多
く
育
成
す
る
こ

と
で
、「
同
志
社
の
薬
学
部
」
と
し
て
の
バ
リ

ュ
ー
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。

お
わ
り
に

　「
金
を
残
す
人
生
は
下
策
、
事
業
を
残
す
人

生
は
中
策
、
人
を
残
す
人
生
こ
そ
が
上
策
な
り
」

と
い
う
、
医
師
で
あ
り
政
治
家
で
も
あ
っ
た
後

藤
新
平
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
人
を
育
て
て
こ

そ
、
教
育
者
で
す
。
将
来
、
本
学
出
身
の
薬
学

部
教
授
が
誕
生
し
て
こ
そ
、
私
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

が
果
た
せ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
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商
学
部
で
「
技
術
経
営
論
」
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
技
術
経
営
論
と
は
、
日
進
月
歩
で
進
化

す
る
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で
ビ
ジ
ネ
ス
は
ど

う
変
わ
る
の
か
に
つ
い
て
の
講
義
で
す
。
今
回

は
、
私
の
研
究
と
授
業
の
コ
ア
の
一
つ
で
あ
る

「
技
術
経
営
的
観
点
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
お

話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
私
の
ゼ
ミ
で
は
毎
年
、
卒
論
の
研
究
テ
ー
マ

を
決
め
る
の
に
四
苦
八
苦
し
て
い
る
人
た
ち
が

頻
出
し
ま
す
。
な
ぜ
四
苦
八
苦
す
る
か
と
い
う

と
「
観
点
」
と
い
う
も
の
を
設
定
す
る
の
が
な

か
な
か
難
し
い
か
ら
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
技

術
経
営
的
観
点
と
は
何
か
と
い
う
話
を
、
卒
論

の
研
究
テ
ー
マ
を
決
め
る
と
い
う
シ
チ
ュ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
念
頭
に
説
明
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

　
ゼ
ミ
生
が
な
ぜ
毎
年
テ
ー
マ
選
び
に
苦
し
む

の
か
と
い
う
と
、
研
究
テ
ー
マ
を
決
め
る
と
い

う
こ
と
が
、
研
究
対
象
を
決
め
る
こ
と
だ
け
で

は
な
い
か
ら
で
す
。
ど
の
よ
う
な
観
点
か
ら
ど

の
よ
う
な
方
法
で
研
究
す
る
か
が
良
く
わ
か
ら

な
い
か
ら
な
ん
で
す
ね
。
テ
ー
マ
を
出
せ
と
い

う
と
、
学
生
の
場
合
、
ど
う
し
て
も
「
研
究
対

象
」
だ
け
を
出
し
て
き
ま
す
。
例
え
ば
、
次
の

よ
う
な
メ
ー
ル
で
す
。 

 

太
田
原
：�

研
究
テ
ー
マ
は
決
ま
り
ま
し
た

か
？
進
捗
は
い
か
が
で
す
か
？ 

 

学
　
生
：�

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
を
や
り
た
い

と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
決
ま
っ

て
い
る
の
で
す
が
・
・
・
・
。 

　
学
生
は
ど
う
し
て
も
、
自
分
の
周
辺
で
生
じ

て
い
る
身
近
な
現
象
を
研
究
テ
ー
マ
と
し
た
が

り
ま
す
。
そ
れ
は
自
然
な
こ
と
で
悪
い
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
人
の
場
合
に
も
、
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
だ
け
で
な
く
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ス
ポ
ー

ツ
、
５
Ｇ
、YouTube

、
一
〇
〇
均
、
地
場
逸

品
と
い
う
「
研
究
対
象
」
が
次
々
と
列
挙
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
で
も
「
研
究
の
観
点
」
が
あ
り

ま
せ
ん
。 

 

太
田
原
：�

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
は
い
い
け
ど
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
何
を
や
り

た
い
わ
け
？ 

 

学
　
生
：�

皆
で
相
談
し
た
ん
で
す
が
、「
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
市
場
で
の
生

き
残
り
競
争
と
そ
の
戦
略
」
で

い
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。 

　
こ
れ
は
な
か
な
か
よ
さ
そ
う
で
す
ね
。「
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
」
が
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
市

場
で
の
生
き
残
り
競
争
」
と
な
り
、
そ
こ
に
「
戦

略
」
と
い
う
語
句
が
加
わ
り
ま
し
た
。「
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
化
市
場
で
の
生
き
残
り
競
争
」
と

い
う
の
は
、「
研
究
対
象
」
の
「
範
囲
」
を
限

定
す
る
語
句
と
な
り
ま
す
の
で
「
観
点
」
で
は

太
おお

田
た

原
はら

 準
じゅん

（大学商学部教授）

技術経営的観点について
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あ
り
ま
せ
ん
が
、
研
究
対
象
を
絞
る
と
い
う
点

で
有
意
義
で
す
。 

　
次
に
「
戦
略
」
と
い
う
語
句
。
こ
れ
は
「
観

点
」
と
な
り
ま
す
。
で
も
こ
ち
ら
も
も
う
少
し

絞
っ
て
具
体
化
し
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。
戦

略
と
言
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
、「
全
社

戦
略
」「
競
争
戦
略
」「
人
事
戦
略
」
等
々
。
こ

こ
で
は
「
生
き
残
り
競
争
」
と
言
っ
て
い
る
わ

け
で
す
か
ら
、「
競
争
戦
略
」
が
合
い
そ
う
で

す
ね
。「
ど
の
よ
う
に
戦
略
を
立
て
れ
ば
生
き

残
れ
る
の
か
」
と
い
う
問
題
意
識
が
あ
り
そ
う

で
す
。「
競
争
戦
略
」
と
は
、
業
界
に
お
い
て

有
利
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
得
る
た
め
に
、
他
社
と

は
異
な
っ
た
独
自
の
戦
略
行
動
を
選
択
し
、
自

社
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
改
善
す
る
こ
と
で
す
。 

　
さ
て
、「
技
術
経
営
的
観
点
」
と
は
何
か
を

示
す
と
い
い
な
が
ら
、
話
の
流
れ
で
い
つ
の
ま

に
か
「
競
争
戦
略
」
の
観
点
に
つ
い
て
論
じ
て

し
ま
っ
た
わ
け
で
す
が
、「
技
術
経
営
的
観
点
」

は
、「
競
争
戦
略
」
の
中
に
あ
り
ま
す
。
す
な

わ
ち
、
競
争
戦
略
が
業
界
の
中
で
有
利
な
ポ
ジ

シ
ョ
ン
を
目
指
す
道
筋
な
の
だ
と
し
た
ら
、
競

争
戦
略
に
お
け
る
技
術
経
営
的
観
点
と
は
、
そ

の
道
筋
の
な
か
に
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能

性
」
を
見
出
す
こ
と
に
他
な
ら
な
い
の
で
す
。

さ
ら
に
い
う
な
ら
ば
、
技
術
経
営
的
観
点
と
は
、

競
争
戦
略
だ
け
で
な
く
、
経
営
管
理
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ

と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
活
動
を
考
え
る
と
き
に
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
に
焦
点
を
当
て
て
考

え
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
の
で
す
。

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
用
語
も
定
義
が
百

花
繚
乱
で
困
っ
た
も
の
で
す
が
、
こ
の
用
語
の

元
祖
で
あ
る
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
定
義
に
は
、

何
ら
か
の
新
し
さ
を
備
え
て
い
る
が
、
そ
れ
は

技
術
的
な
発
明
的
な
も
の
で
な
く
て
も
構
わ
な

い
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。
す
な
わ

ち
「
定
義
す
べ
き
特
徴
は
単
に
新
し
い
こ
と
を

す
る
、
あ
る
い
は
既
に
や
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

新
し
い
方
法
で
す
る
」 

と
い
っ
て
い
ま
す
。「
新

し
い
も
の
は
劇
的
で
あ
る
必
要
も
、
歴
史
的
に

重
要
で
あ
る
必
要
も
な
い
」「
そ
れ
は
ベ
ッ
セ

マ
ー
製
鋼
法
で
も
内
燃
機
関
で
あ
る
必
要
も
な

い
。
鹿
の
足
で
で
き
た
ソ
ー
セ
ー
ジ
で
十
分
で

あ
る
」 
と
。
私
が
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
勉
強
し

て
い
る
時
に
は
、「
既
存
資
源
の
配
分
を
超
え

て
何
か
を
や
ろ
う
と
す
る
こ
と
」
と
い
う
定
義

が
最
大
公
約
数
的
な
も
の
で
し
た
。 

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
競

争
戦
略
に
お
い
て
も
、
経
済
成
長
に
と
っ
て
も

ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
私
は
、

一
部
の
エ
リ
ー
ト
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
担
い
、

残
り
の
大
多
数
が
消
費
者
と
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
恩
恵
に
預
か
る
と
い
う
構
図
で
は
な
く
、

普
通
の
人
た
ち
が
自
分
の
仕
事
を
通
じ
て
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
参
画
す
る
こ
と
で
達
成
感
や
幸

福
感
を
得
ら
れ
る
「
草
の
根
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

が
枯
渇
し
な
い
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。
ノ
ー

ベ
ル
経
済
学
者
の
エ
ド
モ
ン
ド
・
フ
ェ
ル
プ
ス

は
「
か
つ
て
は
わ
ざ
わ
ざ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

呼
ば
な
く
て
も
よ
か
っ
た
活
動
を
、
今
の
時
代

に
再
び
お
こ
な
う
こ
と
が
大
切
だ
」
と
論
じ
ま

し
た
が
私
も
同
感
で
す
。
彼
の
研
究
に
よ
る
と
、

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
最
盛

期
は
現
在
で
は
な
く
、
二
〇
世
紀
の
中
盤
だ
っ

た
と
推
定
し
て
い
ま
す
。 

　
さ
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
話
に
戻
り
ま
し

ょ
う
。
ペ
イ
ペ
イ
、
楽
天
ペ
イ
、
ア
マ
ゾ
ン
ペ

イ
な
ど
電
子
決
済
サ
ー
ビ
ス
企
業
の
競
争
は
、

新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
め
ぐ
る
競
争
で
す
し
、
一

見
す
る
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
考
え
て

し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
そ
こ
に
他
社
と
の
差
別

化
を
可
能
と
す
る
よ
う
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

見
出
す
こ
と
は
で
き
る
か
と
い
う
と
甚
だ
怪
し

い
で
す
よ
ね
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
よ
う

な
多
く
の
人
々
が
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
だ
か
ら

こ
そ
、
草
の
根
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
出
て
く
る

こ
と
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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答
え
の
な
い
問
い
を
考
え
る

　
二
〇
一
四
年
か
ら
、
高
校
三
年
生
の
必
修

「
政
治
・
経
済
」
と
、
選
択
「
現
代
社
会
研
究
」

の
授
業
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
前
者
は
講
義
、

後
者
は
生
徒
の
探
究
活
動
を
主
軸
に
授
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら
の
授
業
も
現
代
に

お
け
る
多
様
な
社
会
問
題
を
扱
う
点
は
共
通
し

て
い
ま
す
。

　
授
業
で
は
、
安
楽
死
、
少
年
法
の
厳
罰
化
、

夫
婦
別
姓
、
出
生
前
診
断
の
是
非
な
ど
現
代
社

会
で
賛
否
の
分
か
れ
て
い
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

生
徒
自
身
の
意
見
を
尋
ね
る
こ
と
を
大
事
に
し

て
き
ま
し
た
。
時
間
を
と
っ
て
調
べ
考
え
た
後

に
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

よ
う
な
形
で
意
見
を
述
べ
て
も
ら
う
こ
と
も
あ

れ
ば
、
一
コ
マ
の
授
業
で
最
後
の
十
分
程
度
を

使
っ
て
同
級
生
と
意
見
を
交
換
し
て
も
ら
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
活
動
を
繰
り
返

す
こ
と
で
、
生
徒
に
は
自
分
の
考
え
を
客
観
的

な
根
拠
を
も
っ
て
述
べ
る
力
を
身
に
つ
け
る
と

同
時
に
、
多
角
的
な
視
野
で
物
事
を
見
る
習
慣

を
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
時
お
り
、
生
徒
の
中
か
ら
「
正
し
い
知
識
を

持
っ
て
い
な
い
か
ら
正
し
い
判
断
が
で
き
な
い
」

と
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
を
躊
躇
す
る
声
が
上

が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
根
底
に
は
、「
何

事
に
も
一
つ
の
正
し
い
答
え
が
あ
る
」
と
い
う

意
識
が
あ
る
気
が
し
ま
す
。
生
徒
が
こ
う
い
う

感
覚
を
も
っ
て
し
ま
う
の
は
、
大
人
の
責
任
も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
授
業
で
は
、「
世
の

中
に
は
答
え
の
な
い
問
題
の
方
が
多
い
し
、
そ

う
い
っ
た
問
題
を
ど
う
や
っ
て
解
決
し
て
い
け

ば
よ
い
か
を
考
え
る
こ
と
の
方
が
価
値
の
あ
る

こ
と
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
積
極
的
に
伝
え

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

多
様
な
視
点
を
教
室
に

　
授
業
を
す
る
中
で
、
経
済
や
安
全
保
障
、
社

会
的
弱
者
や
貧
困
の
問
題
な
ど
、
い
く
つ
か
の

テ
ー
マ
に
関
し
て
は
、
多
く
の
生
徒
が
画
一
的

な
意
見
を
述
べ
る
に
と
ど
ま
り
、
教
室
内
に
多

様
な
意
見
が
現
れ
に
く
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。
主
体
的
に
自
分
の
意
見
を
述
べ
て
い
る
と

い
う
よ
り
、「
こ
う
す
べ
き
」
と
い
う
規
範
意

識
に
囚
わ
れ
た
答
え
が
多
く
出
て
く
る
の
で
す
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
こ
ち
ら
の
授
業
展
開
の
方

法
や
提
示
し
た
資
料
に
問
題
が
あ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
が
、
提
示
さ
れ
た
テ
ー
マ
が
生
徒
に
と

っ
て
身
近
で
な
く
、
自
分
の
こ
と
と
し
て
捉
え

に
く
か
っ
た
り
、
当
事
者
の
苦
難
を
想
像
し
づ

ら
か
っ
た
り
す
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ

て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
最
近
は
、
生
徒
が
様
々
な
社
会
問
題

の
当
事
者
や
、
そ
の
問
題
の
解
決
に
取
り
組
む

人
た
ち
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
機
会

を
授
業
の
内
外
で
提
供
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
受
講
す
る
生
徒
全
員
に
同
じ
体
験
を
し
て

も
ら
う
の
は
な
か
な
か
難
し
い
の
で
、
対
象
と

な
る
の
は
一
部
の
生
徒
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
経
験
か
ら
教
室
に
多
様
な
視
点
が

も
た
ら
さ
れ
、
議
論
が
深
ま
る
き
っ
か
け
が
生

井
い

出
で

 教
のり

子
こ

（中学校・高等学校社会科教諭）

社会とつながる大切さ
〜多様な視点を教室に〜
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ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

社
会
と
つ
な
が
る
取
り
組
み

　【
表
】
は
、
こ
れ
ま
で
に
行
っ
て
き
た
取
り

組
み
の
一
部
で
す
。
私
自
身
が
企
画
し
て
参
加

を
呼
び
か
け
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
外
部
団
体
の

企
画
を
紹
介
し
て
参
加
者
が
集
ま
っ
た
例
も
あ

り
ま
す
。
参
加
す
る
か
ど
う
か
は
完
全
に
生
徒

の
自
主
性
に
任
せ
て
お
り
、
成
績
と
も
関
係
が

な
い
の
で
、
彼
ら
の
目
に
魅
力
的
な
内
容
と
映

ら
な
け
れ
ば
希
望
者
が
出
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ク
ラ
ブ
に
所
属
す
る
生
徒
が
多
い
の
で
、

活
動
は
昼
休
み
や
放
課
後
、
ま
た
は
休
暇
中
に

お
互
い
の
空
き
時
間
を
調
整
し
て
行
い
ま
す
。

一
度
活
動
が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
、
私
は
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
的
な
役
割
に
回
り
、
生
徒
た
ち
が

自
主
的
に
活
動
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
多
い
で

す
。

　
取
り
組
み
を
始
め
た
頃
は
、
中
東
の
難
民
問

題
が
ニ
ュ
ー
ス
で
盛
ん
に
報
じ
ら
れ
て
い
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
日
本
の
難
民
・
移
民
の
受
け
入

れ
に
つ
い
て
興
味
を
持
つ
生
徒
が
多
く
、
合
計

二
十
名
ほ
ど
が
京
都
に
住
む
シ
リ
ア
人
男
性
と

難
民
支
援
に
取
り
組
ん
だ
り
、
滋
賀
県
で
働
く

外
国
人
労
働
者
を
父
母
に
持
つ
子
ど
も
た
ち
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
、
彼
ら
が
抱
え
る

問
題
に
つ
い
て
考
え
る
な
ど
し
ま
し
た
。
生
徒

が
関
心
を
持
つ
テ
ー
マ
は
、
世
界
や
日
本
の
社

会
情
勢
の
変
化
に
敏
感
に
反
応
し
て
刻
々
と
変

化
し
ま
す
。
ど
ん
な
企
画
を
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
提
示
す
る
か
、
こ
ち
ら
の
セ
ン
ス
も
問
わ
れ

ま
す
。

　
今
年
度
は
、「
現
代
社
会
研
究
」
の
授
業
で
も
、

新
し
い
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
自
由
に
テ
ー
マ
を
定
め
、
同
じ
ク
ラ

ス
の
受
講
者
に
向
け
て
報
道
番
組
か
新
聞
・
雑

誌
を
作
成
す
る
、
と
い
う
内
容
で
す
。
そ
の
中

で
、
必
ず
テ
ー
マ
に
関
わ
る
企
業
・
団
体
や
専

門
家
に
取
材
を
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
フ
ー
ド
ロ
ス
問
題
、
ペ
ッ
ト
の
殺
処
分
、“
親

ガ
チ
ャ
”
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
た
背
景
、
若

者
の
和
菓
子
離
れ
が
京
都
の
和
菓
子
店
に
与
え

る
影
響
、“
ブ
ー
ム
”
が
再
来
す
る
理
由
、
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
の
是
非
、
な
ど
生
徒
の
設
定
し

た
テ
ー
マ
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
の
関
係
も
あ
り
、
取
材
方
法
に
は
制
限
が
伴

い
ま
す
が
、
メ
デ
ィ
ア
に
登
場
す
る
専
門
家
へ

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
っ
た
り
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
利
用
し
て
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
す
る
な
ど
、
高
校
生
は
様
々
な
ツ
ー
ル
を

使
い
こ
な
し
て
、
工
夫
し
な
が
ら
取
材
を
進
め

て
い
ま
す
。
取
材
の
経
過
報
告
を
聞
い
て
い
る

と
、
や
は
り
当
事
者
と
直
接
話
を
し
て
初
め
て

気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
は
多
い
様
で
す
。
事
前
に

調
べ
て
予
想
し
て
い
た
の
と
異
な
る
事
実
を
発

見
し
た
り
、
新
し
い
視
点
に
気
が
付
い
た
と
き

の
生
徒
た
ち
は
す
ご
く
い
い
表
情
に
な
っ
て
、

こ
ち
ら
に
説
明
す
る
言
葉
に
も
力
が
こ
も
る
の

が
印
象
的
で
す
。

　
放
課
後
や
休
日
の
活
動
を
求
め
る
こ
う
い
っ

た
取
り
組
み
は
、
生
徒
の
心
と
時
間
に
余
裕
が

あ
っ
て
こ
そ
実
現
し
ま
す
。
前
校
長
の
木
村
良

己
先
生
は
、「
生
徒
の
自
由
な
時
間
を
守
る
こ

と
が
大
切
」
と
よ
く
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
「
自
由
」
は
、
生
徒
が
主
体
的
に
学
ぶ
た

め
に
こ
そ
必
要
な
も
の
な
の
だ
と
実
感
し
て
い

ま
す
。

テーマ 内容

シリア難民問題を知ろう！ シリアを“知り”、“知ってもらう”ことをコンセプトに活動。紛争で破壊された学校を再建するために、現地団体と協力して支援に取り組んだ。

憲法改正は必要か？
憲法九条改正の是非について、護憲派・改憲派の国会議員や大学教授に
インタビューを実施。たどり着いた結論を京都弁護士会主催の「憲法と
人権を考えるつどい」で発表した。

ソーシャルビジネス
って何？

寺町三条にある（株）Mother Houseの店舗を訪問し、ビジネスを通じた
社会貢献について学んだ。

福祉施設を訪問しよう！ 障がいを持つ人に働く場を提供する社会福祉法人だいご学園を訪問し、職
業体験やインタビューを行った。

高校生が考える
Climate Justice

地球研主催の学習会で地球環境問題について知り、解決のためにできるこ
とを３カ月間にわたって考えた。京都市主催のイベント「地球環境の殿堂」
でのパネルディスカッションに高校生代表として登壇した。

今大切にしたいのはど
んな企業？

コロナ禍で経済の停滞が懸念される今、私たちの生活を本当の意味で豊
かにしてくれる商品・サービスを提供してくれるのはどんな企業かを考
え、結果を基にポートフォリオを組んで日経ストックリーグに参加した。
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一　

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
何
が
問
題
な
の
か

　
近
年
、
外
国
人
を
非
常
に
汚
い
言
葉
で
罵
っ

た
り
、
そ
の
排
斥
を
訴
え
た
り
す
る
よ
う
な
デ

モ
活
動
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
私
は
こ
れ
ま
で
、
こ
の
よ
う
な
表

現
活
動
―
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
と
呼
ば
れ
る
も

の
―
の
規
制
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
研
究
し

て
き
ま
し
た
。
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
は
、
日
本

だ
け
で
は
な
く
、
世
界
中
の
多
く
の
国
で
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
は
、
あ
る
人
の
属
性
（
人

種
、
性
別
、
性
的
指
向
、
宗
教
な
ど
）
に
着
目

し
て
、
そ
れ
ら
の
人
々
に
対
す
る
差
別
を
煽
動

し
た
り
す
る
も
の
で
あ
り
、
通
常
の
名
誉
毀
損

や
侮
辱
よ
り
も
悪
質
な
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
は
時

に
は
暴
動
に
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
は
虐
殺
に
至

る
こ
と
も
あ
り
う
る
問
題
で
す
。
そ
の
た
め
、

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
は
規
制
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
と
主
張
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本

国
憲
法
は
表
現
の
自
由
を
保
障
し
て
お
り
、
国

（
公
権
力
）
が
表
現
を
規
制
す
る
こ
と
は
、
原

則
と
し
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
表
現
の
自
由
は
民

主
主
義
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
権

利
で
あ
り
、
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
を
規
制
す
る

必
要
性
と
表
現
の
自
由
を
保
護
す
る
必
要
性
と

の
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
の
よ
う
に
と
る
の
か
は
、

多
く
の
国
に
と
っ
て
非
常
に
難
し
い
問
題
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。

二　

ア
メ
リ
カ
型
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型

　
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
を
め
ぐ
っ
て
、「
規
制

に
積
極
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
と
「
規
制
に
消
極

的
な
ア
メ
リ
カ
」
と
が
し
ば
し
ば
対
比
さ
れ
て

い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
多
く
の
国
で
は
、
何

ら
か
の
形
で
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
を
規
制
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ヘ

イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
を
規
制
す
る
連
邦
法
は
あ
り

ま
せ
ん
。
一
部
の
州
で
規
制
を
試
み
る
例
は
あ

り
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー

チ
だ
け
で
は
な
く
、
表
現
の
自
由
一
般
を
非
常

に
手
厚
く
保
障
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
ヘ
イ

ト
・
ス
ピ
ー
チ
な
ど
の
過
激
な
言
論
も
基
本
的

に
は
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

三　

日
本
の
こ
れ
ま
で
の
対
応

　
日
本
は
こ
れ
ま
で
、
基
本
的
に
ア
メ
リ
カ
型

に
近
い
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
っ
て
き
て
お
り
、
ヘ

イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
そ
の
も
の
を
規
制
す
る
法
律

檜
ひ

垣
がき

 伸
しん

次
じ

（大学法学部法律学科教授）

ヘイト・スピーチに
どのように対処するのか
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は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ

の
一
部
に
つ
い
て
は
、
名
誉
毀
損
罪
（
刑
法
二

三
〇
条
）
や
侮
辱
罪
（
刑
法
二
三
一
条
）
が
適

用
で
き
、
ま
た
、
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
に
よ
り

権
利
ま
た
は
法
律
上
保
護
さ
れ
る
利
益
が
侵
害

さ
れ
た
場
合
に
は
、
不
法
行
為
と
し
て
損
害
賠

償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
れ
で

は
不
十
分
だ
と
も
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
近
年
、
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
が
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
き
た
こ
と
を
う
け
て
、

こ
れ
を
規
制
す
る
法
律
を
作
る
べ
き
で
あ
る
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

二
〇
一
六
年
に
は
、「
本
邦
外
出
身
者
に
対
す

る
不
当
な
差
別
的
言
動
の
解
消
に
向
け
た
取
組

の
推
進
に
関
す
る
法
律
（「
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー

チ
解
消
法
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
）」
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

四　
「
日
本
型
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
法
」
の
可
能
性

　
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
は
、
ヘ
イ
ト
・

ス
ピ
ー
チ
は
「
許
さ
れ
な
い
」
と
し
つ
つ
も
、

罰
則
を
定
め
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
一
方
で

は
、
表
現
の
自
由
の
保
障
と
い
う
観
点
か
ら
、

う
ま
く
バ
ラ
ン
ス
を
と
ろ
う
と
し
た
も
の
と
評

価
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー

チ
の
規
制
に
消
極
的
な
主
張
の
多
く
は
、
ヘ
イ

ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
定
義
が
困
難
で
あ
る
こ
と
や
、

規
制
法
が
濫
用
さ
れ
て
正
当
な
表
現
ま
で
規
制

さ
れ
る
危
険
性
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
規
制
を
設
け
な
い
「
理

念
法
」
に
し
た
こ
と
に
よ
り
、
表
現
の
自
由
と

の
衝
突
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
も
い
え

ま
す
。
他
方
で
、
罰
則
の
な
い
理
念
法
で
は
、

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
を
抑
止
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
指
摘
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
法
律
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
の
か
は

難
し
い
で
す
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、

同
法
が
、
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
は
許
さ
れ
な
い

と
す
る
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
て
お
り
、
ま

た
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
に
、
教
育
や
啓
発

活
動
な
ど
、
さ
ら
に
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
発
す
る
こ
と
を
求
め

て
い
る
点
で
す
。
こ
の
よ
う

に
、
政
府
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
し
た
り
、
啓
発
や
教
育
活

動
を
し
た
り
す
る
こ
と
は
、

「
規
制
」
す
る
こ
と
な
く
、

ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
を
減
ら

す
効
果
が
あ
る
と
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

「
非
規
制
的
手
法
」
は
、
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ

を
規
制
す
る
必
要
性
と
表
現
の
自
由
を
保
護
す

る
必
要
性
と
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
う
ま
く
と
る

こ
と
が
で
き
る
や
り
方
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

型
と
ア
メ
リ
カ
型
と
も
違
う
、
第
三
の
道
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
「
日
本
型
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ

法
」
の
可
能
性
と
限
界
を
探
っ
て
い
く
の
が
、

私
の
研
究
テ
ー
マ
に
な
り
ま
す
。（
写
真
1
）

非
規
制
的
施
策
に
よ
っ
て
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ

は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
社
会
規
範
を
作
っ
て
い

き
、
そ
の
う
え
で
、
そ
れ
だ
け
で
は
ど
う
し
よ

う
も
な
い
悪
質
な
も
の
に
限
っ
て
規
制
す
る
と

い
う
の
が
ベ
ス
ト
な
や
り
方
だ
と
私
は
考
え
て

お
り
ま
す
。

写真1：Shinji Higaki ＆Yuji Nasu eds., Hate Speech 
in Japan: The Possibility of a Non-Regulatory 
Approach （Cambridge University Press 2021）
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物理化学の授業で
見せる実験例

遠
えん

藤
どう

 太
た

佳
か

嗣
つぐ

（大学理工学部機能分子・生命化学科准教授）

一
．
は
じ
め
に

　
私
が
所
属
し
て
い
る
、
理
工
学
部
の
機
能
分

子
・
生
命
化
学
科
は
、「
化
学
」
を
学
ぶ
学
科

で
す
。
そ
の
中
で
私
は
、「
物
理
化
学
Ⅱ
」、「
物

理
化
学
Ⅲ
」
と
い
う
授
業
を
担
当
し
て
い
ま
す

が
、
科
目
名
に
「
物
理
」
と
入
っ
て
い
る
だ
け

に
、
化
学
系
の
学
生
に
は
、
や
や
と
っ
つ
き
に

く
い
内
容
の
よ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
少
し
で
も

学
生
の
頭
に
授
業
の
内
容
が
残
る
よ
う
、
授
業

中
に
、
授
業
の
内
容
と
関
係
し
た
簡
単
な
実
験

を
時
々
見
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
学
生
か
ら
も

好
評
の
よ
う
で
し
た
の
で
、
本
稿
で
は
そ
れ
を

い
く
つ
か
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、

「
物
理
化
学
Ⅱ
」、「
物
理
化
学
Ⅲ
」
は
、
化
学

熱
力
学
と
呼
ば
れ
る
分
野
の
内
容
で
あ
り
、「
物

質
は
な
ぜ
変
化
す
る
の
か
を
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

視
点
か
ら
考
え
る
」
が
一
つ
の
テ
ー
マ
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
以
下
に
紹
介
す
る
実
験

も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
係
す
る
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

二
．
融
け
る
氷
は
周
囲
を
冷
や
す

　
あ
ら
ゆ
る
物
質
は
固
体
か
ら
液
体
に
変
わ
る

と
き
に
、
周
囲
か
ら
熱
を
奪
い
ま
す
。
こ
の
と

き
の
奪
っ
た
熱
を
融
解
熱
と
呼
び
ま
す
。
こ
の

実
験
で
は
、
こ
の
融
解
熱
の
存
在
と
大
き
さ
を

学
生
に
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
に
行
っ
て
い
ま

す
。
用
意
す
る
も
の
は
、
同
じ
重
さ
の
熱
湯（
百

度
）
と
氷
（
ゼ
ロ
度
）、
そ
し
て
温
度
計
で
す
。

熱
湯
と
氷
は
、
水
筒
に
入
れ
て
教
室
に
持
っ
て

い
き
ま
す
。
実
験
を
す
る
前
に
、e- class

と
呼

ば
れ
る
、
同
志
社
大
学
の
教
育
用
の
オ
ン
ラ
イ

ン
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
、
学
生
に
「
同
じ
重
さ
の

熱
湯
（
百
度
）
と
氷
（
ゼ
ロ
度
）
を
混
ぜ
る
と

何
度
に
な
る
か
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り

ま
す
。
多
く
の
学
生
は
四
十
～
五
十
度
と
答
え

ま
す
が
、
実
際
に
実
験
を
し
て
み
る
と
、
五
度

程
度
と
、
極
め
て
冷
た
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

氷
が
水
に
融
け
る
際
、
周
囲
か
ら
熱
を
奪
う
た

め
で
あ
り
、
理
論
的
な
計
算
と
も
ほ
ぼ
一
致
し

ま
す
。

　
実
験
の
後
は
、「
ホ
ッ
ト
コ
ー
ヒ
ー
か
ら
ア

イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
を
作
る
際
、
ホ
ッ
ト
コ
ー
ヒ
ー

と
お
お
よ
そ
同
体
積
の
氷
を
入
れ
れ
ば
十
分
」

と
い
う
余
談
も
付
け
加
え
た
り
し
て
い
ま
す
。

三
．
力
で
燃
や
す

　
断
熱
材
な
ど
を
使
っ
て
、
周
囲
に
熱
が
逃
げ

な
い
容
器
の
中
に
気
体
を
閉
じ
込
め
て
、
そ
の

気
体
を
何
ら
か
の
方
法
で
圧
縮
し
ま
す
（
断
熱

圧
縮
）。
す
る
と
、
圧
縮
に
使
っ
た
力
が
熱
に

変
換
さ
れ
、
気
体
の
温
度
が
上
昇
し
ま
す
。
実

験
で
は
、
直
径
一
㎝
、
長
さ
十
㎝
ほ
ど
の
、
片

側
が
閉
じ
た
筒
（
シ
リ
ン
ダ
ー
）
と
、
そ
の
筒

の
可
動
式
の
フ
タ
（
ピ
ス
ト
ン
）
を
使
い
ま
す

（
図
一
）。
シ
リ
ン
ダ
ー
に
ピ
ス
ト
ン
を
セ
ッ
ト

し
、
そ
の
後
ピ
ス
ト
ン
を
急
激
に
押
し
込
ん
で
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気
体
の
温
度
を
上
昇
さ
せ
ま
す
。
こ
の
実
験
で

も
、
直
前
にe- class

で
学
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
り
、
成
人
男
性
（
筆
者
）
の
力
で
、
シ
リ
ン

ダ
ー
の
中
の
温
度
は
ど
れ
だ
け
上
が
る
か
を
予

測
さ
せ
ま
す
。
十
～
百
度
程
度
温
度
が
上
昇
す

る
と
回
答
す
る
学
生
が
多
い
で
す
が
、
理
論
上

は
な
ん
と
、
最
大
五
千
度
く
ら
い
ま
で
上
昇
し

ま
す
。
た
だ
、
実
験
上
は
、
気
体
を
完
全
に
断

熱
す
る
こ
と
は
出
来
ず
、
お
そ
ら
く
数
百
度
程

度
の
上
昇
だ
と
思
い
ま
す
。
実
演
す
る
際
は
、

シ
リ
ン
ダ
ー
の
中
の
温
度
を
直
接
測
定
す
る
の

は
難
し
い
の
で
、
代
わ
り
に
綿
を
入
れ
て
お
き

ま
す
。
綿
の
発
火
点
は
四
百
度
程
度
で
あ
り
、

こ
の
綿
が
シ
リ
ン
ダ
ー
内
で
一
瞬
で
燃
え
尽
き

る
こ
と
で
、
そ
の
証
明
と
し
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
こ
の
断
熱
圧
縮
と
い
う
現
象
は
、

地
球
上
で
は
、
例
え
ば
、
隕
石
の
落
下
時
に
起

こ
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
表
ま
で

届
く
隕
石
の
数
が
、
年
間
数
個
程
度
で
す
ん
で

い
る
の
は
、
隕
石
が
大
気
圏
に
突
入
し
た
後
、

隕
石
が
大
気
を
圧
縮
す
る
際
に
起
き
る
断
熱
圧

縮
に
よ
っ
て
、
自
身
が
燃
え
尽
き
て
し
ま
う
た

め
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

四
．
熱
で
動
か
す

　
断
熱
圧
縮
の
実
験
で
は
、
力
を
熱
に
変
え
ま

し
た
が
、
当
然
そ
の
逆
、
つ
ま
り
、
熱
を
力
に

変
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
の
実
例
が
、
エ

ン
ジ
ン
（
熱
機
関
）
で
す
。
実
験
で
見
せ
る
の

は
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
ン
ジ
ン
と
い
う
、
最
も

効
率
の
良
い
エ
ン
ジ
ン
の
一
種
で
す
（
図
二
）。

詳
細
な
原
理
は
割
愛
し
ま
す
が
、
イ
メ
ー
ジ
と

し
て
は
、
装
置
下
方
に
気
体
の
入
っ
た
空
間
が

あ
り
、
そ
の
底
部
が
温
め
ら
れ
る
と
、
気
体
が

膨
張
し
ま
す
。
膨
張
し
た
気
体
は
、
そ
の
後
、

空
間
の
天
井
部
で
冷
や
さ
れ
圧
縮
さ
れ
ま
す
。

こ
の
気
体
の
膨
張
と
圧
縮
の
運
動
が
、
車
輪
に

伝
わ
り
、
車
輪
が
く
る
く
る
と
回
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。
学
生
に
は
ま
ず
、
装
置
底
部

を
温
め
ず
に
車
輪
を
回
し
て
見
せ
ま
す
。
す
る

と
、
空
気
な
ど
と
の
摩
擦
に
よ
っ
て
、
車
輪
は

十
秒
程
度
で
停
止
し
ま
す
。
一
方
、
熱
湯
の
入

っ
た
水
筒
の
上
に
エ
ン
ジ
ン
を
置
き
、
そ
の
状

態
で
車
輪
を
回
す
と
、
先
ほ
ど
述
べ
た
膨
張
と

圧
縮
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
数
十
分
間

車
輪
が
回
り
続
け
ま
す
。
車
輪
が
「
シ
ャ
ッ
、

シ
ャ
ッ
」
と
回
る
音
を
聞
き
な
が
ら
（
聞
か
せ

な
が
ら
）、
こ
の
エ
ン
ジ
ン
で
起
き
て
い
る
熱

や
力
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
化
に
つ
い
て
話
を
す
る

の
は
、
な
か
な
か
心
地
が
よ
い
も
の
で
す
。

五
．
終
わ
り
に

　
以
上
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に

絞
っ
て
、
授
業
で
見
せ
て
い
る
実
験
を
い
く
つ

か
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
他
に

も
、
ま
だ
い
く
つ
か
実
験
は
あ
り
ま
す
が
、
毎

回
授
業
で
見
せ
る
ほ
ど
は
、
実
験
が
揃
っ
て
お

ら
ず
、
簡
単
で
安
全
で
授
業
に
関
係
し
た
実
験

を
、
合
間
を
見
て
、
考
え
、
探
し
て
い
ま
す
。

何
か
良
い
ア
イ
デ
ア
を
お
持
ち
の
方
が
お
ら
れ

ま
し
た
ら
、
筆
者
ま
で
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

図一．断熱圧縮の実験で使うシリン
ダー（左）とピストン（右）

図二．スターリングエンジン
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文
部
科
学
省
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
事
業
（
二
〇
一
八
年
度
～

二
〇
二
〇
年
度
）
に
て
、
宇
宙
生
体
医

工
学
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
代
表
：
理

工
学
部
　
辻
内
伸
好
教
授
）
が
、

二
〇
二
一
年
二
月
に
実
施
し
た
株
式
会

社
講
談
社
の
コ
ミ
ッ
ク
『
宇
宙
兄
弟
』

と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
企
画
が
「
講
談
社
メ

デ
ィ
ア
ア
ワ
ー
ド 

２
０
２
１
」
を
受

賞
い
た
し
ま
し
た
。

　「
講
談
社
メ
デ
ィ
ア
ア
ワ
ー
ド 

２
０

２
１
」
は
二
〇
二
〇
年
七
月
～
二
〇
二
一

年
六
月
に
講
談
社
の
全
媒
体
上
で
行
わ
れ

た
す
べ
て
の
広
告
企
画
の
な
か
で
も
っ
と

も
刺
激
的
で
有
意
義
な
取
り
組
み
に
贈
ら

れ
る
賞
で
あ
り
、
二
〇
二
一
年
度
は
約

三
〇
〇
社
の
中
か
ら
八
社
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
十
月
二
十
八
日
（
木
）
東
京
會
舘
に

て
「
講
談
社
メ
デ
ィ
ア
ア
ワ
ー
ド 

２

０
２
１
」
受
賞
企
画
の
発
表
と
授
賞
式

が
行
わ
れ
、
代
表
取
締
役
社
長
　
野
間

省
伸
氏
よ
り
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
そ
の
様
子
は
十
一
月

十
八
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ
た
「
講
談

社
メ
デ
ィ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス 

２
０

２
１
」
に
お
い
て
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
配

信
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
宇
宙
生
体
医

工
学
を
利
用
し
た
健
康
寿
命
の
延
伸
を

目
指
す
も
の
で
、
宇
宙
飛
行
士
が
訓
練

に
使
用
す
る
装
置
の
原
理
か
ら
、
地
球

上
で
の
寝
た
き
り
の
人
の
リ
ハ
ビ
リ
や

骨
や
筋
肉
の
衰
え
を
防
止
す
る
課
題
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
受
賞
企
画
は
講
談
社
コ
ミ
ッ
ク
『
宇

宙
兄
弟
』
の
主
人
公
で
あ
る
ム
ッ
タ
と

ヒ
ビ
ト
が
理
工
学
部 

辻
内
伸
好
教
授
、

後
藤
琢
也
教
授
、
研
究
開
発
推
進
機
構 

大
平
充
宣
客
員
教
授
の
研
究
室
を
訪
問

し
、
研
究
内
容
に
つ
い
て
質
問
す
る
と

い
う
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
同
志
社
大

学
の
建
物
、
彰
栄
館
や
寒
梅
館
も
登
場

し
ま
す
。
二
〇
二
一
年
二
月
十
八
日
発

刊
の
「
週
刊
モ
ー
ニ
ン
グ
」
十
二
号
に

掲
載
さ
れ
、
人
気
コ
ミ
ッ
ク
と
大
学
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
点
で
注
目

を
集
め
ま
し
た
。

　
難
し
い
研
究
内
容
を
広
く
、
わ
か
り

や
す
く
、
ま
た
楽
し
く
社
会
に
伝
え
る

と
と
も
に
、
研
究
に
よ
る
大
学
の
ブ
ラ

ン
ド
戦
略
の
展
開
に
貢
献
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
授
賞
に
お
い
て
は
、
わ
か
り
に
く
い

事
柄
を
絵
や
セ
リ
フ
で
紹
介
す
る
マ
ン

ガ
の
特
性
を
生
か
し
た
企
画
で
あ
る
こ

と
、
実
在
す
る
教
授
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
に
し
た
点
等
を
評
価
い
た

だ
き
ま
し
た
。

タ
イ
ア
ッ
プ
記
事
は
宇
宙
生
体
医
工
学

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

https://space-dream
.doshisha.ac.jp/

gallery/other_activities.htm
l

研究推進部リサーチ・アドミニストレーター　石
い し

田
だ

貴
き

美
み

子
こ

講談社メディアアワード 2021を受賞
「宇宙兄弟」×「宇宙生体医工
学研究プロジェクト」

講談社メディアアワード 2021
（C）講談社



同
志
社
　
ナ
ウ

同志社

   ナウ

75

　
女
子
大
学
に
お
い
て
二
〇
二
〇
年
度

よ
り
実
施
し
て
い
る
標
記
コ
ン
テ
ス
ト

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
は
、よ
り
よ
い
社
会
を
つ
く
る「
創

造
性
・
開
拓
性
・
先
駆
性
」
と
い
う
性

格
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
少
子

高
齢
化
や
多
様
化
に
伴
い
社
会
が
変
容

す
る
中
、
型
に
は
ま
っ
た
活
動
で
は
な

く
、
地
域
社
会
に
あ
る
課
題
を
取
り
上

げ
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
チ
ー
ム
で
知

恵
を
出
し
合
う
こ
と
が
ま
す
ま
す
必
要

と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
主
眼
と
し
て
準

備
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
折
し
も

コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
、
募
集
対
象
を

「
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
で
も
地
域
社
会
で

の
人
と
の
つ
な
が
り
を
工
夫
の
上
、
活

動
を
展
開
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
へ
と

軌
道
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　
厳
し
い
現
実
に
あ
り
な
が
ら
も
エ
ン

ト
リ
ー
し
た
団
体
（
画
像
・
表
参
照
）

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス

に
変
え
て
創
意
工
夫
の
上
活
動
に
取
り

組
ん
だ
様
子
を
発
表
。
二
次
審
査
で
は

最
優
秀
賞
を
目
指
し
一
歩
も
引
か
ず
譲

ら
ず
の
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
が
、
結

果
発
表
・
表
彰
の
後
に
は
あ
た
た
か
い

励
ま
し
合
い
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
参

加
学
生
た
ち
は
「
他
学
部
の
先
生
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く
機
会
が
で
き
、

活
動
が
さ
ら
に
良
い
も
の
に
な
っ
た
」

「
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
さ

ら
に
仲
間
が
増
え
た
り
、
つ
な
が
り
の

輪
が
広
が
っ
た
り
す
る
。
楽
し
く
発
信

し
て
い
き
た
い
」
と
自
分
の
考
え
の
み

に
閉
ざ
さ
れ
な
い
視
野
の
広
が
り
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
コ
ン
テ
ス
ト
を
通
じ
て
、
女
子
大

学
の
「V

ision150

」
に
も
掲
げ
ま
し

た
「
共
感
と
共
助
の
精
神
を
持
っ
た
女

性
の
視
点
か
ら
社
会
を
見
つ
め
直
し
、

考
え
、
変
え
て
い
く
」
女
性
、「
自
由

か
つ
主
体
的
に
他
者
へ
の
愛
を
実
践
で

き
る
女
性
、
社
会
に
お
い
て
『
地
の
塩
、

世
の
光
』
と
な
り
う
る
女
性
が
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
社
会
を
改
良
す

る
」
人
物
が
育
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

ボランティア奨励
コンテスト

女子大学ボランティア活動支援センター

食品ロス・貧困をなくすための活動

2021年度参加　２団体

げんき推進プロジェクト（高齢者とのオンライン交流）

２
０
２
０
年
度
参
加
　
４
団
体

Ｈ
Ｐ
で
レ
シ
ピ
・

動
画
配
信

保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
に
ク
リ
ス

マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
ろ
う

低
栄
養
予
防
の
た
め

の
健
康
教
室

げ
ん
き
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
高

齢
者
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
）



同志社

   ナウ

76

　
同
志
社
は
、
二
〇
二
五
年
に
創
立

一
五
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。「
創
立

一
五
〇
周
年
記
念
事
業
委
員
会
」
が
立

ち
上
が
り
、
各
校
か
ら
選
ば
れ
た
「
未

来
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
」
が
、

様
々
な
記
念
事
業
を
企
画
、
運
営
し
て

い
く
事
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
の
大

き
な
企
画
と
し
て
、「
一
五
〇
周
年
記

念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」
を
選
定
し
、
創
立
記

念
日
で
あ
る
二
〇
二
一
年
十
一
月

二
十
九
日
　“D

oshisha N
ew

 D
ay

”

の
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
表
彰
さ
れ
る
事
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
周
年
事
業

で
は
、
教
職
員
、
学
生
、
生
徒
な
ど
を

応
募
対
象
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
枠
を

外
し
一
般
か
ら
も
広
く
募
集
す
る
事
と

し
ま
し
た
の
で
、
例
年
の
応
募
数
を
大

幅
に
上
回
る
五
〇
〇
点
近
く
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
最
優
秀
賞

に
選
ば
れ
た
の
は
、
同
志
社
中
学
校
二

年
生
の
松
井
美
野
さ
ん
の
作
品
で
し
た
。

同
志
社
小
学
校
の
時
に
今
出
川
キ
ャ
ン

パ
ス
を
訪
れ
、
そ
こ
で
見
た
同
志
社
礼

拝
堂
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
印
象
に
残

り
、
こ
れ
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
、
ロ
ゴ

を
制
作
し
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
法
人

内
の
系
列
一
四
校
の
連
携
を
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
一
四
枚
で
表
現
し
、
ス
ク
ー
ル

カ
ラ
ー
で
あ
る
パ
ー
プ
ル
を
基
調
と
し

た
素
晴
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
に
仕
上
が
り

ま
し
た
。
Ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
る
一
般
投
票
で

も
多
く
の
方

の
共
感
を
得

て
、
み
ご
と

最
優
秀
賞
に

選
ば
れ
ま
し

た
。

　
同
志
社
中

学
校
で
は
、

真
っ
白
な
生

徒
手
帳
が
配

ら
れ
、
一
年

間
親
友
の
よ

う
に
利
用
す
る
「
Ｍ
Ｙ 

生
徒
手
帳
」

の
表
紙
～
裏
表
紙
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

「
生
徒
手
帳
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」

を
例
年
、
春
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

松
井
美
野
さ
ん
は
、
こ
の
コ
ン
テ
ス

ト
に
も
、
自
ら
デ
ザ
イ
ン
し
、
応
募
、

み
ご
と
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い

ま
し
た
。『
世
界
の
エ
リ
ー
ト
は
な
ぜ

「
美
意
識
」
を
鍛
え
る
の
か
？
』
山
口

周
著
に
は
、「
ア
ー
ト
」
や
「
美
」
の

重
要
性
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
素

晴
ら
し
い
ア
ー
ト
感
覚
、
美
的
セ
ン

ス
を
持
っ
た
若
い
世
代
の
皆
さ
ん
が
、

こ
れ
か
ら
の
同
志
社
や
未
来
社
会
を

支
え
て
い
き
ま
す
。
明
る
い
未
来
、

夢
や
希
望
を
感
じ
る
事
の
で
き
る
創

立
記
念
日
“D

oshisha N
ew

 D
ay

”

の
授
賞
式
と
な
り
ま
し
た
。

中学校・高等学校事務長
同志社未来創造プロジェクトメンバー　鎌

か ま

田
だ

伸
し ん

一
い ち

中学校「生徒手帳デザインコンテスト」&
150周年記念ロゴマーク最優秀賞

（同志社中学校２年　松井美野さん）

年度

～ ～ 同志社中 総務部

＊多数の応募ありがとうございました 総務部と美術の先生とで厳正に審査した結果、下記の作品が受賞作となりまし

た。頑張って応募していただいたのに受賞できなかった生徒のみなさん、是非、次年度の春に再挑戦してみて下さい。

次年度も多数の応募をお待ちしています。

【優秀賞】 図書券 円分

【最優秀賞】 図書券 円分

【優良賞】 図書券 円分

   

２年Ｂ組 松井美野さんの作品

 

１Ｄ 島田菜月さんの作品

１年Ａ組 松本奈美さんの作品

２Ｄ 長光葵さんの作品

 

３Ｆ 西川真采さんの作品

 

２年Ｃ組 谷口ひよりさんの作品

『生徒手帳』 コンテスト～ 主催 総務部

 

  

 

 

年度が始まりました さて、恒例企画「生徒手帳デザインコンテスト」のお知らせです。

みなさんに配布した「生徒手帳」には、実は白い表紙が 枚巻いてあります。これはこの手帳に

自分の思いを吹き込むための用紙です。「生徒手帳」はこれから 年間親友のように利用するもの

です。自分で自由にデザインし感性の作品を作成するために、あえて「白紙」にしているのです。

自由参加ですが、下記の「応募方法」を読んで、積極的に応募してくれたら嬉しいです。

みなさんのステキな作品を待っています

⇓

昔
の
３
年
生
の
作
品
で
す
。

≪応募期間≫ 月 日 月 ～ 月 日 水

≪応募方法≫ 校務センタ－前の応募箱に

入れて下さい。
※その際、必ず「学年・クラス・番号・氏名」

を用紙の裏側に記入してください。

※応募された作品は、カラ－コピ－をして、その週

に返却します。

≪審査結果≫本校の 上にて発表します。

いろいろ 
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〇
保
健
の
授
業
に
て

　「
絶
対
に
お
も
ん
な
い

4

4

4

4

4

」

　
あ
る
種
目
を
授
業
で
紹
介
し
た
と
き

に
、
と
あ
る
生
徒
が
発
し
た
一
言
で
す
。

そ
の
後
、
そ
の
種
目
を
実
践
し
ま
し
た
。

す
る
と
発
言
を
し
た
彼
は
か
な
り
楽
し

ん
で
授
業
を
受
け
ま
し
た
。「
め
ち
ゃ

く
ち
ゃ
面
白
か
っ
た
で
す
。
ま
た
や
り

ま
し
ょ
う
。」
と
わ
ざ
わ
ざ
報
告
に
く

る
程
で
し
た
。
彼
を
夢
中
に
さ
せ
た
種

目
、
そ
れ
が
今
回
ご
紹
介
す
る
「
モ
ル

ッ
ク
」
で
す
。

〇
「
モ
ル
ッ
ク
」
と
い
う
種
目
に
つ
い
て

　
モ
ル
ッ
ク
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
発
祥
の

ス
ポ
ー
ツ
で
、
老
若
男
女
問
わ
ず
気
軽

に
楽
し
め
る
の
が
特
徴
で
す
。
簡
単
に

ル
ー
ル
を
説
明
し
ま
す
。モ
ル
ッ
ク（
※

１
）
と
呼
ば
れ
る
円
柱
型
の
木
の
棒
を
、

ス
キ
ッ
ト
ル
（
※
２
）
と
呼
ば
れ
る
木

製
の
ピ
ン
を
目
掛
け
て
投
げ
る
、
い
わ

ば
ボ
ー
リ
ン
グ
の
よ
う
な
種
目
で
す
。

ス
キ
ッ
ト
ル
は
全
部
で
十
二
本
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ス
キ
ッ
ト
ル
に
一
～
十
二

の
数
字
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ス
キ
ッ

ト
ル
が
一
本
だ
け
倒
れ
た
場
合
は
、
そ

の
ス
キ
ッ
ト
ル
に
書
か
れ
て
い
る
数
字

が
点
数
に
加
算
さ
れ
、
二
本
以
上
倒
れ

た
場
合
は
倒
れ
た
本
数
が
点
数
と
し
て

加
算
さ
れ
ま
す
。
最
終
的
に
五
〇
点
ち

ょ
う
ど
に
点
数
が
達
し
た
チ
ー
ム
の
勝

利
で
、
自
分
の
狙
っ
た
位
置
に
投
げ
ら

れ
る
器
用
さ
や
、
い
か
に
早
く
五
〇
点

を
獲
得
す
る
た
め
の
駆
け
引
き
な
ど
、

高
い
戦
略
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

〇
実
践
を
通
し
て

　
実
践
を
通
し
て
、
運
動
が
得
意
な
生

徒
も
、
苦
手
な
生
徒
も
ど
ち
ら
も
が
楽

し
ん
で
い
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。
普

段
、
積
極
的
に
体
育
に
参
加
し
な
い
よ

う
な
生
徒
が
喜
ん
で
プ
レ
ー
す
る
様
子

も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
多
く
の
生
徒

に
「
生
涯
に
わ
た
っ
て
運
動
に
親
し
め

る
資
質
」
を
養
う
た
め
に
も
、
運
動
が

「
楽
し
い
」
と
思
え
る
経
験
を
さ
せ
る

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
体

力
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
も
、
運
動
が

苦
手
だ
と
感
じ
る
生
徒
で
も
楽
し
め
る

よ
う
な
内
容
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

香里中学校・高等学校 教諭　横
よ こ

山
や ま

真
し ん

吾
ご

モルックの実践

※１モルック※２スキットル



同志社

   ナウ

78

女子中学校・高等学校教諭　米
よ ね

澤
ざ わ

利
と し

聡
ふ さ

夏季校内語学研修

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状

況
に
よ
り
、
例
年
本
校
で
夏
に
行
っ
て

い
る
イ
ギ
リ
ス
語
学
研
修
（
高
校
生
）

及
び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
語
学
研
修
（
中

学
生
）
は
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

何
か
英
語
や
異
文
化
に
親
し
む
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
で
き
な
い
か
と
模
索
し
、
夏
休

み
に
校
内
で
英
語
研
修
を
実
施
し
ま
し

た
。

高
校
生
対
象
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
プ
ロ

グ
ラ
ム

　
二
〇
二
一
年
七
月
二
十
六
日
か
ら

二
十
九
日
ま
で
の
四
日
間
、
高
校
生
を

対
象
に
し
て
株
式
会
社
ア
イ
エ
ス
エ
イ

と
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

行
い
ま
し
た
。
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
は
現
在
私
た
ち
が
抱
え
る

様
々
な
社
会
問
題
に
つ
い
て
英
語
で
思

考
を
深
め
て
い
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

高
校
生
全
学
年
に
対
し
て
募
集
を
行
い
、

参
加
者
は
三
八
名
で
し
た
。
参
加
者
は

五
人
か
ら
六
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

各
グ
ル
ー
プ
に
日
本
の
大
学
や
大
学
院

で
学
ん
で
い
る
留
学
生
が
議
論
の
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
だ
っ
た
の
で
生
徒

は
間
違
い
を
恐
れ
ず
に
会
話
を
す
る
こ

と
が
で
き
、
他
の
学
年
の
生
徒
か
ら
も

お
互
い
に
刺
激
を
受
け
て
い
る
よ
う
で

し
た
。
特
に
本
校
は
女
子
校
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
テ
ー
マ
に
し

て
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
考
え
、
最
後

は
生
徒
一
人
一
人
が
全
員
の
前
で
各
自

の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
発
表
を
行
い
ま
し

た
。
英
語
を
用
い
た
活
動
に
取
り
組
み
、

英
語
だ
け
で
な
く
世
界
の
状
況
に
も
関

心
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

中
学
生
対
象
サ
マ
ー
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

キ
ャ
ン
プ

　
二
〇
二
一
年
八
月
二
日
か
ら
四
日
ま

で
、
株
式
会
社
Ｉ
Ｓ
Ｓ
と
中
学
生
を
対

象
に
英
語
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
五
一
名
で
し
た
。

各
ク
ラ
ス
一
〇
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
先
生
に
よ
る

授
業
を
朝
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
行

い
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ス
、
講
師
の
先
生

に
よ
っ
て
雰
囲
気
が
異
な
り
、
落
ち
着

い
た
ク
ラ
ス
も
あ
れ
ば
音
楽
が
流
れ
て

い
る
陽
気
な
ク
ラ
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

ど
の
ク
ラ
ス
で
も
生
徒
は
普
段
と
は
違

う
友
人
と
、
ペ
ア
活
動
や
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
を
行
い
新
し
い
刺
激
に
な
っ
た
よ

う
で
す
。
中
学
生
と
い
う
こ
と
で
海
外

旅
行
や
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
な
ど
を
行
い
ま
し
た
が
、
ど
ち
ら
も

予
想
以
上
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
向
け

て
グ
ル
ー
プ
で
発
表
の
準
備
を
し
た
こ

と
が
楽
し
か
っ
た
と
感
想
に
書
い
て
い

る
生
徒
が
た
く
さ
ん
い
て
、
語
学
の
み

だ
け
で
な
く
協
同
学
習
の
場
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。
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コ
ロ
ナ
禍
で
、
世
の
中
の
価
値
観
も
、

そ
の
世
の
中
を
動
か
す
道
具
も
、
大
き

な
変
化
を
遂
げ
ま
し
た
。
そ
れ
は
教
育

の
分
野
で
も
同
じ
で
す
。
文
部
科
学
省

が
進
め
て
い
た
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
必
要
性
に

迫
ら
れ
、
一
気
に
全
国
の
学
校
で
導
入

が
進
み
ま
し
た
。

　
同
志
社
法
人
内
の
各
校
に
お
い
て
は
、

す
で
に
着
実
に
そ
の
準
備
を
進
め
て
い

た
学
校
も
あ
り
ま
す
が
、
本
校
は
こ
の

部
分
に
つ
い
て
は
む
し
ろ
後
進
の
学
校

で
す
。
そ
れ
は
、
今
か
ら
二
〇
年
以
上

前
に
当
時
と
し
て
は
日
本
で
有
数
の
最

先
端
の
施
設
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
」
が
で

き
て
い
た
こ
と
と
、

無
関
係
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
二
〇
〇

台
以
上
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
を
有
し
、

そ
れ
を
駆
使
し
て

実
践
さ
れ
る
授
業

は
、
内
容
的
に
は

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
の
求
め
て
い
る

学
び
を
二
〇
年
前

か
ら
行
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
学
び
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
と
い
う
特
別
な
施
設
で
は
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
で
で
き
る
よ
う

な
学
び
の
あ
り
方
が
必
要
に
な
っ
て
き

た
と
き
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。

　
当
初
か
ら
計
画
し
て
い
た
全
館

Ｗ
ｉ
︲
Ｆ
ｉ
化
を
二
〇
二
〇
年
に
行
い
、

各
教
室
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ

禍
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
用
だ
け
で
な

く
、
今
ま
で
多
く
行
っ
て
き
た
グ
ル
ー

プ
学
習
に
代
わ
る
学
び
の
ス
タ
イ
ル
も

求
め
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
の
形
の
実
現

と
し
て
、
今
回
二
〇
二
一
年
の
夏
期
休

暇
中
に
全
教
室
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
を
導

入
し
ま
し
た
。
将
来
的
な
導
入
を
前
倒

し
す
る
形
で
し
た
。
同
時
に
黒
板
も
す

べ
て
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
変
更
し
ま
し

た
。

　
授
業
に
つ
い
て
は
今
ま
で
特
定
の
教

室
で
だ
け
実
施
で
き
た
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
て
投
影
す
る
内
容
を
、
ど
の
教
室
で

も
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
利
便
性

と
授
業
の
幅
が
増
え
ま
し
た
。
そ
れ
以

上
に
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
導
入
に

よ
っ
て
実
現
し
た
大
き
な
点
は
「
密
を

回
避
す
る
」
中
で
の
集
会
を
オ
ン
ラ
イ

ン
同
時
配
信
で
き
た
こ
と
で
す
。
学
年

集
会
は
も
ち
ろ
ん
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

音
声
だ
け
で
行
っ
て
き
た
毎
朝
の
礼
拝

も
、
映
像
を
つ
け
て
守
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
先
日
は
生
徒
会
選
挙
の
立
ち

会
い
演
説
会
を
、
政
見
放
送
の
よ
う
な

形
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
っ
と
自
由
な
形
で
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
の
使
い
方
が
考
え
ら
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

HR教室・特別教室への
プロジェクタ設置

国際中学・高等学校教頭　西
に し

田
だ

喜
き

久
く

夫
お

1　コミュニケーションセンター

2　導入した固定式プロジェクタ
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同
志
社
小
学
校
の
魅
力
と
は　

　
社
会
科
と
い
う
教
科
に
初
め
て
出
あ

う
三
年
生
は
、
ま
ず
は
、
学
校
の
周
り

の
「
ま
ち
」
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
地

域
の
小
学
校
で
は
自
分
た
ち
の
住
む

「
ま
ち
」
は
皆
同
じ
で
す
が
、
同
志
社

小
学
校
に
通
う
子
ど
も
た
ち
の
住
む

「
ま
ち
」
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち
が
同
志
社
小
学

校
の
あ
る
岩
倉
の
ま
ち
を
「
自
分
た
ち

の
ま
ち
」
と
し
て
愛
着
を
も
つ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、

ま
ず
は
、
全
て
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
の
共
通
の
場
所
で
あ
る
「
学
校
」
の

魅
力
を
探
す
と
い
う
活
動
を
「
道
草
」

の
時
間
に
行
い
ま
し
た
。「
未
来
に
残

し
た
い
同
志
社
小
学
校
の
魅
力
」
を
テ

ー
マ
に
自
分
の
お
気

に
入
り
の
場
所
を
見

つ
け
、
一
人
ひ
と
り

が
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
で
撮
影

し
ま
し
た
。
改
め
て

見
つ
め
て
み
る
と
、

小
学
校
に
は
、
す
て

き
な
場
所
が
た
く
さ

ん
あ
る
こ
と
に
気
づ

き
ま
し
た
。

歩
く
、
見
る
、
ふ
れ
る
こ
と
で
分
か
る
こ
と

　
夏
休
み
に
入
り
、
子
ど
も
た
ち
は
、

個
人
研
究
と
し
て
「
自
分
た
ち
が
住
む

ま
ち
の
魅
力
」
を
調
べ
ま
し
た
。「
伏

見
の
地
名
と
戦
国
大
名
の
名
前
の
関

係
」
を
調
べ
た
研
究
や
、「
白
川
を
さ

か
の
ぼ
る
」
と
題
し
て
川
の
上
流
ま
で

調
べ
た
研
究
、
琵
琶
湖
と
自
然
に
囲
ま

れ
た
大
津
市
の
よ
さ
を
ま
と
め
た
研
究

な
ど
、
私
た
ち
に
と
っ
て
も
大
変
興
味

深
く
、
思
わ
ず
耳
を
傾
け
て
し
ま
う
研

究
ば
か
り
で
し
た
。

　
こ
う
し
た
活
動
と
研
究
を
生
か
し
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
も
落
ち

着
い
た
秋
、
学
校
周
辺
の
岩
倉
地
区
に

ま
ち
探
検
に
出
か
け
ま
し
た
。
岩
倉
地

区
の
北
方
面
に
は
寺
社
を
は
じ
め
歴
史

的
文
化
財
が
多
く
残
り
、
南
方
面
に
は
、

宝
ヶ
池
を
中
心
に
豊
か
な
自
然
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。
活
動
を
通
し
て
、
子
ど

も
た
ち
は
「
新
し
い
も
の
を
ふ
や
し
て

い
く
ま
ち
も
あ
れ
ば
、
古
い
も
の
を
の

こ
し
て
い
く
ま
ち
も
あ
る
。
そ
の
ま
ち

の
よ
さ
を
見
つ
け
て
い
き
た
い
。」「
一

人
ひ
と
り
が
手
入
れ
を
し
て
未
来
へ
つ

な
ぐ
こ
と
が
大
事
だ
。」
と
い
っ
た
気
づ

き
や
感
想
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
歩
く
、
見
る
、
ふ
れ
る
。
そ
れ
は
多

く
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
疑
問
や
気
づ

き
か
ら
始
ま
る
豊
か
な
学
び
で
あ
り
、

本
校
が
大
切
に
し
て
い
る
「
道
草
」
の

時
間
な
の
で
す
。

わたしたちのまち・
すてきなまち
― 岩倉たんけん隊 ―（３年生）
小学校教諭　長

な が

瀬
せ

拓
た く

也
や

・金
か な

山
や ま

香
か

織
お り

・鈴
す ず

木
き

志
し

織
お り

まち探検で岩倉川を観察する子どもたち

屋上で「同志社小学校の魅力」を撮影す
る子どもたち

夏休みの個人研究で取り組んだ「自分た
ちが住むまちの魅力」
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二
年
ぶ
り
の
泊
ま
り
を
伴
う
修
学
旅

行
が
Ｄ
Ｉ
Ａ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
九

月
下
旬
に
広
島
と
熊
本
を
予
定
し
て
い

ま
し
た
が
、
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て

全
国
で
児
童
へ
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
が
拡
大
し
、
中
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。
十
月
に
入
り
、
ワ
ク
チ
ン

の
効
果
が
大
き
か
っ
た
の
か
感
染
者
数

が
減
少
し
た
た
め
、
急
遽
広
島
の
み
の

修
学
旅
行
を
決
行
し
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
や
保
護
者
か
ら
は
何
と
か
実
施
し

て
も
ら
え
な
い
か
と
い
う
声
を
た
く
さ

ん
い
た
だ
い
て
い
た
経
緯
も
あ
り
、
実

施
が
決
ま
っ
た
と
き
の
子
ど
も
た
ち
の

歓
喜
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
私
は

二
〇
二
〇
年
度
も
六
年
生
を
担
任
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
と
き
は
ア
メ
リ

カ
へ
の
修
学
旅
行
は
到
底
考
え
ら
れ
る

状
況
で
は
な
く
、
国
内
旅
行
で
さ
え
も

断
念
し
ま
し
た
。
二
度
の
延
期
、
最
終

的
に
中
止
を
伝
え
た
と
き
の
子
ど
も
た

ち
の
落
胆
し
た
顔
が
と
て
も
辛
く
、
私

の
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
二
〇
二
一
年
度
は
一
泊
二
日
の
広
島

へ
の
短
い
修
学
旅
行
と
な
り
ま
し
た
が
、

今
、
コ
ロ
ナ
禍
で
修
学
旅
行
に
行
け
る

こ
と
が
当
た
り
前
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
を
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が
し
っ
か
り

と
感
じ
て
い
る
様
子
で
し
た
。
今
回
の

修
学
旅
行
で
は
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
記
念

館
、
原
爆
ド
ー
ム
、
平
和
記
念
資
料
館

で
戦
争
の
悲
惨
さ
を
、
日
本
か
ら
だ
け

で
な
く
海
外
か
ら
の
視
点
で
も
考
え
て

当
日
を
迎
え
ま
し
た
。
平
和
記
念
資
料

館
に
入
っ
て
も
怖
く
て
ず
っ
と
下
を
向

い
て
い
る
児
童
、
目
に
涙
を
浮
か
べ
る

児
童
な
ど
、
戦
争
を
直
視
で
き
な
い
児

童
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
戦
争
の
恐

ろ
し
さ
を
そ
れ
ぞ
れ
に
感
じ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
実
は
二
〇
二
〇
年
度
の
六
年
生
た
ち

も
広
島
へ
の
訪
問
を
予
定
し
て
い
た
の

で
千
羽
鶴
を
全
員
で
折
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
と
き
は
日
帰
り
の
訪
問
で

す
ら
叶
わ
な
か
っ
た
た
め
、
六
年
生
を

送
る
会
で
二
〇
二
一
年
度
の
六
年
生
に

千
羽
鶴
を
託
し
て
卒
業
し
ま
し
た
。
一

羽
ず
つ
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
か
れ
て
お

り
、
今
回
の
修
学
旅
行
で
は
先
輩
た
ち

の
思
い
が
詰
ま
っ
た
鶴
を
届
け
る
役
目

も
担
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
今
回
の
修
学
旅
行
を

経
て
何
を
感
じ
取
り
、
そ
し
て
近
い
将

来
、
ど
ん
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て

く
れ
る
の
か
見
届
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

国際学院初等部教諭　石
い し

川
か わ

翼
つばさ

広島で平和を願う
子どもたち

自分たちの千羽鶴と託された千羽鶴をささげる児童たち
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お問い合わせ：法人部法人事務室
　　　　　　　京都市上京区今出川通烏丸東入
　　　　　　　TEL：075-251-3006　FAX：075-251-4980　E-mail：ji-hojin@mail.doshisha.ac.jp
　　　　　　　https://www.doshisha.ed.jp/

お 知 ら せ

　平素から学校法人同志社へのご理解、ご協力を賜り、深く感謝申し上げます。 
　新型コロナウイルス感染拡大に伴い、世界中で多くの人々の生活が一変しました。学校法人同志社が設置する学校
には、約4万2000名の学生、生徒、児童、園児が在籍していますが、政府の緊急事態宣言を受け、一時はすべての
学校が休校等になり、教室で学ぶことができない状況を余儀なくされました。 
　各学校では、緊急対策本部を立ち上げるなど、地域や卒業生のお力添えのもとで、社員が英知を出し合い、インタ
ーネット学習環境の整備など、力を合わせて、学生、生徒、児童、園児に寄り添いながら、教育水準、教育環境の維
持・向上のために努力を続けています。
　ワクチンブースター接種や服用薬の開発も進められていますが、繰り返される変異株の出現、感染予防と経済活動の
両立で長期化するWithコロナ社会においては、学費支弁者への影響も大きく、就学をあきらめなければならない在学
生が生じています。
　そこで本法人としては、同志社教育を受けることを希望し入学した在学生が失意のうちに終わ
ることがないよう、窮地に立たされている在学生に対して、支援金を給付しております。
　しかし、これらの取組を学費収入等で賄うことは難しいことから、「新型コロナウイルス感染症
に伴う在学生支援募金」を開設し、卒業生、教職員のほか、広く社会の各方面からのご支援によ
り多くの在学生が学び続けています。
　つきましては、本募金事業の趣旨をご理解いただき、今後も引き続
き温かいご支援を賜りますようお願い申し上げます。

【お申込方法】
　「学校法人同志社 募金のご案内」からご寄付いただけます。

 　https://bokin.doshisha.ed.jp/fund/shien.html
　�クレジットカード、口座振替、ネットバンキング、コンビニ支払い、金融機関窓口からの振込での

お申込みが可能です。 
　インターネットからのお申込みが困難な場合やご不明な点がある場合は、下記にお問い合わせください。

新型コロナウイルス感染症に伴う
在学生支援募金についてのお願い

学校法人 同志社　　　　
総長・理事長　八田 英二

寄付金募集要項

【募金目的】長期化する新型コロナウイルスの感染拡大により、学費の支弁に著しい支障の生じた在学生に対し、
支援金を給付すること。
【募集期間】2020年6月1日から2026年3月31日まで
【お申込金額】個人 … 一口　1万円（一口未満のご寄付についても有難くお受けいたします）
　　　　　　 法人／団体 … 一口　10万円
【学校指定について】
支援を必要とする在学生数（学生、生徒、児童、園児）は、学校によって異なるため、支援対象者は同志社が決
定し、同志社在学生修学特別支援金として給付させていただきます。
ただし、ご寄付いただく際に特段のご希望がおありの場合は、寄付金の一部もしくは全額について、特定の学校
をご指定いただくことができます（例：全額を同志社中高を指定。半分を同志社小学校、残りを同志社に一任。
etc.）。なお、この場合に大学を指定された場合は「ALL　DOSHISHA募金　特定寄付奨学金」として、女子
大学を指定された場合は「サポーターズ募金“ぶどうの樹”経済的困窮学生に対する奨学金」として在学生に給
付させていただきます。
【税制上の優遇】
学校法人同志社は、文部科学省より「税額控除対象法人」および「特定公益増進法人」の認可を受けており、同
志社へのご寄付は個人によるご寄付の場合、所得税の「税額控除」または「所得控除」のいずれかを選択いただ
けます。
さらに、お住まいの地域によっては、住民税の「税額控除」の対象になります。
詳細は、https://bokin.doshisha.ed.jp/tax/index.htmlを参照ください。
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お 知 ら せお 知 ら せ

　ハリス理化学館同志社ギャラリーは、創立者新島襄の志と同志社の歴史等を、資料で
紹介する展示施設です。ハリス理化学館は、J.N.ハリスの寄附をもとに1890（明治23）
年に竣工し、永らく同志社における理化学教育の拠点となった建物です。現在、国の重
要文化財に指定されています。

【新型コロナウイルス感染症拡大予防について】
同志社ギャラリーでは新型コロナウイルス感染症の拡大予防対策を実施し
ております。来館前に同志社ギャラリーHPにある「新型コロナウイルス
感染症予防のためのお願い」をご確認いただき、感染症拡大予防にご協力
くださいますようお願いいたします。
なお、感染拡大の影響で開館状況を変更することがございます。来館前に
同志社ギャラリーHPでご確認ください。

【常 設 展】ギャラリー内には₆つの常設展示室が設けられています。₁階には「新島
襄の人と思想」、「同志社のあゆみ」、「世界の中の同志社」、「同志社の今」、
₂階には「J.N.ハリスと同志社」、「京都の中の同志社」と、部屋ごとにテ
ーマがあり、創立以来の歴史と共に、京都や世界と共に歩んできた同志社
の足跡をたどることができます。（₂カ月に₁回程度の展示替え有）

【企 画 展】第25回企画展
タイトル：書におぼえあり―先人の書跡、同志社の足跡―
期　　間：2022年４月5日（火）～6月5日（日）
場　　所：ハリス理化学館同志社ギャラリー₂階企画展示室（今出川キャンパス）
主　　催：同志社大学同志社社史資料センター

【入 場 料】無料
【開館時間】10：00～17：00（最終入館16：30まで）
【閉 館 日】‌�日曜日（企画展開催中は開館）、月曜日、祝日、ゴールデンウィーク、夏期

休暇中の一定期間、年末年始。
※‌�開館日等を変更する場合があります。お越しになる前にホームページ等でご確認ください。

【場　　所】同志社大学　今出川キャンパス
※駐車場、駐輪場はありません。公共交通機関を利用してお越しください。

お問い合わせ先
ハリス理化学館同志社ギャラリー事務室（日・月・祝日は閉室）
ホームページ：https://harris.doshisha.ac.jp/
TEL：075-251-2716　FAX：075-251-2736
E-mail：ji-harjm@mail.doshisha.ac.jp

ハリス理化学館同志社ギャラリー展示ご案内

入場無料
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お 知 ら せ

　新島旧邸の敷地には、幕末まで京都大工頭中井家の屋敷があり、明治初年には中井屋
敷を堂上華族の高松保実が所有していました。1875（明治₈）年11月29日、新島襄は、
この高松邸の半分を賃借して仮校舎とし、生徒₈名で同志社英学校を開校しました。翌
年、英学校は薩摩藩邸跡地の専用校舎に移りますが、その後、新島は高松邸を購入し、
自宅を1878（明治11）年に建築しました。これが、現在の新島旧邸です。同志社発祥の
地に建つ新島旧邸を、同志社の建学の理念を体感する場として公開しています。

【新型コロナウイルス感染症拡大予防について】
新島旧邸では新型コロナウイルス感染症の拡大予防対策を実施しておりま
す。来館前に同志社社史資料センター新島旧邸HPにある「新型コロナウ
イルス感染症予防のためのお願い」をご確認いただき、感染症拡大予防に
ご協力くださいますようお願いいたします。
なお、感染拡大の影響で公開状況を変更することがございます。来館前に
同志社社史資料センターHPでご確認ください。

【公開期間】①通常公開　2022年４月１日～７月31日、 ９月１日～11月29日、 2023年3月2日～30日
　　　　　　毎週火・木・士曜日(祝日は除く、 2022年４月29日～５月５日は閉館)
②特別公開　2022年４月１日～５日（春の特別公開）
　　　　　　７月31日、 ８月７日（オープンキャンパス・予定）
　　　　　　10月１日～５日（秋の特別公開）
　　　　　　11月13日（ホームカミングデー・予定）
　　　　　　11月29日（創立記念日）
　　　　　　2023年3月20日～22日（卒業式）
※公開日の詳細はHPをご覧ください。https://archives.doshisha.ac.jp/

【公開時間】10：00～16：00（入館受付は15：30まで）
【見学対象】①通常公開

　旧邸周囲から建物内部を見学（建物内部には入場できません）。
②特別公開
　旧邸周囲および建物内部（母屋₁階と付属屋）に入場できます。
　※旧邸建物内に一度に入れる人数は20名程度とします。

【入 場 料】無料
【場　　所】京都市上京区寺町通丸太町上ル松蔭町

※駐車場、駐輪場はありません。公共交通機関を利用してお越しください。
【団体見学申込】‌�10名以上の団体は、予約が必要です。団体予約は、見学日の₁週間前

までに電話・FAX・E-mailにて下記にお申し込みください（電話受付
は10：00～16：30）。

お問い合わせ先
ハリス理化学館同志社ギャラリー事務室（日・月・祝日は閉室）
TEL：075-251-2716　FAX：075-251-2736
E-mail：n-kyutei@mail.doshisha.ac.jp

新島旧邸公開のお知らせ

入場無料
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スタークウェザーと山本覚馬
－創設期における新島襄の同志たち－

お 知 ら せ同志社女子大学史料センター
第25回企画展

　1876年、同志社女子大学の前身である女子塾が創設されました。これは新島襄とその
協力者たちの努力の賜物でした。今回の企画展では、特に、宣教師アリス・J・スター
クウェザーと新島夫人八重の兄であった山本覚馬に焦点を当て、近代都市として復活を
遂げた明治期の京都の様子とともに紹介します。2021年はスタークウェザーが没してち
ょうど100年という節目の年にあたります。この展示が同志社女子教育の原点を振り返
る機会となれば幸いです。

期　間：2021年11月19日（金）〜2022年7月29日（金）
時　間：10：00～16：00
閉室日：�土・日・祝日および2022年5月2日�  

（ただし、2022年7月18日は開室して 
おります）

場　所：�同志社女子大学史料センター
　　　　�（今出川キャンパスジェームズ館�  

１階展示室）
主　催：同志社女子大学

お問い合わせ：同志社女子大学史料センター
　　　　　　　〒602-0893　京都市上京区今出川通寺町西入
　　　　　　　TEL：075-251-4200　FAX：075-251-4201
　　　　　　　E-mail：shiryo-i@dwc.doshisha.ac.jp

同志社女子大学史料センター
今出川キャンパスジェームズ館 1 階展示室

【閉室日】

10：00 ～ 16：00

【お問い合わせ・申込先】
同志社女子大学史料センター

〒602-0893　京都市上京区今出川通寺町西入
TEL：075-251-4200　FAX：075-251-4201
E -ma i l：sh i r yo - i@dwc . do sh i s h a . a c . j p

【お問い合わせ・申込先】
同志社女子大学史料センター

〒602-0893　京都市上京区今出川通寺町西入
TEL：075-251-4200　FAX：075-251-4201
E -ma i l：sh i r yo - i@dwc . do sh i s h a . a c . j p

公開講演会

「スタークウェザー元年のエピローグ」

本井  康博氏（元同志社大学神学部教授）

同志社女子大学
今出川キャンパスジェームズ館 J207

史料センターメールアドレス又は FAX でお申込みください

①氏名　②属性（卒業生、在学生、教職員、一般）
③電話番号又はメールアドレス

日時

講師

会場

14 時 ～ 15 時

【事前申込要】

～創設期における新島襄の同志たち～

2021年11月19日 (金 ) ～

2022 年 7 月29日 (金 ) 

����年��月��日 ( 土 )

同志社女子大学史料センター 第��回企画展

同志社女子大学主催

土・日・祝日 
および 2021年 11月29 日、12月28日～2022 年 1 月 5 日、5月2日
※ただし、2021年 11月20日～21日、2022 年 7 月 18 日は開室
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●同志社広報委員会小委員会委員
ABC順・〇印委員長

大学神学部助教 木谷　佳楠
大学文学部准教授 山田　　徹

大学社会学部准教授 轡田　竜蔵
大学法学部教授 勝山　教子

大学経済学部教授 久保徳次郎
大学商学部准教授 内野　雅之

○大学政策学部教授 服部　篤子
大学文化情報学部助教 深川　大路

大学理工学部教授 稲葉　　稔
大学生命医科学部准教授 貞包浩一郎

大学スポーツ健康科学部准教授 海老根直之
大学心理学部教授 及川　昌典 

大学グローバル・コミュニケーション学部助教 REGINE DIETH
大学グローバル地域文化学部准教授 SUSANNA PAVLOSKA

女子大学学芸学部教授 山本　裕樹
女子大学現代社会学部教授 大津　正和

女子大学薬学部准教授 根木　　滋
女子大学看護学部准教授 片山由加里

女子大学表象文化学部教授 中井　精一
女子大学生活科学部准教授 麻生　美希

中学校・高等学校事務長 鎌田　伸一
香里中学校・高等学校事務長 内山　一栄
女子中学校・高等学校事務長 磯田　信行
国際中学校・高等学校事務長 貴志　浩行

小学校事務長 齋藤　道子
国際学院事務長 堀岡　英利

幼稚園教諭 竹中　琴恵
法人事務部長 柳井　　望
大学広報部長 朝田　邦裕

法人事務部校友同窓課長 矢田　直人
大学広報部広報課長 今西　　覚

女子大学広報部広報室広報課長 渡邉　一郎
※職名は同志社広報委員会小委員会発足時のものです。

●編集協力　 アルカダッシュ

●同志社時報の申し込み
・送料（ゆうメール着払い：１冊236円）のみのご負担で

ご講読いただけます。
・お申し込みは、綴じ込みハガキをご利用ください。
・宛先　〒602-８５８０ 京都市上京区今出川通烏丸東入

同志社大学広報課

同志社時報　第153号
編集人　　服部篤子
発行人　　八田英二

発行　　学校法人同志社
同志社大学広報課同志社時報係

電話（075）251−3120
印刷所　株式会社 ＩＴＰ
２０２２年４月１日発行
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記

　
本
号
の
特
集
で
は
、同
志
社
女
子
大

学
の
学
長
就
任
を
記
念
し
た
特
別
対
談

に
お
い
て
、一
五
〇
周
年
に
向
け
た
ビ

ジ
ョ
ン
が
語
ら
れ
ま
し
た
。二
〇
二
五

年
に
一
五
〇
周
年
を
迎
え
る
同
志
社
大

学
で
は
多
様
性
と
多
様
な
も
の
を
ま
と

め
て
い
く
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
を
重
要

な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
あ
げ
て
い
ま
す
。二

〇
二
六
年
に
一
五
〇
周
年
を
迎
え
る
同

志
社
女
子
大
学
は
、時
代
の
変
化
と
伝

統
の
両
輪
で
女
子
教
育
を
「
改
良
者
」

と
な
り
う
る
人
材
の
育
成
と
し
て
い
る

こ
と
は
大
変
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

性
別
に
よ
る
教
育
で
は
な
く
、一
人
一

人
を
尊
重
し
た
教
育
が
行
わ
れ
る
こ
と

は
、同
志
社
大
学
お
よ
び
同
志
社
女
子

大
学
に
お
い
て
共
通
の
姿
勢
で
あ
る
こ

と
が
伺
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、社
会
に
浸
透
し
て
い
る
女
性

の
役
割
の
概
念
を
取
り
去
っ
て
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
と
ら
え

て
い
く
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。女
子
大

学
が
実
は
無
意
識
に
あ
る
社
会
の
固
定

概
念
を
超
え
た
教
育
を
し
得
る
と
い
う

発
想
は
共
感
を
得
る
も
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
他
方
、コ
ロ
ナ
下
の
環
境
に
よ
っ
て

キ
ャ
ン
パ
ス
の
改
革
が
進
ん
だ
こ
と
も

対
談
の
中
で
み
え
て
き
ま
し
た
。中
で

も
、学
生
た
ち
と
教
員
の
間
に
「
必
要

な
雑
談
の
時
間
」が
あ
る
こ
と
に
言
及

が
あ
っ
た
と
お
り
、対
面
授
業
に
お
い

て
共
有
し
て
い
た
時
間
の
重
要
性
を
再

認
識
す
る
方
も
多
か
っ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。さ
ら
に
、共
同
研
究
が
進
ん
だ
こ

と
も
特
徴
と
し
て
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

教
員
の
共
同
研
究
に
よ
る
学
内
で
の
波

及
効
果
も
期
待
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
今
後
、VISIO

N
2025

に
沿
っ
て
様
々

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
推
進
さ
れ
て
い
き
ま

す
。大
学
間
の
交
流
や
そ
れ
を
超
え
た

積
極
的
な
交
流
に
よ
っ
て
、新
た
な
学

び
の
関
係
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。本
号
の
特
集
は
、長

い
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
た
も
の
と
、時

代
の
変
容
が
う
ま
く
漉
き
込
ま
れ
て
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
創
造
す
る
人
材
が

育
ま
れ
る
こ
と
が
描
か
れ
て
い
た
と
感

じ
ま
し
た
。

　
本
号
は
、多
く
の
貴
重
な
玉
稿
に
支

え
ら
れ
て
読
み
応
え
の
あ
る
冊
子
と
な

り
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。よ
り
多
く
の
方
の
手
に
届
き

ま
す
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
服
部
）
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 Doshisha college song   Words by W. M. Vories  Music by Carl Wilhelm

One purpose, Doshisha, thy name

Doth signify; one lofty aim:

To train thy sons in heart and hand

To live for God and Native Land.

Dear Alma Mater, sons of thine

Shall be as branches to the vine;

Tho’ through the world 

we wander far and wide,

Still in our hearts thy precepts shall abide!

同志社よ、その名は一つの目的を意味する。

その学徒の精神的、肉体的に、

神のため、祖国のため、生きんという

一つの崇高な目的を。

親愛なる母校よ、同志社の学徒は、

ぶどうの枝のごとくつながりゆくことであろう。

たとえ、世界くまなく、広くはるかに、

われらさまようとも、汝の教訓は、

われわれの心に永遠に生き続けるであろう。

� （訳：児玉　実英）

同志社の一貫教育体制
The Integrated Educational System of the Doshisha

同志社
中学校・高等学校

Doshisha
Junior & Senior High School

同志社香里
中学校・高等学校

Doshisha Kori
Junior & Senior High School

同志社女子
中学校・高等学校
Doshisha Girls’

Junior & Senior High School

同志社大学・大学院 
Doshisha University

Doshisha Graduate School

同志社女子大学・大学院
Doshisha Women’s

College of Liberal Arts/
Graduate School 

同志社小学校
Doshisha

Elementary School

同志社幼稚園
Doshisha Kindergarten

同志社国際学院 初等部
Doshisha

International Academy
Elementary School

同志社国際
中学校・高等学校

Doshisha International
Junior & Senior High School

同志社国際学院 国際部
Doshisha International School, Kyoto

＊一定の条件があります（帰国生の要件）

＊
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No.153

■ 第15代同志社女子大学長就任にあたって
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